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＜研究課題１＞

がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応

用についての研究

Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞

所　属　部：放射線診断・IVR部

研究者氏名：稲葉吉隆

共同研究者：山浦秀和、佐藤洋造、加藤弥菜、川田紘資、

　　　　　　村田慎一、長谷川貴章

【目的】

悪性食道閉塞にステント治療を試みるためには、まずその食

道閉塞をガイドワイヤーやカテーテルで通過させる必要がある

が、経口的または経鼻的による順行性アプローチでは全く不可

能な場合が少数ながら存在する。順行性アプローチが不可能な

場合に経胃的に逆行性アプローチを試みる価値があるか否かを

検証した。

【方法】

平成13年～ 25年に当科で悪性食道閉塞にステント治療を試

みた症例は125例であり、その内、経口的または経鼻的による

順行性アプローチが不可能であった症例は４例で、男性３例、

女性１例、平均年齢60.8（53 ～ 76）歳であった。２例は頸部

食道癌による閉塞であり、血管造影用カテーテルと親水性ガイ

ドワイヤーを駆使しても通過不可能であった。１例は頸部食道

癌への内視鏡治療後の閉塞であり、同様に通過不可能であった。

もう１例は胸部食道癌による食道気管瘻を合併していたが、口

腔癌への治療後で強度の開口障害と気道分泌物喀出が頻回のた

め、順行性アプローチが困難であった。

これら４例について、食道閉塞へのアプローチ方法、閉塞通

過の成否、ステント留置を実施し得たか否かを調査した。

【結果】

全４例ともに、経胃的逆行性アプローチにより最終的に食道

閉塞の再開通に成功し、閉塞部にステントを留置し得た。

症例１と症例２では、経皮的に胃瘻を造設し、逆行性に食道

閉塞を血管造影用カテーテルと親水性ガイドワイヤーにより再

開通させ、ガイドワイヤーにより口または鼻と胃との間にプル

スル―経路を作製して、症例１では一期的に膜付きスパイラ

ルZステントを、症例２では二期的（一時的に12F胃管を留置）

に膜付きウルトラフレックスステントを順行性に留置した。

症例３は、食道気管瘻合併症例であるが、経皮的に造設した

胃瘻経路から食道閉塞を通過させ、そのまま逆行性に膜付き

Niti-Sステントを留置した。

症例４は、外科的に造設されていた胃瘻経路から血管造影用

カテーテルと親水性ガイドワイヤーによる再開通を試みるも不
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可能であったが、閉塞の近位側と遠位側からの造影で、閉塞は

短く、直線的であったため、TIPS（経内頚静脈肝内門脈静脈

短絡）造設キットのスタイレット針を用いて、経胃経路から閉

塞を突破した。ガイドワイヤーで鼻－胃間にプルスル―経路を

作製し、一時的に14F胃管をブジーとして留置してから、順行

性に膜付きNiti-Sステントを留置した。

逆行性アプローチでガイドワイヤーによる縦隔穿孔を２例で

生じたが、重篤な合併症には至らなかった。ステント留置に伴

い、嚥下痛を２例に、誤嚥性肺炎を１例に認めた。

ステント留置後、半固形物まで経口摂取できたものが２例、

液体摂取のみにとどまったものが２例であった。食道気管瘻を

合併していた１例では気道分泌は軽減し得た。

全例死亡しており、ステント留置後の平均生存期間67（16
～ 136）日であった。

【考察】

悪性食道閉塞にステント治療を試みる際に、経口的または経

鼻的による順行性アプローチが困難な場合には、経胃的に逆行

性アプローチを試みる価値はあると考えられた。

また、閉塞部の詳細な評価によって、TIPS造設キットのス

タイレット針のような穿刺デバイスを利用できる場合もあり得

た。

＜研究課題 ２＞

治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に関

する研究

The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity and the relapse risk

＜研究者氏名＞

所　属　部： 乳腺科部

研究者氏名：岩田広治

共同研究者：澤木正孝、服部正也、近藤直人、吉村章代

【１年間の総括】

この１年間にも乳癌の術前後薬物療法に関する膨大な情報が

世界中から流入し、我々が参加している国内・国外の臨床試験

も多方面にわたって進行した。

１：術後内分泌療法に関する研究

報告：2014年に閉経前ホルモン陽性乳癌に対する大規模臨床

試験（SOFT & TEXT）の結果が報告された。術後TAMが標

準治療に対して、Zoladexの卵巣機能抑制の有効性を検証する

試験であった。結果として有効性は証明されなかったが、年

齢が若い方やリスクの高い方、ホルモン感受性の極めて高い

方ではZoladexによる卵巣機能抑制の有用性が示された。また

リスクの高い方では、Zoladexと併用する内服薬はアロマター



― 54 ― ― 55 ―

ゼ阻害剤の有用性が示された。以上の結果から日常臨床でも

Zoladexの使用頻度が減少した。

２：術後化学療法に関する研究

報告：術後化学療法の適応をmolecular subtypeで考えようと

する方向性は定着したが、以前“luminal B like 乳がん”と定

義される乳がんでは化学療法の是非がカンファレンスでよく議

論になる。OncotypeDXが解決の１つのツールであるが、保険

適応がなく高額な為に、普及していないのが現状である。薬剤

の開発はADR, Taxan系抗がん剤以降、術後新規抗がん剤のエ

ビデンスはでていない。日本でluminal type乳癌を対象に、経

口5FU（S-1）の有効性を検証する先進医療の枠組みで行って

いるPOTENT試験の結果が期待されるエビデンスとしては重

要である。

３：術後分子標的治療に関する研究

報告：2014年度にlapatinibを使った大規模診療試験（ALLTO 
study）の結果が報告された。Trastuzumab1年投与が標準治

療に対してLapatinibを併用、逐次投与する有効性は残念なが

ら示されず、今後もTrastzumab1年投与が標準治療である。

再発乳癌で極めて大きな有用性を示したPertuzumab（Affinity
試験）やT-DM1（Kaitlin試験）を使った大規模臨床試験も登

録が終了し、経過観察中である。さらに高齢者HER2陽性乳

癌患者における化学療法省略の是非を問うN-SAS-BC07試験

（PI：当院の澤木先生）も登録が終了した。

４：術前化学内分泌療法に関する研究 

報告：閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の効果

で術後の抗がん剤の必要性を検証する第III相多施設共同比較

試験（NEOS study：PIは岩田）の登録が終了し、経過観察中

である。閉経後の方を対象にホルモン剤と併用してゾメタと投

与する医師主導治験が進行中である。

上記のような多くのエビデンスをもとに、2015年３月にウ

イーンで開催されたSt gallenコンセンサス会議で術後の標準

治療が話し合われた。この結果をもとに、当院での術後治療指

針を改訂し、東海地区を中心にして広く流布している。

＜研究課題 ３＞

　臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発

　Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical  
laboratories

＜研究者氏名＞

　所　属　部　臨床検査部

　研究代表者　谷田部　恭

　共同研究者　岡田恭孝、田中里枝、長谷川かおり、

　　　　　　　柴田典子、藤田奈央、

　　　　　　　早川　登、野中綾子

　　
【研究成果】

臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研

究経過を報告する。

生化学部門では、尿中有形成分分析装置を導入し、尿沈渣検

査の効率化を図った。尿細管上皮と尿路上皮が識別不可、円柱

の検出不可など、完全に自動化するにはまだまだであるが、ス

クリーニングとしては非常に有用であり、一部の検体の鏡検確

認が不要となった。また必要検体量が少ないので、排尿困難で

少量しか尿が採取できなかった場合でもスクリーニング可能と

なった。今後さらに効率的な運用を検討していきたい。

　血液検査部門では、フローサイトメトリー検査で提出される

針穿刺検体について解析精度を向上させる目的で細胞取り込み

法に工夫を試みた。穿刺検体では、殆どがデブリス（夾雑物）

のため解析対象となる細胞集団をごく僅かしか得られない場合

がある。このような検体に対して一旦FSC-SSC展開図で解析

対象となる領域をゲートで囲い、解析用の取り込み数をゲート

内の細胞数で規定することで解析細胞数の増加を図った。検討

症例数が少なく、異常クローンの検出に有効であったケースは

現時点で２例のみであったが、今後も検討を続ける予定である。

 生理検査部門では、心毒性のあるハーセプチンによる不可

逆的な心不全の発症防止のため、心エコー検査で収縮能の指標

である駆出率（EF）が低下していないかチェックをしている。

しかし、心不全には様々な病態があり、EFが保たれた心不全

も存在する。そこで拡張能について検討した。

【方法】

ハーセプチンによる化学療法前後の心エコー検査で、器質的

異常や壁運動異常を認めないEF≧50%以上の女性47名（年齢

54±11歳）を対象とし、化療前後で収縮能の指標であるEF、
拡張能の指標であるE/e’（左室流入血流速度／僧帽弁輪移動速

度）の変化を比較した。

【結果】

化療前と比較し、EFは化療後で有意に低下の傾向を認めた

が、E/e’は有意な変化はなかった。

【考察】

心不全への経過は拡張能が収縮能に先行して低下すると考え

られているが、ハーセプチンによる心筋障害は拡張能に比し、

収縮能に与える影響が大であることが示唆された。よって、ハー

セプチンによる心筋障害のモニタリングはEFが有用であると

考えられた。

 病理検査部門では、通常のHE染色に加え、癌の確定、補

助診断に必要不可欠な免疫染色を行っている。今年度は、自

動免疫染色装置を追加導入し、肺癌の診断に欠かせないP40、
TTF-1、Synaptophysin、ALK抗体やリンパ腫関連の抗体につ

いて染色条件等の検討を行った。その結果、安定した染色結果

が得られる条件を確立し、依頼枚数の増加にも対応できる体制

を整えた。また、昨年に引き続き、固定条件についても検討を

行った。乳腺や消化器材料において固定板に密着しすぎること

によりホルマリン浸透不良が起きていることが考えられた。そ

こで固定板に形態保持には影響を与えない程度の溝を作り、適

度な隙間を作ることで浸透しやすい状態にしたところ、固定状

態の改善が見られた。その他にもホルマリン固定液の調整時期、

使用回数、濃度管理等に留意し、安定した組織標本が作製でき

る体制を整えている。
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 細胞診検査室では膵臓の腺扁平上皮癌について細胞学的検

討を行った。膵臓における腺扁平上皮癌は稀な腫瘍であるが、

角化細胞の判別が難しく診断に苦慮する場合がある。そこで当

施設にてEUS-FNAによる細胞診、セルブロック診、外科切除

材料にて腺扁平上皮癌と診断された症例の細胞診標本を再度観

察し、特徴となる所見の有無を検討した。その結果、腺扁平上

皮癌症例では細胞異型が強く、顕著な壊死を伴うという分化度

の低い癌の特徴を有しており、多くの症例ではOG好性の角化

型異型細胞も認められた。またOG好性の角化型異型細胞が少

ない場合においてもDiff Quik染色でrobin’s egg blueと呼ばれ

る厚みのある細胞質を有する異型細胞を認めた場合には腺扁平

上皮癌の推定は可能と思われた。これらの結果を認知し、今後、

より正確な細胞診判定を行うための有用な所見として取り入れ

ていく。

 細菌検査室では2011年７月から2014年９月までに血液培養

にてカンジダが検出された40例について、患者背景、カンジ

ダ菌種、予後、続発症について検討した。患者背景としては全

体の60％が基礎疾患に消化器癌がある患者で、また81％の患

者に中心静脈カテーテル留置があり、危険因子と考えられた。

検出された菌種はCandida albicansが43％と最も多く、次に

C.parapsilosis 24％、C.grablata 19％であり、他施設での報

告に比べ当院ではC.parapsilosisが比較的多かった。これは、

抗癌剤投与や中心静脈栄養目的でのカテーテル留置患者が多

く、カテーテル関連血流感染症が多いためと考えられる。予後

については一般にカンジダ血症の死亡率は40％前後と報告さ

れているが、当院では23％だった。続発症では他施設での報

告と同様に、真菌性眼内炎が最も多く12.5％、他に敗血性ショッ

ク、真菌性肺炎などがあった。眼内炎を発症した患者では感染

してから診断までに苦慮し、時間を要したため、治療開始が遅

れた例があり、速やかな診断と治療開始が重要であると再認識

できた。今回の検討から、カンジダによるカテーテル関連血流

感染症は頻度が高く、重要な課題であることが確認できた。感

染対策チームの一翼を担っている細菌検査室として、ラウンド

時に、適切なカテーテル管理、およびカテーテルの早期抜去の

重要性の周知、眼科受診と治療効果判定のための血液培養検査

の確実な実施を進めていきたい。

 遺伝子検査部門では主に分子標的薬の効果予測としての遺

伝子検査を行っており、その検査方法や、測定項目は年々変化

している。検査室として臨床側からの要望に応えられるよう、

検体の保存、結果のデータベース化を進め、新規検査方法、検

査項目を迅速に取り入れられるよう体制を整えている。平成

26年度には進行期大腸がん治療において行われているKRAS遺
伝子検査に加え、測定が求められているBRAF遺伝子、NRAS
遺伝子、HRAS遺伝子、PIK3C遺伝子検査等解析のための新規

分析機器を導入し、試薬の検討を行い、ルーチン検査として軌

道に乗せた。また、ALK陽性肺癌において出現する治療によ

る耐性変異を検出する系も確立し、日常検査として導入した。

　

＜研究課題 ４＞

　病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究

Development of molecular analysis on cancer diagnosis

＜研究者氏名＞

　　所　属　部　遺伝子病理診断部

　　研究代表者　谷田部　恭

　　共同研究者　細田和貴、佐々木英一、村上善子

【研究成果】

近年の分子生物学の飛躍的な発達により､がんの発生･悪性度

の評価･薬剤応答性などの知見が蓄積され､それは現在も増えつ

つある｡これら情報の一部は実臨床に直結しており､その応用

により適切な診断･治療に結びつくものも多い｡そこで､これら

の知見を検証した上で､実際の病理診断､細胞診断に導入､応用

することを目標に掲げた｡その際に、診断に用いられる臨床検

体は､生検検体などの小さな組織を利用しなければならなかっ

たり､正常細胞が多数混じているなどの問題点も多い。そこで、

それらの点を踏まえた新たなアッセイ系の確立を検討した。

本年度はKRAS遺伝子変異についての新しいアッセイ系を確

立した。使用した機材はLuminex100を用い、既知のKRAS変
異と本方法での結果を対比した。当初は表１に示すごとく既存

の方法で野生型とされた検体においてもKRAS変異があるとの

結果を示したが、PCR条件の設定およびハイブリダイゼーショ

ンの至適化を行うことで100%の一致率を示すまでに至った。

さらに、Luminex100のKRASキットの保険償還に伴い、内容

が変更されたが40例を両キットで検討することによりその一

致率についても検討した。その結果を表２に示す。ベースライ

ンの上昇がG12Sでは観察されるものの、すべての遺伝子変異

は両キットにおいて一致し、新キットとの相関性も確認できた。

表１  すでに確立されたKRAS変異検査法であるcycleave法とLuminex100を用いたKRAS変異検出法の比較（至適化前）

Cycleave 
results

Luminex 
results

検出不可 G12C G12D G12V G13D G13DR G12C G12S Wild type Total
検出不可 2 2

G12D 3 2 5
G12V 1 2 3
G12X 1 1 2 2 1 7

G13DR 2 1 3
G12C 1 1

G13DR 1 1
Wild type 5 11 2 4 22

Total 13 12 4 4 2 1 3 1 4 44
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これらの結果より、KRAS変異についてはこの系を用いて大腸

癌の効果予測因子としての遺伝子検査としての院内実施を考慮

していきたい。

表２ 従来のアッセイ法と新法RASKET キットとの比較検討

従来のアッセイ
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BRAF V600E 1 1
KRAS A146A 1 1

KRAS G12A 1 1

KRAS G12D 6 6

KRAS G12S 1 1

KRAS G12V 5*1 5

KRAS G13D 1 1

NRAS G12D 1 1

Wild type 1*2 1*2 18 20
Grand Total 1 1 1 1 1 6 1 5 1 1 18 37
*1 KRAS G12Aのシグナル強度の増強を認めた。

*2 従来法では検出対象外の変異

＜研究課題 ５＞

トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用

＜研究者氏名＞

所　属　部　放射線治療部

研究者氏名　古平　毅

共同研究者　立花弘之、富田夏夫、牧田智誉子

【はじめに】

当院では2006/6にトモセラピー（TomoTherapy社TomoTherapy 
Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例のIMRTによる治

療を開始してきた。今回われわれはIMRTの治療効果とその

有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し当院での頭頸部

IMRTの臨床的評価を試み、臨床的有用性・妥当性の評価を行

うことを目的とした。

【方法】

我々は今回IMRTの臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭頸

部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的で

唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。

2006/6-2013/12に頭頸部癌に対しヘリカルトモセラピーを

用い584例の頭頸部癌へのIMRT治療の経験を得た。上咽頭お

よび中咽頭はIMRTによる耳下腺の線量低減のメリットが大

きいと考えられ、積極的にIMRTの適応を勧めてきた。誌面の

関係で上咽頭癌の成績を紹介するにとどめる。対象は1990年
以降2013年までに化学放射線療法を行った上咽頭がん患者で

年齢は中央値54歳（11-76）、男性80：26という内訳だった。

WHOの病理組織分類のtype Iは24例,type II-IIIは81例,のこ

り１例は組織型判別不能であった。予後調査の解析時点で観

察期間中央値は47.2月（16-97ヵ月）、無病生存は71例、担癌

生存は16例、原病死が12例,他病死７例の内訳だった。3/5年
粗生存率は83.3/79.5%、3/5年無増悪生存率は69.8/63.6%とい

う結果であった。G2の口腔乾燥割合は６ヶ月：１年：２年で

66:23:16%と経時的な改善傾向を認めた。

【まとめ】

当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌のIMRTにおい

て治療効果および治療後QOL改善の点で、その高い臨床的有

用性が示された。
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２．研究所における研究（人当研究費）

疫学・予防部

＜研究課題＞　1-1

（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析

（副題）　地域がん登録データによる小細胞肺がんの長期予後

＜研究者氏名＞

尾瀬　功、伊藤秀美、細野覚代、西野善一１）、服部昌和2）、

井岡亜希子３）、中山富雄４）、田中英夫、伊藤ゆり４）

＜目的・概要・進捗状況＞

肺がんは小細胞肺癌（SCLC; small cell lung cancer）と非

小細胞肺癌（NSCLC; non-small cell lung cancer）の2つの組

織型に大別され、それぞれ治療・予後が異なる。地域がん登録

から得られる肺がん患者の生存率は、その悉皆性の高さから一

般集団をよく代表すると考えられるが、組織型別生存率の報告

はこれまでほとんど見られない。一方で、臨床研究などで報告

される生存率は詳細な反面、状態の良い患者や特定の病院の

データに偏ることが多く、一般の患者への適用には注意を要す

る。そこで我々は小細胞肺がん患者の代表性の高い生存率を明

らかにすべく、地域がん登録データの解析を行った。

1993年から2006年の間にSCLCと診断された患者の情報を、

六府県（山形、宮城、福井、新潟、大阪、長崎）の地域がん登

録より得た。SCLCの治療の変遷に従い、1993-1998年、1999-
2001年、2002-2006年の3期間に分類した。臨床進行度分類の

限局、所属リンパ節転移を限局期（LD; limited disease）と

し、遠隔転移を進展期（ED; extensive disease）とした。10
年生存率はcohort法とperiod法を用いて計算した。Excess 
mortality modelを用いて多変量解析を行った。

EDの割合、75歳以上の割合はそれぞれ期間1で43.4%, 
26.0%、期間3で50.0%, 33.3%であった。LD患者の1, 5, 10
年生存率はそれぞれ期間1で56.8%, 16.8%, 12.4%、期間3で
66.2%, 21.4%, 15.6%であった。診断後5年生存者における5年
生存率はLDで73％、EDで53％であった。期間１と比較して

期間2と3の生存率は有意（共にp<0.001）に改善していた。

ED、高齢者割合の増加にもかかわらず、SCLC患者の生存

率の経年的な改善が見られた。理由として支持療法を含む治療

の進歩、CT, MRIなど診断機器の進歩による診断精度の向上、

治療の均てん化などによる影響が考えられる。

＜今後の方向＞

NSCLCについても、長期生存率の傾向を検討してゆく必要

がある。

１）金沢医科大学、２）福井県立病院、
３）琉球大学医学部付属病院、
４）大阪府立成人病センター

＜研究課題＞　1-2

（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析

（副題）　日本人における大腸がん部位別罹患率の経年変化の

検討：1978年〜2004年

＜研究者氏名＞

中川弘子1）、伊藤秀美、細野覚代、尾瀬　功、三上春夫2）、

服部 昌和3）、西野善一4）、中田佳世5）、杉山裕美6）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞

大腸がんは日本人において食事・生活スタイルの欧米化に伴

い戦後急激に増加したがんであり、2010年がん罹患統計にお

いて男性３位女性２位のがんである。欧米の先行研究にて大腸

がん罹患率の経年変化は大腸部位により差異があると報告され

たものの日本人における報告はこれまでほとんど見られない。

そこで、我々は日本人における大腸がんの部位別罹患率の経年

変化について検討を行った。

日本の地域がん登録事業を代表する計10の地域がん登録

室から提供された大腸がん症例をプールし解析に用いた。対

象年においてDCN<30%, DCO<25%である地域がん登録を

対象とし、観察期間は大腸がん登録罹患年1978年〜2004
年、がん部位別として大腸がんを右側結腸がん（回盲〜脾

湾曲部C18.0-C18.5）、左側結腸がん（下行結腸〜S状結腸

C18.6,C18.7）、直腸がん（C19.9,C20.9）の３部位に分けた。

合計約47万症例につき1978年から2004年の27年間におけ

る検討を行った。全観察期間における全大腸がんは1978年か

ら1993年まで増加（年変化率4.9％）、1993年からは横ばいに

転じ、年齢調整罹患率は1978年人口10万人対22.2から2004年
45.6へ増加を示した。右側結腸がんは全期間に渡り増加傾向

を示し、 1978年3.4から1991年11.7と増加（年変化率7.1％）、

1991年11.1から1996年12.8（年変化率3.8％）、1996年12.8か
ら2004年14へ増加を認めた（年変化率0.9％）。左側結腸がんは、

1978年4.9から1991年13.6へ増加（年変化率7.4％）、1991年よ

り横ばいに移行した。一方、直腸がんは1978年12.5から1992
年20.4に増加したものの（～ 1988年 年変化率2.8％、1992年
～ 年変化率10.2％）、1992年20.4から2004年17.9と一転減少

傾向に転じた（年変化率-1.0%）。

それまで増加傾向であった大腸がん罹患率が1990年代初頭

に一転横ばいに転じた。この一因は、食事の欧米化が1970年
代までに日本に定着したことや、1990年初頭より導入され

た大腸がん検診により前がん病変の早期発見やポリープ除去

（Polypectomy）による大腸がん予防効果と推測される。また、

本研究より日本人の大腸がん罹患率の経年変化は1990年代よ

り大腸部位により異なる経年変化の傾向を示すことを初めて示

した。

＜今後の方向＞

大腸がん罹患率経年変化が1990年代より大腸部位により差
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が生じた原因を探る。また、大腸がんリスクファクターの大腸

部位による効果の違いに関しての検討も必要とされる。
１）リサーチレジデント、２）千葉県がんセンター、
３）福井県立病院、４）金沢医科大学、
5）大阪府立成人病センター、
６）放射線影響研究所　広島研究所　

＜研究課題＞　1−3

（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析

（副題）　愛知県おける市別の早期がん割合とＩ/Ｍ比の関係

ついて

＜研究者氏名＞

山口通代１）、伊藤秀美、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞

愛知県がん登録では、2011年診断症例においてDCN割合

13.6％、DCO割合6.9％、Ｉ/Ｍ比（罹患数と死亡数との比）2.33
と、MCIJ（全国がん罹患モニタリング集計）2011において「精

度基準Ａ」を満たしており、より正確な罹患率の把握ができる

ようになった。地域別にみても登録精度の地域間較差が改善さ

れ、地域単位での比較が可能な状況となっている。

今回、愛知県がん登録資料を用いて、「早期がん割合」と、

精度指標のうち生存率との正の相関が高い「Ｉ/Ｍ比」の関係

について、性別、市別、部位別で分析し、生存率の向上へとつ

ながる早期がん割合を観察した。

愛知県がん登録資料のうち、人口10万人以上の15市の2007
年から2011年の罹患データと、2008年から2013年の死亡デー

タを用い、性別、部位別｛胃、大腸、肺、乳房（女）、子宮｝に、

「早期がん」（臨床進行度が「上皮内」と「限局」に分類された者）

と「Ｉ/Ｍ比」の割合を求め、その関係について比較検討した。

集計にあたっては、まず、臨床進行度から、早期がん割合

＝｛（上皮内＋限局）/（全体から不明を除く）｝×100として、

2007年から2011年の罹患データから5年間の合計値を用いてそ

の割合を求めた。「Ｉ/Ｍ比」については、2007年から2011年
の罹患データから罹患数（Ｉ）を求め、2008年から2012年の

死亡データから死亡数（Ｍ1）を、2009年から2013年の死亡デー

タから死亡数（Ｍ2）を求めて、各々５年間の合計値を用いて

15市のＩ/Ｍ比を性別、部位別に算出した。

なお、「Ｉ/Ｍ比」の算出にあたり、IとＭの間隔を決定する

ため、第3次対がん総合戦略研究事業「革新的な統計手法を用

いたがん患者の生存期間分析とその情報還元に関する研究」班

（以下、「研究班」という。）により報告された「非治癒患者の

中央生存時間」に準拠し、胃、肺、乳房（女）についてはＩ/
Ｍ比＝I/Ｍ1を、大腸、子宮はＩ/Ｍ比＝I/Ｍ2と設定し分析を行っ

た。

また、15市｛胃（男）はDCN割合が外れ値となったため、

胃（男）の分析から除外｝の早期がん割合とＩ/Ｍ比の各値を

用いて散布図を作成し、それぞれの部位における単線形回帰分

析を行い、早期がん割合とＩ/Ｍ比の関係について観察した。

部位別に回帰係数を観察すると胃（男）回帰係数：0.040、
大腸（男：0.073、女：0.068）、肺（女）0.013、乳房（女）0.195、
子宮0.204で有意な正の関係がみられた。一方、胃（女）0.009、
肺（男）0.011では有意な関係はみられなかった。また、Ｉ/Ｍ
比については、市間で差が確認された。このような地域間で

のＩ/Ｍ比の違いは、15市間で罹患率がほぼ同じと考えた場合、

主として、死亡率の違いによってもたらされるものである。こ

の場合、Ｉ/Ｍ比は、がん罹患者の中の治癒患者割合と正の相

関を示すと考えられる。このような状況において、地域別にみ

たＩ/Ｍ比と早期がん割合に有意な正の相関が認められるとい

う今回の結果から、早期発見がんの割合を地域で高めることが、

その地域のそのがん患者の治癒率の向上に繋がることが推察さ

れた。

従って、早期がん割合が低い地域においては、当該がんを早

期に発見するため、「がん検診未受診者」や「精密検査未受診者」

への効果的な受診勧奨を実施するとともに、有症状者に対して

は、広報活動等により広く市民に医療の必要性を伝え、受診行

動を促す積極的な取組みを行うことが、その地域のがん罹患者

の救命率を高める効果に繋がることが示唆された。

＜今後の方向＞

回帰式から大きく離れている市においては、その要因が、が

ん検診の実施状況によるものか、医療機関の診断・治療精度に

よるものか等、さらに分析を行うことで、がん対策の効果的な

実施に活用できると思われる。また、正確な罹患状況を把握す

るため、医療機関に対しては、届出の推進のみではなく、臨床

進行度等の登録内容の質に関して、精度向上につながる指導等

が必要であろう。

現行の地域がん登録は、医療機関からの任意の届出であるた

め、結果の解釈にあたり、届出の偏り等を考慮する必要がある

が、今後、「がん登録等の推進に関する法律」に基づき開始さ

れる「全国がん登録」では、悉皆性の高いデータ収集が可能と

なるため、効果的ながん対策推進に向けての貴重な資料として、

積極的な活用が期待される。

１）研修生

＜研究課題＞　2-1

（主題）  がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究

（副題）  飲酒、喫煙、ALDH2、ADH1B遺伝子多型による食

道がんリスク予測

＜研究者氏名＞

伊藤秀美、小栁友理子１）、尾瀬　功、細野覚代、渡邉美貴、

田中英夫、松尾恵太郎１）

＜目的・概要・進捗状況＞

　飲酒と喫煙は食道がんの確立されたリスク要因である。

また、我々はこれまでに、日本人における食道がんリスク

と、アルコール代謝に関連するalcohol dehydrogenases 1Bと
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aldehyde dehydrogenases 2の遺伝子多型 ADH1B- rs1229984
とALDH2-rs671との関連を見いだしている（Matsuo K, et 
al., 2001, Oze I, et al., 2009）。しかしながら、これらの生活

習慣（環境要因）や遺伝的要因が日本人の食道がんリスク予測

にどの程度寄与しているのかは明らかになっていない。本研究

では、飲酒、喫煙、ADH1B, ALDH2多型による日本人の食道

がんのリスク予測モデルを構築し、その予測能を評価するため、

症例対照研究を実施した。

対象は、愛知県がんセンター病院疫学研究プログラム（通

称HERPACC）に2001年から2005年に参加した、食道がん

症例265例と、性と年齢を適合させた非がん対照者530名であ

る。条件付きロジスティックモデルを用いて、環境要因（飲

酒と喫煙）、遺伝的要因（ADH1B, ALDH2）との関連を評価

した上で、リスク予測モデルを構築した。モデルの精度は、

Receiver-operating characteristics（ROC） 解析による識別能、

Calibration plotとHosmer-Lemeshow testによる適合度の較

正、Integreated discrimination improvement（IDI） 指標に

よる再分類の観点から評価した。

飲酒、喫煙、ADH1B多型、ALDH2多型はそれぞれ、食道

がんリスクと統計学的有意な関連を認めた。ROC解析による

曲線下面積（AUC）は、環境要因（飲酒と喫煙のみ）モデル、

遺伝要因（ALDH2とADH1B 多型）モデル、両者を含むモデ

ルでそれぞれ、0.873, 0.747, 0.931で、すべてを含むモデルの

識別能が統計学的有意に高かった。Caliblation plotのslopeの
傾きは1.0、Hosmer-lemeshow testのp値は0.7697と、適合度

の較正は保たれていた。また、性と年齢によるモデルに環境要

因、遺伝要因、環境＋遺伝要因を追加した時のIDIは、それぞ

れ0.280，0.110，0.414であった。

飲酒、喫煙、ADH1B多型, ALDH2多型による食道がんリス

ク予測モデルを構築した。環境要因と遺伝的要因の両者を含む

モデルでは識別能、適合度の較正、再分類能とも極めて高く、

本研究にて構築したリスク予測モデルによって、食道がんの高

リスク群を捕捉できることが分かった。本リスク予測モデルは、

食道がんの個別化予防におけるリスク評価に大きく貢献するも

のであることが示唆された。

＜今後の方向＞

実用化に向けて、外的妥当性の評価や正しくリスクを伝え正

しい予防行動へ導くリスクコミュケーション法の確立などが必

要となるであろう。

1）九州大学

＜研究課題＞　2-2

（主題）  がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病因疫学研究

（副題）  遺伝子多型と環境要因を用いた日本人の大腸がんリ

スク予測モデル作成

＜研究者氏名＞

細野覚代、松尾恵太郎１）、伊藤秀美、尾瀬　功、渡邉美貴、

田島和雄２）、田中英夫 

＜目的・概要・進捗状況＞

近年ゲノムワイド関連解析（GWAS）によって、大腸がん

リスクと関連する遺伝子多型が報告されている。今回我々は

GWASで同定された遺伝子多型から24個を選び、特に有意な

関連を示した６遺伝子多型を用いて日本人の大腸がんリスク予

測モデルを構築し、評価を行った。

当院で実施している大規模病院疫学研究プログラム

（HERPACC）のデータベースから大腸がん症例558名と非が

んと判明している1,116名を対象に症例対照研究を行った。６

遺伝子多型のリスクアレル総数により、研究対象者を低危険群

（0-4アレル）、中危険群（5-7アレル）、高危険群（8-12アレル）

に分類した。条件付きロジステック回帰分析を用いて、オッズ

比（OR）と95％信頼区間（95%CI）を推定した。がんの部位、

性別、大腸がんの家族歴との交互作用を検討した。さらにc統
計量を使って、既存の環境要因に関する危険因子のみを用いた

予測モデルとこれらに遺伝リスク分類を組み合わせたモデルを

比較検討した。

低危険群と比較して、中危険群と高危険群のORと95%CIは
それぞれ1.40（95%CI：1.07-1.83）と2.23（95%CI：1.50-3.30）
であった（傾向P値<0.001）。がんの部位、性別、大腸がんの

家族歴で層別化解析を行った後も、この有意な関連は一貫して

保たれた。

既存の危険因子のみを用いた大腸がん予測モデルのc統計量

は0.701、遺伝リスク分類を追加したモデルは0.717で統計学的

に有意に増加した（P=0.001）。
この遺伝リスク分類は日本人の大腸がん予測モデルとして使

用できる可能性がある。

＜今後の方向＞

今後は他施設の研究者と協力し、本リスク予測モデルの妥当

性を確認する予定である。また、アジア人のGWAS研究の知見

を追加してモデルの再構築も実施する予定である。

１）九州大学
２）三重大学

＜研究課題＞　2-3　　　

（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究　　　　　　　　　

（副題）　日本人集団における血清Helicobacter pylori 抗体

および血清ペプシノゲンによる出生年別にみた

Helicobacter pylori 感染者および胃がんハイリスク

者割合の傾向　　

＜研究者氏名＞

渡邉美貴、伊藤秀美、細野覚代、尾瀬　功、加藤久登１）、

松尾恵太郎２）、田中英夫



― 60 ― ― 61 ―

＜目的・概要・進捗状況＞

日本における胃がんの罹患率は高いことが知られているが、

1980年頃から減少傾向を示している。この減少傾向は、胃が

んの主な原因の１つであるHelicobacter pylori（H. pylori）の

感染者の減少が影響していると考えられる。そこで、日本人集

団において、H. pylori 抗体陽性者、血清ペプシノゲンテスト

陽性者の割合の出生年代間の傾向を検討した。

2005年9月〜2013年3月に愛知県がんセンター中央病院を受

診した出生年が1926〜1989年の患者のうち、当部が行ってい

る病院疫学研究参加者で胃がんとMALTリンパ腫と診断された

患者を除いた4,285人を対象者とした。血清H. pylori 抗体陽性

者をH. pylori 感染者、さらにH. pylori 抗体陰性であるが血清

ペプシノゲンテスト陽性者を胃がんのハイリスク者とした。H. 
pylori 感染者、胃がんハイリスク者の割合の出生年ごとの変化

割合（birth-year percent change : BPC）をジョインポイント

解析により求めた。

H. pylori 感染者割合は、出生年が1927年から1949年の者で

54.0％から42.0％と減少し、BPCは-1.2％（95％信頼区間：

-1.6% 〜 -0.8%）であった。出生年が1949年から1961年の者

では42.0％から24.0％、BPCは-4.5％（95％信頼区間：-6.0% 
〜 -3.0%）と急激な減少が認められた。胃がんハイリスク者の

割合は、出生年が1927年から1942年の者で62.0％から55.0％
と減少し、BPCは-0.8％（95％信頼区間：-1.4% 〜 -0.1%）

であった。出生年が1942年から1972年の者では55.0％から

18.0％、BPCは-3.6％（95％信頼区間：-6.0% 〜 -3.0%）と急

激な減少が認められた。

H. pylori 感染者、胃がんハイリスク者ともに、後生まれほ

どその割合が低くなっていた。さらに、H. pylori 感染者の割

合は1949年生まれ以降、急激な減少が認められた。これは、

戦後に上下水道の整備が進み、衛生環境の劇的な改善がもたら

したものと考えられる。さらには、1942年以降に生れた者に

おける胃がんのハイリスク者割合の劇的な減少は、衛生環境の

改善に加え、胃の萎縮が加齢により生じることによるものと考

えられる。

以上のようなH. pylori 感染者、胃がんハイリスク者の減少傾

向から、今後も胃がんの罹患率の減少は続くものと考えられる。

＜今後の方向＞

一般集団におけるH. pylori 感染者、胃がんハイリスク者の

割合の出生年間の傾向を検討するとともに、がん登録データを

用いて胃がんの罹患率の傾向を検討する。

１）株式会社ファルコルコバイオシステムズ東海中央研究所
２）九州大学

＜研究課題＞　3

（主題）　「健康日本21あいち」に基づく愛知県民のためのが

ん予防啓発技術の開発研究

（副題）　禁煙治療受療者における禁煙成功に関連する諸要因

の同定 

＜研究者氏名＞

　田中英夫、谷口千枝１）、伊藤秀美、尾瀬　功

＜目的・概要・進捗状況＞

保険を使った禁煙治療が日本に導入されて９年になるが、そ

の受療者における禁煙成功に関連する諸要因を、認知行動科学

的要因を含めて包括的に探索、同定した報告はほとんどない。

我々は、愛知県がんセンター中央病院、国立病院機構、名古屋

医療センター他、計６病院において、2008年～ 12年に禁煙治

療外来を受療した660名（うち、がん患者119名を含む）を対

象に、初回診療時点に把握したベースライン情報と、それから

12週間後の禁煙治療終了時点における、禁煙成功（７日間以

上の持続禁煙）との関連を、多重ロジスティック回帰分析で検

討した。その結果、年齢が高いこと、自己効力感が高いこと、

がんなどの疾患に罹っていること、バレニクリンによる治療を

受けていたことが、有意な禁煙成功関連要因であった。予想に

反し、うつ病の指標であるCES-Dや、ニコチン依存度の指標

であるFTND、同居家族に喫煙者がいないことは、有意な関連

を示さなかった。

＜今後の方向＞

禁煙成功に対する自己効力感を高めるためのカウンセリン

グ、およびバレニクリンを用いた薬物治療が、禁煙治療介入で

重要であることが確認できた。今後は、治療終了12 ヶ月後の

時点での、長期的な禁煙の継続に関連する要因を同定し、効果

的な長期介入法を検討する。

１）椙山女学院大学

＜研究課題＞　4

（主題）　がん治療の長期予後（効果）に影響する要因の分析

（副題）　胃・大腸新生物患者の予後に関連する環境要因・遺

伝要因に関する病院疫学研究

＜研究者氏名＞

尾瀬　功、細野覚代、伊藤秀美、田中英夫、渡邉美貴、

室　圭、丹羽康正、清水泰博、山雄健次、谷田部恭、

松尾恵太郎、西山　毅１）

＜目的・概要・進捗状況＞

疫学・予防部では1988年より26年にわたり、愛知県がんセ

ンター中央病院の患者を対象とした病院疫学研究HERPACC 
(Hospital-based Epidemiological Research Program at Aichi 
Cancer Center)を行ってきた。国内有数の大規模病院疫学研

究としてがん罹患の原因となる環境要因・遺伝要因およびその

交互作用を多数解明してきた。

胃がん・大腸がん(結腸がん＋直腸がん)はそれぞれ罹患数の

第１位、第２位であるが、治療の進歩により、多くの胃がん・

大腸がん患者が長期生存している。がん長期生存者はがんの再

発・二次がん罹患のリスクがある他、生活習慣病などのリスク

も一般集団より高いと言われているが、がん生存者における生
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活習慣等の環境要因・遺伝要因と健康リスクのエビデンスはほ

とんど無い。そのため、胃がん・大腸がんと診断された患者を

対象として環境要因・遺伝要因の調査と予後の追跡を行い、予

後に関連する要因を明らかにできれば、エビデンスに基づいた

生活改善により、多くの胃がん・大腸がん生存者の予後を改善

できると考えられる。

胃・大腸の新生物の診断で愛知県がんセンター中央病院で初

回治療を行う患者を対象に質問票により環境要因の調査と血液

検体の採取を行う。追跡調査として３ヶ月後、１年後に血液検

体の採取、１年・３年・５年後に環境要因の調査を行う。がん

の治療、再発などの臨床情報は愛知県がんセンター中央病院の

カルテより収集し、二次がんの罹患については愛知県がん登録

および全国がん登録データベースとの照合により行う。プライ

マリーエンドポイントは胃がん・大腸がんの予後に関連する環

境要因・遺伝要因およびその交互作用の同定とし、セカンダ

リーエンドポイントはがん以外の生活習慣病や二次がんのリス

クに関連する環境要因・遺伝要因およびその交互作用の同定で

ある。

2015年１月より患者登録を開始し、2015年６月時点で60人
の参加がみられている。

＜今後の方向＞

患者の参加登録および追跡調査を進めてゆく予定である。

１）愛知医科大学

腫瘍病理学部

＜研究課題＞　1-1

（主題）難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）固形癌細胞膜表面レセプター CXADR（CAR）を介

する増殖制御機構の解析

＜研究者氏名＞

近藤英作、斉藤　憲、飯岡英和１）

＜目的・概要・進捗状況＞

従来ウイルスレセプターとして同定されている分子は多種類

のヒトがん細胞で、ウイルス非存在下に恒常的な発現を維持す

る現象が認められる。これはウイルス感染以外に重要かつ必須

の役割を細胞において果たしているからと推察される。われ

われは、アデノウイルスレセプター CXADR（Coxackie and 
Adenovirus receptor; CAR）に注目し、その恒常的発現がが

ん細胞の動態にいかなる役割を担っているのかを検討した。約

20種類のヒト悪性腫瘍細胞株についてqPCR法を用いてCAR
の発現の特徴を解析し、高発現する固形癌の代表として頭頸

部扁平上皮癌細胞系でCARの発現抑制を行ったところ、増殖

能の顕著な低下が認められた。また増殖抑制の分子機序とし

てCARが細胞骨格の制御に重要な役割を果たす酵素（ROCK）

の機能を制御していることを明らかにし、研究成果を学術誌

Oncogene（vol.33（10）, 2014）に発表した。

＜今後の方向＞

CARとROCKの相互反応を詳細に検討し、扁平上皮癌増殖

制御（抑制）医薬のデザインをめざす。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　1-2

（主題）難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）腺癌細胞における上皮極性制御分子Crb3aの発現と

機能の研究

＜研究者氏名＞	

飯岡英和１）、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

上皮極性制御分子は正常器官の発生・分化・機能に必須の分

子群である。この中でわれわれは管腔形成に関わるCrb3aに注

目し、腺がんを中心とする悪性腫瘍における発現・機能異常の

解析を進めている。

＜今後の方向＞

がんにおけるCrb3aの異常点を具体的に洗い出し、がん（と

くに腺がん）制御のための基盤戦略構築のための手掛かりをつ

かんでいきたい。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　1-3

（主題）難治がんの分子病理学的特徴解析の研究

（副題）がん幹細胞の探索的研究

＜研究者氏名＞

中田晋、斎藤　憲、飯岡英和1）、中西速夫、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

がん幹細胞は近年多大な注目を集める医生物学研究領域で、

がんの発生・再発の根幹を成す細胞群として真の治療標的では

ないかとの議論が高まっている。われわれは、膵がん、胃がん、

大腸がんなどの消化器がんや脳腫瘍（グリオーマ）、また難治

性リンパ腫などを解析材料に、がん幹細胞としての特徴を備え

るマーカーの同定やその細胞学的特徴を分子病理学的に解析し

ている。さらに、これら細胞群の分子標的薬などを中心とする

抗腫瘍薬に対する耐性の分子機序を併せて明らかにすべく研究

を進めている。

＜今後の方向＞

具体的ながん幹細胞マーカーの洗い出し、その分子機能を特

定する。この結果から、がん幹細胞の増殖を制御する方策を構

築していく。
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１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　2-1

（主題）  難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）  がん細胞選択的吸収性ペプチド（腫瘍ホーミングペ

プチド）の開発

＜研究者氏名＞

近藤英作、斉藤　憲、飯岡英和１）

＜目的・概要・進捗状況＞

我が国の制がん医療における先進医療の新しいレパートリー

を創出することを目標に、選択的にがん細胞上の細胞膜透過能

を発揮する新規ペプチドを開発し、これを基盤材料とした細胞

内分子輸送システムや分子標的治療システム、疾患診断用イ

メージングシステムの構築を目指している。現在まで発生系統

の異なる約10種類のヒト悪性腫瘍細胞に対して選択的勾配を

示して高透過能を発揮する新規配列をコードする細胞膜透過

ペプチドを得た（特許申請済み）。さらにこれらの中から白血

病・肝細胞がん標的用ペプチドと癌抑制遺伝子p16INK4aの機

能を代償する配列を融合した抗腫瘍ペプチドを作成、さらに

現在機能の大幅な増強を目指した改変技術を検討した。一連

の研究成果は「がんに吸収されるペプチド」として、Nature 
Communicationsに掲載されるとともに、新聞（日経、読売、

中日、時事通信各社など）やTV（NHKニュース、東海テレビ

など）のメディアに取り上げられた。

＜今後の方向＞

今後はこれらペプチドを用いた腫瘍イメージングやペプチド

医薬の創成など、がん医療への応用のための具体的な開発研究

を推進していく。

１）客員研究員（愛知医科大学先端医学研究センター）

＜研究課題＞　2-2

（主題）  難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）  ゲフィティニブ耐性肺がんに対する抗腫瘍性細胞内

分子機能制御ペプチドの開発研究

＜研究者氏名＞

斎藤　憲、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

肺がんにおける先進医療の領域ではgefitinib（イレッサ）、

erlotinib（タルセバ）などの分子標的薬がベッドサイドに登場

し活躍しているが、近年、現行の分子標的薬による耐性クロー

ン腫瘍の出現が新たに大きな治療学上の大きな問題となってい

る。このような現状に鑑みて、われわれはゲフィティニブ不応

性肺がんに焦点を当て、耐性がんと感受性がんの分子学的特徴

の差異を解析し、増殖抑制に大きな影響を与える分子p14ARF
の誘導反応の違いを明らかにした。さらにこの結果に基づいて、

肺がん標的用ペプチド（抗腫瘍ペプチド）の作成に成功した。

＜今後の方向＞

作成した抗腫瘍ペプチドのin vivo tumor modelマウスにお

ける実効性の検討、さらに機能増強を企図したペプチドの修飾

改良、また治療対象を肺がんのみならず多彩な悪性腫瘍に適用

拡大するための基礎研究などを次段階として行っている。

＜研究課題＞　2-3

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　新規血液中循環がん細胞（CTC）デバイスの開発

とその臨床応用

＜研究者氏名＞

中西速夫，遊佐亜希子1）、舎人　誠2）、寺澤佳世子1）、

伊藤誠二2），近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

近年、血液中循環がん細胞（Ciculating tumor cells=CTC） 
がLiquid biopsyとして注目を集めている。我々は愛知県「知

の拠点」重点研究プロジェクトの一環として簡便，低コストに

CTCを分離検出することのできるバイオデバイスの開発を名

大工学部などと医工連携で進めている。開発したフィルター型

デバイスは簡便、高感度にCTCを検出し、かつ生きたまま１

個ずつ単離でき、その後各種の遺伝子解析が可能である。また、

本デバイスはこれまでブラックボックスとされてきたCTCの

生体内動態解析にも有用でGFP遺伝子を導入したマウスCTC
モデル（転移モデル）を作成してその一端を明らかにした。

＜今後の方向＞

今後、本デバイスを用いて臨床研究を進め、転移の早期診断

や治療効果判定のバイオマーカーとしての有用性について検討

してゆく予定である。

1）研修生、2）愛知県がんセンター中央病院・消化器外科

 

＜研究課題＞　2-4

（主題）　難治がんに対する分子診断技術および分子治療学的

技術の開発研究

（副題）　消化器がん転移に対する近赤外蛍光腹腔鏡イメージ

ング法の研究

＜研究者氏名＞

中西速夫、伊藤彰洋1）、三澤一成2）、伊藤友一2）、近藤英作
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＜目的・概要・進捗状況＞　

腹腔微小転移巣を特異的かつ高感度に検出する近赤外蛍光腹

腔鏡イメージング法の開発を進めている。ICG直接標識EGFR
抗体（ICG封入リポゾーム標識抗体）を、あらかじめ腹膜転

移を作成したヌードマウスの腹腔内あるいは静脈内に接種し、

ICG用CCDカメラを装着した新規腹腔鏡試作機とレーザー光

源（波長800 nm）を組み合わせて構築したICG蛍光腹腔鏡に

より１ mm以下のサイズの腹膜転移を特異的かつほぼリアル

タイムに検出することに成功した。近赤外蛍光標識抗体を用い

た光イメージング法は、胃がんの腹膜転移に対して高い感度•
特異性を有し、蛍光腹腔鏡による光イメージング法として臨床

応用の可能性が示唆された。

＜今後の方向＞

臨床的に重要なリンパ節転移についても独自にマウスの胃リ

ンパ節転移モデルを開発しており、今後これを用いてリンパ節

転移巣の蛍光イメージングについても検討する予定である。

1）研修生、2）愛知県がんセンター中央病院・消化器外科

＜研究課題＞　3

（主題）　病理剖検症例の病理組織学的研究

＜研究者氏名＞

山下大祐1）、中西速夫、斎藤典子、近藤英作

＜目的・概要・進捗状況＞

本年度も継続して、病理解剖を担当した。これらの症例は組

織検査後、病理診断・解剖所見を付して担当医に報告されると

同時に、日本病理学会の剖検輯報に掲載される。学問的に貴重

な症例、臨床的（診断並びに治療上）に重要で検討を要する症

例に関しては、担当医との意見の交換は勿論であるが、適時行

われるCPC（臨床病理検討会）に提出し相互討議を深め、当

がんセンターの医療水準の向上の一役を担った。

＜今後の方向＞

がんの診断技術、制がん手段（手術・照射・制がん剤・免疫

療法）の進歩によって、根治例の増加は勿論、非根治例でも長

期間寛解をもたらす機会が開かれつつある。悪性リンパ腫等に

対する幹細胞移植を組み合わせた超大量化学療法や分子標的治

療、食道がん、脳転移巣への分割照射の治療効果などがその代

表で、剖検時腫瘍の顕著な縮小、瘢痕治癒を認めることが少な

くない。しかし一方で感染症をはじめ出血、血栓症などの合併

症が死因となる例も決して稀ではない。かかる症例を疾患の自

然史的立場から系統的な病理学的検討を行い、良好な予後に導

く要因を引き出すのが今後の重要な課題である。また近年増加

傾向にある臨床試験（治験）が行われている症例や医療事故が

疑われる症例の剖検については臨床側との密接な協力、また第

3者機関へのコンサルテーション等により積極的に症例報告、

情報開示を行ってゆくことが大切である。

　

1）リサーチレジデント

分子腫瘍学部

＜研究課題＞　1　

（主題）　肺がんの発症・進展機序の解明と分子標的療法の探

索

（副題）　肺がんの浸潤・転移に関連する新規遺伝子CLCP1
の機能解析と治療への応用

＜研究者氏名＞

長田啓隆、立松義朗、関戸好孝、谷田部恭、八木香澄１）、

赤塚淳一１）、加藤　省一２）、小野健一郎１）、柳澤　聖２）、

高橋　隆２）

＜目的・概要・進捗状況＞

多くの先進諸国において癌死亡率第一位を占める難治性の肺

癌の予後改善のために革新的な新規治療法の開発が求められて

おり、そのために肺癌の発生・進展機序に関する分子生物学的

な解析が精力的になされ、肺癌に特徴的な遺伝子発現プロファ

イルが、肺癌の病理組織像や臨床予後と強い関連を持つことが

明らかとなってきている。そのような知見の蓄積のもと、現在

我々は、高転移性の肺癌細胞株で高発現しているI型膜貫通型

の新規転移関連遺伝子CLCP1の機能解析を進め、その知見を

新規のがん診断法・治療法へ応用することを目的とし研究を進

めている。これまでCLCP1が肺がん発症のドライバーとなる

EGFR・MET等のチロシンキナーゼ受容体（RTK）と相互作

用し、機能的なクロストークを行って、RTK活性を制御して

いる結果を得ている。

今年度では、ノックダウンによるCLCP1発現低下と肺がん

細胞の増殖との関係を検討した。CLCP1をノックダウンした

ところ、多くの肺がん細胞株において通常の接着培養で細胞増

殖抑制効果が得られた。この抑制効果は有意ではあったが、軽

度～中程度であった。そこでさらに軟寒天培地内の細胞非接着

状態で培養を行ったところ、CLCP1ノックダウンにより強い

細胞死の誘導が見られた。この時に、Apoptosisの直接の原因

であるミトコンドリア膜電位差の低下も見られた。これは細胞

非接着により誘導されるAnoikisと呼ばれる細胞死であり、正

常細胞では細胞非接着状態でAnoikisが誘導されるが、がん細

胞ではAnoikisが誘導されなくなることが多い。このAnoikis抵
抗性の獲得が、がんの浸潤能・遠隔転移能と関連すると考えら

れており、がんで高発現しているCLCP1はAnoikisを抑制する

ことで、がんの浸潤・転移に関与することが強く示唆された。

また、CLCP1とRTKとのヘテロ複合体形成や、それに対す

る抗CLCP1抗体FA19-1の作用も検討した。CLCP1とRTKと

の複合体形成の動態を検討するために、CLCP1とEGFRとに

異なるtagを付加して293T細胞に発現させ、抗CLCP1抗体を

一定時間暴露し免疫沈降-ウェスタン解析を行った。その結果、

CLCP1とEGFRとは恒常的に結合しているが、抗CLCP1抗体

はそのCLCP1-EGFR複合体の形成を更に促進した。そこで次

に、肺がん細胞株PC9を抗CLCP1抗体に暴露して、時系列的
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にEGFRの発現およびリン酸化の変化を検討したところ、抗

CLCP1抗体曝露によりEGFRの発現低下とリン酸化の低下が

観察された。抗CLCP1抗体は、CLCP1-RTKヘテロ複合体形

成を促進し、その結果RTK内在化・活性抑制を起こすと考え

られた。

＜今後の方向＞

Anoikis抑制に関与するCLCP1の細胞内シグナル伝達機構の

解明のために、CLCP1細胞内ドメインに結合する分子群の探

索を進める。RTKの内在化・活性抑制を誘導する抗CLCP1抗
体が、in vitro及びin vivoにおいて単独でどの程度、腫瘍増殖

抑制及び浸潤転移抑制作用を発揮し得るかも検討していく。

１）医学生物学研究所、
２）名古屋大学大学院医学系研究科分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　2

（主題）　中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究

（副題）　中皮腫細胞におけるBAP1腫瘍抑制遺伝子の機能解

析

＜研究者氏名＞ 

羽切周平、長田啓隆、石黒太志、村上優子、関戸好孝

＜目的・概要・進捗状況＞ 

悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する

腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不

良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現

在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度な腫瘍に

比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規の診断法

や分子標的治療法の開発への大きな障壁となっている。がん

抑制遺伝子異常としては、CDKN2A, NF2, BAP1遺伝子の高

頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子異常は稀である。

BAP1遺伝子は染色体3p21.1領域に局在し、729個のアミノ酸

からなる脱ユビキチン化酵素をコードする。我々は、BAP1遺
伝子の日本人中皮腫患者における不活性化の頻度と、変異した

BAP1蛋白質の機能異常についての詳細を明らかにするため研

究を進めた。

我々が樹立した日本人患者由来中皮腫細胞株19株を詳細に

検討したところ、５株（26％）において不活性化変異が認め

られた。最初に、野生型BAP1と変異型BAP1について細胞内

の局在について検討した。蛍光免疫染色法にて、野生型BAP1
蛋白質は主として細胞核内に、変異型BAP1蛋白質はA95D変

異、Y724X変異、F679LFsX37変異（いずれも中皮腫細胞株で

同定された変異）の順に、より細胞質に局在がシフトすること

が明らかとなった。次に、野生型、変異型３種を用い、BAP1
がホモザイガス欠失した中皮腫細胞株（Y-MESO-25株）にそ

れぞれ導入して、細胞増殖抑制能を検討した。BAP1野生型は

Y-MESO-25株に対して約50％の増殖抑制能が観察されたが、

A95DやY724Xの変異型でも弱いながら腫瘍増殖抑制能が観察

された。さらに、細胞株に放射線を照射してDNA傷害を誘導し、

BAP1の活性化（リン酸化）の誘導を検討した。放射線照射に

より野生型BAP1蛋白質のみならず、変異型BAP1蛋白質もリ

ン酸化されることが明らかとなり機能的活性化を受けることが

示唆された。

BAP1蛋白質はもともと遺伝性乳がんの原因遺伝子産物で

あるBRCA1に結合する分子として同定されたが、中皮腫細胞

株パネルで発現を検討したところ、BAP1変異株ではBRCA1
の発現が低下していることが示唆された。BAP1の不活性化

がBRCA1の不安定化に寄与していることが想定されたため、

BAP1欠失細胞株にBAP1を導入して、BRCA1の安定化の検討

を行った。その結果、BRCA1の蛋白レベルが上昇したが、こ

の効果は野生型BAP1のみならず変異型BAP1でも認められ、

変異型BAP1でもBRCA1の安定化機能が一部保存されている

可能性が示唆された。

最後に、BAP1はDNA修復における関与が示唆されている

ため、BAP1導入前後におけるDNA損傷からの中皮腫細胞

株の細胞生存能を検討した。BAP1ホモザイガス欠失細胞株

（Y-MESO-25）は放射線照射後に著明な細胞死が誘導されたが、

野生型、また弱いながらも変異型BAP1導入にて細胞生存能が

回復した。これは、BAP1が放射線照射（DNA損傷）において

は、DNA修復を促進して中皮腫細胞をプロテクトする機能が

あることを示唆した。

＜今後の方向＞

悪性中皮腫細胞において腫瘍抑制性に機能するBAP1遺伝子

の不活性化は極めて重要であり、その機能的な意義について

検討することが中皮腫に対する新たな治療法開発への足がか

りになるものと期待される。今回の検討により、１）BAP1は
中皮腫細胞に対して腫瘍抑制性に機能すること、２）変異し

たBAP1も一部、機能的に保存されていること、３）BAP1は
BRCA1の安定化に寄与していること、４）放射線照射（DNA
損傷）時に、BAP1は腫瘍抑制性の側面からでなく、逆にDNA
修復を促進し細胞生存に働くこと、が明らかとなった。これら

の知見は、実際の中皮腫患者に対してBAP1遺伝子異常の存在

の有無によりどのような治療戦略を開発していくべきかという

観点から、極めて重要な示唆を与えるものと考えられた。

遺伝子医療研究部　

＜研究課題＞　1-1

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　悪性リンパ腫は、細胞分化を伴ったヒエラルキーに

基づいた細胞構成から成る：ヒエラルキーの上部に

は、初発及び再発腫瘍の源となる細胞が存在する一

方、腫瘍の大部分を占める細胞はヒエラルキーの末端

に位置し、その増殖能力は多くの場合限定的である

＜研究者氏名＞

片山　幸、高原大志１）、垣内辰雄２）、竹内一郎３）、

Toby Dylan Hocking ４）、都築　忍、瀬戸加大５）
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＜目的・概要・進捗状況＞

悪性リンパ腫は、全腫瘍の５％を占めるリンパ球起源の腫瘍

であり、化学療法によく反応するが再発率も高い。その予後の

改善には、腫瘍の発症及び再発機構の解明が重要である。我々

はこの発症及び再発機構を検討するため、悪性リンパ腫患者９

症例の初発／再発腫瘍の染色体増幅欠損異常の検討を行った。

この結果、再発時に染色体異常を同定出来なかった１例を除い

た９例中８例において再発時には、初発時にあった染色体異常

の一部が必ず“消失”している事が判明した。このことから、

再発時には、初発時の大部分を占めていた腫瘍クローンは消失

していることが明らかとなり、ヒエラルキーの上部から新たな

クローンが供給されて増殖していることが示唆された。再発時

の腫瘍クローンがヒエラルキーの上部から発生することは、染

色体異常だけではなく、同一検体に対するB細胞受容体の検討

からも同様に示された。８症例における推定ヒエラルキー上位

の細胞は、高確率で９番染色体短腕の欠損および18番染色体

の増幅を伴っており、長期生存して新たな下位腫瘍クローン生

成するためにこのような染色体異常を利用している可能性が高

いと考えられる。

＜今後の方向＞

マウスB細胞性リンパ腫において、細胞表面マーカーを用い

ることで、腫瘍細胞の中に実際に未分化な細胞分画が存在する

ことを示し、これらの細胞分画における染色体異常を検討する。

更にこの未分化な細胞分画のみが腫瘍再構築能を有することを

示すことで、リンパ腫がヒエラルキーに基づいて発症すること

を証明し、よって再発予防の一助とすることを目指す。

１）リサーチレジデント、２） 研修生、３） 名古屋工業大学、
４） McGill University、５） 久留米大学医学部・病理

＜研究課題＞　1-2

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　マウスモデルを用いたDLBCL（Diffuse Large B 
Cell Lymphoma）関連遺伝子の機能解析

＜研究者氏名＞

高原大志１）、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞

DLBCL（び漫性大細胞型B細胞性リンパ腫）は悪性リンパ

腫の一亜型であり、胚中心B細胞から発生するとされている。

DLBCLについて多数の遺伝子異常がこれまでに報告されてい

るものの、何れの遺伝子異常が発症に寄与しているのか、また

複数の遺伝子異常の間に協調作用があるのかといった問題は十

分に解明されていない。この問題を検証するため、以前我々が

確立した、in vitroで成熟B細胞から胚中心B細胞を誘導し、レ

トロウイルスにより腫瘍関連遺伝子を導入して免疫不全マウス

に移植する系を用いた。今回我々はDLBCLのリンパ腫関連遺

伝子として知られているCard11（L225LI）、Bcl2、Bcl6につ

いて評価した。これらの３種の全てと、任意の２種の遺伝子を

導入したところ、３種すべてを導入した群とCard11（L225LI）、
Bcl6を導入した群においては、いずれの個体においても２か月

以内にDLBCLの発症がみられた。一方、それ以外の群におい

ては、リンパ腫の発症は大きく遅延するか、認められなかった。

腫瘍細胞における転写因子の発現を検討したところ、胚中心後

（post-GC）のB細胞と同様の発現を示していた。今回の結果に

より、NF-κB経路の恒常的な活性化をもたらす変異型Card11
と、分化の停止をもたらすBcl6の協調がDLBCLの発症に重要

な役割を果たしていることが示された。

 
＜今後の方向＞

DLBCLにおいて報告されている多数の遺伝子異常に関して

も、今回の検討と同様の評価が可能と考えている。さらに、治

療薬の効果を評価するためのin vivoモデルとしての応用を期

待している。

1） リサーチレジデント

＜研究課題＞　1-3

（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用

（副題）　急性型ATLマウスモデルの作製

〈研究者氏名〉

春日井由美子、瀬戸加大１）、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞

成人Ｔ細胞性白血病（Adult T-cell Leukemia: ATL）は

human T-cell leukemia virus type 1（HTLV-1） 感染者に発症

する予後不良のT細胞性腫瘍で、約60年という長い期間を経

て、感染者の約５％以下に発症する。このことから、ATL発
症にはHTLV-1 感染だけでは不十分で、他の要因の蓄積が必要

であることが示唆されるものの、その特定には至っていない。

HTLV-1がコードし、ATL発症に重要な役割を果たしていると

されるbZip factor（HBZ遺伝子）のトランスジェニックマウ

スの研究においても同様の結果が示されており、生後２年の長

期観察でも発症率は40%に過ぎない。

我々は、独自のデータや公開されているデータをもとに、

ATL発症に加担する遺伝子異常の候補を探索し、Akt、BCLxL
遺伝子の発現増加、Ink4a/Arf遺伝子ゲノム領域の欠失がATL
に特徴的な遺伝子異常であることを確認した。さらにこれらの

遺伝子異常とHBZを組み合わせることにより、急性型ATL様
疾患を発症するマウスモデルを確立した。

具体的には、Ink4a/Arfノックアウトマウスより採取した胎

児肝細胞をOP9-DL1細胞上でサイトカインを加えてT細胞に

分化・増殖させ、このT細胞にHBZ、BCLxL、Aktの３遺伝子

を導入したところ、OP9-DL1細胞上では、サイトカイン非存

在下でも増殖することを見出した。しかし任意の２遺伝子を組

み合わせて導入したT細胞は同条件では増殖しなかった。そこ

で次に上記３遺伝子を導入したInk4a/ArfノックアウトT細胞

をマウスに移植したところATL様疾患を発症し、その白血病
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細胞は、３遺伝子がともに導入された細胞でほとんどが占めら

れており、かつCD4シングルポジティブでヒトの急性型ATL
に特徴的なFlower Cellに類似していた。一方、比較対象とし

て、BCLxLとAkt遺伝子を導入したInk4a/ArfノックアウトT
細胞を移植したマウスは150日以上経過してもほとんどが無病

であった。

　

＜今後の方向＞

確立したマウスモデルの系を応用し、ATLに特徴的な他の遺

伝子異常の探索や、ATL特異的に有効な薬剤のスクリーニング

を行う。

１） 久留米大学医学部・病理

＜研究課題＞　2-1

（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究

（副題）　リンパ性白血病関連遺伝子の機能解析

＜研究者氏名＞

都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞

白血病は様々な遺伝子異常によって生じるヘテロな疾患群だ

が、その疾患単位を特徴づける遺伝子変異も存在する。今回リ

ンパ性白血病関連遺伝子の機能解析を通して、その遺伝子が白

血病の成立・維持に果たす役割を考察し、さらに白血病の表現

型との相関について検討した。

コントロールのマウス未分化Ｂリンパ球は、移植後マウス体

内で急速に分化し、１か月程度で体内から検出できなくなった。

これに対して、遺伝子Ａをマウス未分化Ｂリンパ球に発現させ

て移植すると、細胞は最も未分化なプロＢの段階で分化が停止

して、マウス体内に長期（１か月以上）存在し続けた。さらに、

遺伝子Ａを発現させたこのＢリンパ球は２次移植後も分化が停

止したまま体内で増殖し続け、さらに３次移植も可能であった。

　遺伝子Ｂをマウス未分化Ｂリンパ球に発現させてマウスに移

植すると、細胞はプレＢの段階で分化が停止し、それ以降への

分化が完全に阻害された。同細胞も２次移植が可能であった。

遺伝子Ｃの機能解析は現在進行中であるが、Ｂリンパ球の分化

抑制作用は不完全であるという予備的結果を得ている。

以上より、遺伝子Ａ， Ｂは各々異なる分化段階で細胞の分化

を止めること、遺伝子Ｃの分化抑制作用が弱いことから、各々

の遺伝子は白血病の異なる表現型と相関を示す可能性がある。

遺伝子Ａ， Ｂ， Ｃを発現させたＢリンパ球を移植したマウスは

３か月以上生存しており、単独では白血病には至らない可能性、

したがって他の遺伝子異常と協調して白血病が発症する可能性

が示唆された。一方で、遺伝子Ａ，Ｂを発現させたＢリンパ球

はマウスに連続移植が可能であり、このことは白血病性幹細胞

と共通する特性であることから、遺伝子Ａ，Ｂの作用を抑制す

ることで白血病性幹細胞を標的とした新しい治療法の開発につ

ながる可能性が示唆された。

＜今後の方向＞

遺伝子機能のさらなる解析のためにChIP-seqや免疫沈降／

質量分析等を行う。

＜研究課題＞　2-2

（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究

（副題）　不死化中皮細胞株に対する遺伝子導入による悪性化

の検討

＜研究者氏名＞

垣内辰雄１）、高原大志２）、中西速夫３）、長田啓隆４）、関戸好孝４）、

都築　忍、瀬戸加大５）

＜目的・概要・進捗状況＞

悪性中皮腫においても造血器腫瘍と共通する遺伝子異常がみ

られることがあるため、悪性中皮腫の増殖、腫瘍化における遺

伝子異常の役割について検討した。これまで悪性中皮腫に関連

する遺伝子異常は、中皮腫の細胞株を用いてその機能が評価さ

れて来たが、正常中皮細胞から悪性中皮腫への形質転換におけ

る役割に関しては評価されていない。今回、われわれはヒトパ

ピローマウイルスE6/E7およびhTERTを導入した不死化中皮

細胞株を用いて、中皮腫関連遺伝子の形質転換能を検討した。

悪性中皮腫臨床検体や細胞株に認める遺伝子異常は、Hippo
経路を高頻度に不活化させる。Hippo経路の不活化により、転

写活性化補助因子YAPのリン酸化が抑制され、その結果YAPは
核内に移動し、特定の遺伝子発現を制御する。

今回我々は不死化中皮細胞株を用いてYAPを過剰発現させ

ることでHippo経路の不活化を再現した。その結果、YAPを
過剰発現させた不死化中皮細胞株はin vitroでの増殖能が亢進

し、ヌードマウスに移植すると腫瘍を形成することを見出した。

YAPによる形質転換において重要な役割を担う遺伝子を明らか

にするために、YAP遺伝子導入前後の不死化中皮細胞株に対し

て遺伝子発現解析を行った。その結果、YAPの下流にあって、

細胞増殖促進に機能する遺伝子の１つを新たに同定することが

できた。

＜今後の方向＞

今回同定した遺伝子が、YAPと直接的な相互作用を示すかど

うか検討する。また、中皮腫細胞株の増殖動態における役割を

明らかにする。

１） 研修生、２） リサーチレジデント、
３） 愛知県がんセンター愛知病院 臨床研究検査科、
 ４） 愛知県がんセンター分子腫瘍学部、
５） 久留米大学医学部・病理
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腫瘍免疫学部

＜研究課題＞　1-1

（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索

（副題）　非遺伝性散発性乳癌におけるTREX2複合体の機能

解析

＜研究者氏名＞

桑原一彦、権藤なおみ１）、葛島清隆

＜目的•概要•進捗状況＞

乳癌の90%以上を占める非遺伝性散発性乳癌は多因子疾患と

考えられ、GWAS解析から多くの疾患感受性遺伝子が同定さ

れている。我々は転写共役型DNA傷害の研究の過程で哺乳動

物TREX2複合体の構成分子の一つGANPが乳癌発症に関与す

ることを二種類の遺伝子欠損マウスの解析から明らかにしてき

た。哺乳動物TREX2複合体はGANP-Pcid2-DSS1-Centrin 3/4-
ENY2からなり、出芽酵母ではTREX2複合体のどの因子が欠

損しても転写共役型DNA傷害を誘導する。しかし、哺乳動物

では遺伝子転写時にTREX2複合体の個々の構成分子の役割が

異なることが示されており、生体内で類似した機能を司るのか

は不明である。乳癌発症や悪性進展における転写共役型DNA
傷害の意義を明らかにする目的で、GANP以外の他のTREX2
複合体の分子DSS1に着目して解析を行った。

約270例の非遺伝性散発性乳癌検体を用いてDSS1mRNAの

発現解析を行い、DSS1高発現群がDSS1低発現群に比べて無

再発生存期間が短縮しているということを見出した。DSS1 
mRNAの発現と増殖能の指標であるKi67の発現は相関しない

ため、薬剤感受性と関連する可能性を考えた。そこで乳癌細

胞株MCF7にレトロウィルスベクターを用いてDSS1安定発現

株（MCF7/DSS1）を樹立した。乳癌の標準的治療として用い

られるドキソルビシンとパクリタキセルによる細胞死がコント

ロール細胞に比べてMCF7/DSS1で減少した。逆にDSS1をノッ

クダウンしたMCF7ではコントロール細胞に比べて両薬剤が誘

導する細胞死が増加した。これらの結果は、乳癌細胞におけ

る化学療法感受性にDSS1の発現量が関与することを示してお

り、化学療法抵抗性を示す乳癌の治療効果改善のためにDSS1
が良い標的となることが期待される。

＜今後の方向＞

DSS1はTREX2複合体の他の因子に加えて、遺伝性乳癌の癌

抑制遺伝子BRCA2やプロテアソーム構成分子と結合すること

が知られている。DSS1ノックダウンによる薬剤感受性増加が

どの経路と関係するのかを明らかにする。MCF7以外の細胞株、

特に治療抵抗性を示すトリプルネガティブ乳癌細胞株において

も薬剤感受性に影響を与えるのかを解析する。

１） リサーチレジデント

＜研究課題＞　1-2

（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索

（副題）　がん細胞で提示されるTAP非依存的エピトープの解析

＜研究者氏名＞

岡村文子、赤塚美樹２）、葛島清隆

＜目的•概要•進捗状況＞

がん免疫療法ではがん細胞を攻撃するエフェクターである

細胞傷害性Tリンパ球（CTL）が認識する抗原の情報が治療に

重要な役割を果たす。我々は腫瘍抗原を同定するための様々

な人工抗原提示細胞を構築している。以前にK562をベースと

した人工抗原提示細胞を用いて樹立したCTLクローンが認識

するHSP90βを抗原として同定した。この抗原はHLA-A24拘
束性に、９アミノ酸からなるペプチドを認識していた。さらに

TAP1の発現をRNA干渉法にて抑制したところ、CTL応答が惹

起された。TAPの発現低下は免疫回避機構としてがん細胞での

み見られる現象である。より広くがん免疫療法を展開するため

に、がん細胞でTAPの発現が低下していても提示されると考え

られるTAP非依存的エピトープを解析した。

TAPの機能を阻害することが報告されている、単純ヘルペ

スウイルスのICP47遺伝子およびヒトサイトメガロウイルスの

US6遺伝子を導入すると、細胞表面のHLAの発現が低下する

一方で、CTL応答が惹起していた。また、もともとTAP2発現

が低下しているがん細胞はCTLから認識されるが、TAP1およ

びTAP2遺伝子を導入すると認識されなくなった。これらのこ

とから本エピトープはTAP非依存的な生成過程を経て抗原提示

されていると考えられた。

さらに、TAP非依存性エピトープの解析を幅広く行うため

にゲノム編集法によるTAP遺伝子改変細胞の作製を行った。

CRISPR/Cas9を用いてゲノム編集法を行い、HEK-293T細胞

およびがん細胞を対象に検討した。TAP2遺伝子内にCas9もし

くはヌクレアーゼドメインに変異があるため、ニッカーゼ活

性のみを有するCas9D10Aに認識される候補配列をウェブでデ

ザインして、プラスミドに組み込んだ。各候補２個についてよ

り効率のよいものをプラスミドのトランスフェクションを行っ

た後、HLAの発現を低下させる効果が高いものとして選んだ。

バイアリルに遺伝子編集を行う可能性を高めるために繰り返し

トランスフェクションを行う検討をしたところ、HEK-293T細
胞では初回トランスフェクション時からゲノム編集の高い効果

が見られ、繰り返すことでより多くの細胞でゲノム編集された。

しかしながら複数のがん細胞で検討したが、いずれにおいても

ゲノム編集効率は初回トランスフェクション時も繰り返しトラ

ンスフェクション時も非常に低かった。

がん細胞であるKP-3細胞でも同様の手法でゲノム編集を２

回行ったのち、細胞表面のHLA発現低下群をセルソーターに

て分取することで高い割合でTAP ２遺伝子のゲノム編集が行

われたバルク細胞を得た。このKP-3バルク細胞から限界希釈

法にてクローンを樹立することができた。
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＜今後の方向＞

がん細胞からのTAP遺伝子改変細胞を作製することができた

ことから、このエピトープの解析に使用できるだけではなく、

TAPの有無によるがん特異的エピトープのレパートリーを解析

できるよいツールになると考えている。

２）客員研究員（藤田保健衛生大学血液内科）

＜研究課題＞　2

（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究

（副題）　高親和性T細胞受容体による分子標的治療薬の開発

＜研究者氏名＞

太田里永子、葛島清隆

＜目的•概要•進捗状況＞

腫瘍に対する特異的な細胞傷害性T細胞（CTL）は、癌患者

において存在したとしても、その機能は制御性T細胞や、腫瘍

に発現しているPD-L1などにより、強く抑制されている。そ

こで腫瘍を効率よくターゲティングし、免疫応答による腫瘍破

壊を誘導するために、T細胞受容体（TCR）分子に着目した。

TCRは、主要組織適合複合体（MHC）/抗原ペプチド-複合体

に結合する。抗体と同様、多種多様な抗原に対して、遺伝子

再構成によって様々なバリエーションのTCRが作られる。抗

体と抗原の結合は強力（解離定数：KD=10-9 〜10-11M）である

のに対して、TCR とMHC-ペプチド複合体との結合は比較的

弱い（KD=10-4 M〜10-7M）。しかしながら、抗体は、腫瘍細胞

表面に発現している抗原にしか反応できないのに対し、TCR
は、MHCを介して提示された細胞内抗原も認識することがで

きる。私共は、抗体に匹敵する親和性の可溶型TCRを得るこ

とで、新規の分子標的治療薬の開発を目指している。例えば、

高親和性のTCRと抗CD3抗体のscFv（single chain fragments 
variant）を繋げた分子は、免疫アナジーや免疫疲労に陥って

いない“元気な” CD3陽性T細胞を腫瘍局所に集積させ、活性

化し、腫瘍の破壊に動員することができると考えられる。

in vitroにおいてTCRを親和性成熟（affinity maturation）
させるリーディング実験として、研究室に解析システムが完備

されている、サイトメガロウイルス由来のタンパク質pp65を
用いた。HLA-A*24:02拘束性pp65特異的CTLクローンのαお

よびβTCR遺伝子を5’race法にてクローニングし、各遺伝子

をファージミドベクターに組換えた。現在、TCR発現ファー

ジの作製を行っている。

また、クローニングしたTCRの特異性、および改良後TCR
の抗原結合力を簡便に評価するための解析用細胞を作製した。

すなわち、TCRの細胞表面での発現に必要な4種類のCD3分子

を、ウイルスベクターを用いて293T細胞に導入した。この細

胞に、A24/pp65-TCRのcDNAを導入し、HLA-A24/pp65複合

体（MHCテトラマー）との反応性を確認した。MHCテトラマー

で染色される細胞分画は、細胞表面CD3の発現分画と一致し

ていた。この293T-CD3細胞に、改良したTCRを遺伝子導入し、

MHCテトラマーとの反応性をフローサイトメトリー法により

解析することにより、TCRの抗原に対する結合力を評価する

ことが可能となった。

＜今後の方向＞

今 後 は、TCRのCDR3領 域 にrandom mutationを 入 れ た

ファージディスプレイライブラリーを構築する。パニング法

にて高親和性のTCRクローンを取得した後、上記のCD3発現

293T細胞に導入してMHCテトラマーとの結合性の改善を評価

する。また、TCRを大腸菌リコンビナントタンパクとして作

製するシステムを確立しているので、将来はBiacoreによる分

子間相互作用解析も行う予定である。

感染腫瘍学部

＜研究課題＞　1

（主題）　ヒトがんウイルスの増殖と宿主細胞応答の解析

（副題）　ウイルスがん遺伝子産物LMP1のウイルス株間にお

ける機能的差異

＜研究者氏名＞

神田　輝

＜目的・概要・進捗状況＞

EBウイルスは、B細胞のみならず、咽頭口腔領域および胃

の上皮細胞にも感染し、時に発がんに関与する。最近、上咽

頭がん由来のEBウイルス株は、リンパ芽球様細胞株由来の

B95-8株と機能的差異が認められることが報告された。そこで

今回の研究では、上咽頭がん由来EBウイルス株のLMP1遺伝

子と、Bリンパ芽球様細胞株であるB95-8株のLMP1遺伝子の

機能的差異について組換えウイルスを用いた検討を行った。そ

の結果、上咽頭がん由来LMP1遺伝子を組み込んだ組換えウイ

ルスは、親株であるB95-8株組換えウイルスと比較して、上皮

細胞におけるウイルス産生効率に優れることを明らかにした。

さらにこうした効率の良いウイルス産生において、上咽頭がん

由来LMP1遺伝子産物とウイルスマイクロRNA群が協調して

寄与することを明らかにした。

＜今後の方向＞

上咽頭がん由来のLMP1蛋白質を発現することが、ウイルス

の上皮細胞への感染において有利に働く可能性が考えられた。

今後、中央病院頭頸部外科との共同研究により、上咽頭がん生

検組織由来のEBウイルス株のLMP1遺伝子についても解析し

ていく予定である。

＜研究課題＞　2

（主題）　遺伝子組み換えウイルスを用いた発がん研究

（副題）　EBウイルスによるヒト上皮細胞がん化メカニズム

の解析
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＜研究者氏名＞

神田　輝

＜目的・概要・進捗状況＞

ヒト腫瘍ウイルスであるEBウイルスは、Bリンパ球を主な

感染宿主細胞とする一方で、咽頭や胃の上皮細胞へも感染し、

その発がんに関与すると考えられている。しかしEBウイルス

による上皮細胞がん化のメカニズムの詳細は不明である。最近、

シークエンス技術の進歩に伴い、EBウイルス株間に予想以上

の多様性が存在することが明らかになりつつある。がん組織に

感染したEBウイルス株が発がん能の亢進した特殊なウイルス

株である可能性も否定できない。そこでがん組織に潜伏感染し

たEBウイルス株の解析に向けて、EBウイルス陽性上咽頭がん、

胃がん細胞株より、EBウイルスゲノムのクローン化を試みて

いる。既にクローン化に必要なターゲッティングコンストラク

トを作製し、相同組換えクローンを得るための実験条件を決定

した。

＜今後の方向＞

上咽頭がん、胃がん細胞のEBウイルスゲノムをクローン化

し、これをもとに組換えウイルスを産生する実験系を確立する。

そしてがん細胞由来のEBウイルス株と、Bリンパ球由来のEB
ウイルス株の機能的差異について、組換えウイルスを用いて解

析する。

分子病態学部

＜研究課題＞　1-1

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　腸管腫瘍形成におけるJNK/mTORC1経路の活性化

機構

＜研究者氏名＞

梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠1）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、APC
がん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc遺伝子にヘテロ

接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc変異マウス）では、

腸上皮細胞のApc遺伝子座でのヘテロ接合性の消失（LOH）に

よりAPCタンパクの機能が失われる結果、Wnt経路が恒常的

に活性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々は、Apc変異

マウスの腸管ポリープの成長にはWnt経路の活性化に加えて、

mammalian target of rapamycin complex 1（mTORC1） 経路

の活性化が重要な役割を果たすこと、mTORC1の活性化はそ

の構成因子であるRaptorがJNKによってリン酸化されて引き

起こされることなどを報告してきた。しかしながら、Apc変異

マウスのポリープでJNKが活性化する機序については不明で

あった。前年度までに、野生型マウスの小腸正常陰窩および

Apc変異マウスのポリープに由来するオルガノイド培養を用い

た解析により、JNKの活性化は細胞外因子によることを示唆

する結果を得ていた。一方、培養細胞系の実験においてTLR
経路や炎症性サイトカイン等の自然免疫応答に関わる因子が

JNKを活性化させるといった知見もあり、これらはApc変異マ

ウスのポリープにおいてJNKの活性化を引き起こす細胞外因

子の候補と考えられた。そこで、平成26年度は、TLR経路の

主要なアダプター因子であるMyD88の機能を腸管上皮特異的

に欠損させ、Apc変異マウスにおけるポリープ形成への影響を

検討した。その結果、MyD88の機能欠損により、Apc変異マ

ウスのポリープ形成数が減少する傾向がみられた。次に、サイ

トカインの寄与について、Apc変異マウスのポリープに由来す

るオルガノイド培養をサイトカインで刺激することで検討した

ところ、サイトカイン刺激により、JNKとmTORC1の活性化

が引き起こされた。

＜今後の方向＞

腸管腫瘍におけるJNK活性化の分子機序の一端が明らかに

なりつつあるので、引き続き関与する因子の同定に取り組み、

腸管腫瘍の形成・進展における自然免疫の関与、さらにJNK
活性化と自然免疫との関係を解明していきたい。

1） 京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　1-2

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　腸管腫瘍の悪性化におけるmTORC1経路の役割

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、武藤　誠1）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc変異マウスは

良性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4遺伝子のヘテ

ロ接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4マウスは、局所浸潤性

の腸がんを発症する。我々はこれまでに、Apc変異マウスの

腸管ポリープおよびcis-Apc/Smad4マウスの腸がんの管腔側

への成長にはmTORC1経路の活性化が重要な役割を果たし、

mTORC1選択的阻害薬RAD001によって腫瘍形成が顕著に抑

制されることを明らかにした。一方、cis-Apc/Smad4マウス

の腺がんの浸潤はRAD001投与およびmTORC1、mTORC2の
両方を阻害するmTORキナーゼ阻害薬AZD8055でも抑制でき

ないことを見出した。平成26年度はmTORキナーゼ阻害薬投

与によるフィードバック経路の活性化を介して、特定の受容体

型チロシンキナーゼとその下流シグナル経路が顕著に活性化し

ていることを見出した。mTORキナーゼ阻害薬に加えてこの

チロシンキナーゼ、及びその下流の経路の一つを阻害する薬剤

を投与したところ、腺がんの形成とそれに伴う浸潤を強力に抑

制した。
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<今後の方向>

大腸がんがmTOR経路阻害薬に対する抵抗性を獲得する

分子機構を明らかにし、その克服戦略を確立したい。また、

mTOR阻害薬と併用することで腺がんの浸潤を抑制できる分

子標的薬の探索・評価を行う。

1） 京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　1-3

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　肺がんの微小環境と悪性化機構に関する研究

＜研究者氏名＞

前田　亮1）、小島　康、青木正博

＜目的・概要・進捗状況>

肺がんは我が国のがん死の第一位であり、年間約５万人以上

が肺がんで 死亡している。肺がん患者の特徴としては、高齢

者が多く、また慢性閉塞性肺疾患や間質性肺疾患などの呼吸器

疾患を基礎疾患に持つ患者が多いことがあげられる。間質性肺

炎合併肺がんの研究領域において、間質性肺炎と発がんとの関

連や、肺がん治療に関連した間質性肺炎急性増悪因子の同定に

関する研究は多くなされているが、間質性肺炎合併肺がんの生

物学的特性そのものに関する報告はこれまでなかった。我々は、

間質性肺炎の肺の微小環境自体が肺がんの悪性度を高める因子

として働いているのではないかという仮説を立てた。この仮説

を検証し、そのメカニズムを解明することにより、治療困難な

間質性肺炎合併肺がん患者の診療及び治療成績を向上させるた

めの革新的治療戦略を構築したいと考えている。

平成26年度は、C57BL/6マウスにブレオマイシンを経気道

的に投与することで、ブレオマイシン誘導性間質性肺炎を発症

するモデル、および同じくC57BL/6マウスの左肺に同系マウス

由来の肺がん細胞株であるLLC（Lewis lung carcinoma cell）
を移植する肺がん同所性肺移植モデル、C57BL/6系統の遺伝

子背景をもったK-rasLSL-G12D/+; p53fl/fl（KP）マウスを導

入し、Cre発現アデノウイルスベクターを経気道的に投与する

ことで肺がんが発症するマウスモデルの解析を継続して、ブレ

オマイシン誘導性間質性肺炎の炎症が、リンパ節転移を促進す

る可能性を示唆するデータが得られた。

＜今後の方向＞

ブレオマイシン誘導性間質性肺炎の炎症が、リンパ節転移を

促進することを実証し、その分子機序について検討を加える。

また間質性肺炎合併肺がんの臨床データの解析を開始する。

1） リサーチレジデント

＜研究課題＞　1-4

（主題）　マウスモデルを用いた大腸がんの発生・進展に寄与

するシグナル経路と腫瘍微小環境の研究

（副題）　マウスモデルを用いた大腸がんのがん関連線維芽細

胞の解析

＜研究者氏名>

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、武藤　誠1）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

KRAS遺伝子の変異は大腸がんを含む多くのがんで確認され

ている。KRASは様々な下流のシグナル経路を調節するが、な

かでもRAS/RAF/MEK/ERK経路の活性化は細胞増殖を促進さ

せることから、KRASに変異のあるがんの治療標的として、こ

の経路を阻害する薬剤の開発が進められている。特に日本で

開発されたMEK阻害薬trametinibはBRAF変異メラノーマの

治療に既に利用されている。我々はKRAS変異大腸がんにおけ

るMEK/ERK経路の役割を検証することを最終目標としている

が、この経路が良性の腸管ポリープにおいて果たす役割が明ら

かではなかったことから、まずApc変異マウスの腸管ポリープ

を用いて検証した。MEK/ERK経路は、腫瘍上皮細胞よりも、

むしろ管腔側に存在する間質細胞、特に血管内皮細胞及び線維

芽細胞で強く活性化していることを見出した。また、Apc変異

マウスにtrametinibを投与したところ、腸管ポリープの形成が

顕著に阻害され、腫瘍上皮細胞の増殖と血管新生が抑制されて

いた。これらの結果は、間質細胞のMEK/ERK経路の活性化が

何らかの形でポリープ形成を促進することを示唆している。

＜今後の方向＞

間質細胞におけるMEK/ERK経路の活性化がポリープ形成

を促進する機序を解明する。特にMEK/ERK経路が活性化

している間質細胞は、腸管ポリープ形成に関与するCOX-2
（cyclooxygenase-2）を発現する細胞と局在が近いことから、

COX-2の関与について検証する。

1） 京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ 2

（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築

（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義1）、武藤　誠2）、

青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋

肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が

ん患者のPerformance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病

態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。我々は、
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悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、大腸がんマ

ウスモデルのApc変異マウスとcis-Apc/Smad4複合変異マウス

の解析に取り組んでいる。

Apc変異マウスでは約20週齢から、cis-Apc/Smad4変異マ

ウスでは14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕

死の状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎

縮、白色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。平成26年度は、

悪液質を発症したApc変異マウスとcis-Apc/Smad4複合変異マ

ウスの肝臓、骨格筋、血漿、腫瘍組織の代謝変化に関して、キャ

ピラリー質量分析法（CE-MS）を用いた解析を行い、データ

に関して統計学的検討を加えて、肝臓に関して悪液質に特徴的

な代謝プロファイルが存在することを確認した。

＜今後の方向＞

悪液質を発症した肝臓に特徴的な代謝プロファイルに関し

て、生化学的解析、薬理学的解析を行い、その妥当性、生物学

的意義に関して検討を加える。

1） 慶應大・先端生命科学研究所
2） 京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　3-1

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　大腸がんマウスモデルを用いた転移抑制遺伝子の生

体内スクリーニング

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、佐々木英一１）、木村賢哉２）、清水泰博２）、

谷田部恭１）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況>

がん転移は転移促進因子と抑制因子の機能バランスが崩れる

ことによって進行すると考えられるが、転移抑制因子は未だ少

数しか同定されておらず、生体レベルで機能を解明した報告

は極めて少ない。我々は、shRNAライブラリーを用いたマウ

ス生体内スクリーニング系を確立し、これまでに47個の転移

抑制遺伝子候補を同定した。中でも、Hnrpll（heterogeneous 
nuclear ribonucleoprotein L-like）は複数の個体および転移巣

から検出され、ヒトにもオルソログ（HNRPLL）が存在する

ことから、この遺伝子の研究を先行させている。

低転移性マウス大腸がん細胞株CMT93のHnrpllを、スク

リーニングで検出したshRNAおよびその他の配列のshRNAで

ノックダウンしたところ、いずれもマトリゲル浸潤能と生体内

での肺転移能が亢進した。さらに、shRNA抵抗性のHnrpllを
強制発現することでこの浸潤・転移能の亢進がキャンセルされ

たことから、Hnrpllは大腸がんの転移抑制遺伝子であること

が強く示唆された。ヒトHNRPLLについても現在検証を進め

ている。

HNRPLLはRNA結合タンパクであり、リンパ球ではCD44
やSTAT5Aのpre-mRNAスプライシングを制御することが報告

されている。CMT93細胞でHnrpllをノックダウンすると、転

移を促進することで知られるCd44 variant exon 6（Cd44v6）
の発現増加を認めた。Cd44v6に対する中和抗体でマトリゲル

浸潤能が抑制されたことから、Hnrpllは少なくとも部分的に

はCd44のスプライシングを介して転移を抑制する可能性が考

えられる。

がん細胞の悪性化に伴うHNRPLL発現低下機序についても

検討を進めている。これまでに、大腸がん細胞にin vitroで上

皮間葉転換（EMT）を誘導するとHNRPLLの発現がタンパク

レベルで低下することを見出した。大腸がん患者検体でも浸潤

先端のより低分化ながん細胞でHNRPLLの発現が低下する傾

向がみられた。

＜今後の方向＞

EMT誘導によってHNRPLLの発現が低下する機序を解明す

る。臨床検体の検証については症例数を蓄積し、予後や転移と

の相関を明らかにしたい。

また、スクリーニングで同定されたHNRPLL以外の遺伝子

についても検証を開始したい。

１） 遺伝子病理診断部
２） 消化器外科部

＜研究課題＞　3-2

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学

療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸

がんについては依然として治療が困難なことが多い。近年のゲ

ノム・トランスクリプトーム解析により大腸がん転移のシグネ

チャー遺伝子が同定され、大腸がん細胞株の移植実験などから

も転移に関与するとされる遺伝子が発見されているが、これら

の遺伝子を改変することによって安定的に転移する大腸がん

マウスモデルが作出されたという報告はまだない。このこと

は、生体レベルで大腸がんの転移に関与することが証明された

遺伝子は未だないことを示している。我々は、大腸がんの転移

を制御する遺伝子を個体レベルで探索するために、PiggyBac
トランスポゾンを用いたスクリーニングを開始した。現在、

大腸がんモデルとして腸管に良性の腺腫を発症するVillin-
creERT2;Ctnnb+/loxEx3マウス（VBマウス）およびLgr5-creERT2; 
Ctnnb+/loxEx3マウス（LBマウス）にトランスポゾン（ATP1-S2）
マウス、さらにトランスポゼース（Rosa-LSL-PBase）マウス

を交配させることにより、タモキシフェン依存的に腸管ポリー

プを形成させると同時に、その細胞でトランスポゼースを発現

させる系を構築している。このようなマウスに発生した腸管腫

瘍細胞内では、トランスポゾンの転移により遺伝子の活性化ま

たは不活性化がランダムに起こり、その結果として転移能を獲
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得することが期待される。

＜今後の方向＞

目的とするマウスが近々産まれると予想されるので、それら

にタモキシフェンを投与し、生じた腸管腫瘍の解析を行うとと

もに、転移の有無を詳細に調べる。浸潤・転移が確認できれば、

トランスポゾン挿入部位を同定を行う。

＜研究課題＞　3-3

（主題）　遺伝子改変による難治性がんマウスモデルの作出

（副題）　がん転移におけるヘッジホッグシグナル経路の役割

の解明

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、米村重信１）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞

ヘッジホッグ（Hh）シグナルは発生に関わる重要な経路

として知られている。Hhシグナル構成分子であるPTCH1や
SMOの遺伝子変異によるシグナルの異常な活性化は基底細胞

がんや髄芽腫の原因として知られており、変異によらないシグ

ナルの活性化も肺がん、膵がん、大腸がん、前立腺がんなどで

報告されている。さらに近年ではHhシグナルとがん幹細胞の

関係も注目を集めている。しかしながら、がん転移における

Hhシグナルの役割についてはこれまでほとんど知られていな

かった。

上皮間葉転換（EMT）は転移の初期ステップでがん細胞

に生じる形質変化である。EMTに伴いHhシグナルがどう変

化するか調べるため大腸がん細胞株HT29にEMTを誘導した

ところ、Hh標的遺伝子であるGLI1とPTCH1の発現量が誘導

前の数倍～数十倍に増加した。GLI1は転写因子であり、GLI
応答性にルシフェラーゼ遺伝子を発現するレポーター細胞に

EMTを誘導したところレポーター活性が上昇し、シクロパミ

ン（SMO阻害剤）で活性が抑制された。以上の結果からHT29
細胞ではEMTに伴いHhシグナルが活性化することが示唆され

た。

Hhシグナルの活性化には一次線毛が必要であるとされてい

る。一般的にがん細胞は一次線毛を発現しないといわれている

が、EMTを誘導したHT29細胞ではHhシグナルが活性化する

ことから、一次線毛が発現する可能性を検証した。一次線毛

マーカーのARL13Bとacetyl-tubulinでHT29細胞の免疫細胞

染色をおこなったところ、通常の培養条件では陽性細胞を認め

なかったが、EMT誘導下では両マーカー陽性の細胞が10%ほ

ど出現した。しかしその染色パターンは一次線毛特異的ではな

く、大半がスポット状の構造を示した。一方、肺がん細胞株の

A549にEMTを誘導したところ、両マーカー陽性で線状の形態

を示す典型的な一次線毛様構造物が出現した。現在、理化学研

究所との共同研究で、それらの構造物の微細形態を電子顕微鏡

レベルで詳細に解析中である。

＜今後の方向＞

電子顕微鏡の所見から、EMTに伴ってがん細胞に一次線

毛が発現するのか明らかになることが期待される。さらに、

EMT誘導によりHh経路が活性化されることの意義についても

解析したい。

１） 理研・ライフサイエンス技術基盤研究センター

腫瘍医化学部

＜研究課題＞　1-1

　（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド

　（副題）　抗がん治療の分子標的としてのChk1

＜研究者氏名＞

　後藤英仁１）、谷川順美、小堀恭子、 稲垣昌樹１）

＜目的・概要・進捗状況＞

細胞の遺伝情報であるDNAは、外来性（電離放射線、紫外線、

DNA障害性薬物など）および内因性（フリーラジカル、細胞

内代謝産物など）の要因によって、絶え間なく、損傷されてい

る。DNA障害を受けた細胞は、細胞周期の進行を停止させる

こと（細胞周期チェックポイント）で、DNA修復に必要な時

間を生み出している。また、修復機能を上回るDNA損傷や欠

損の場合は、細胞周期の進行を半永久的に停止したり（細胞老

化）、細胞死を導いたり（アポトーシス）して、障害細胞を増

殖細胞集団から排除する。

このようなDNA障害チェックポイントは、ATM-Chk2-p53
経路とATR-Chk1-Cdc25A経路 の大きく二つのシグナル伝達

経路によって制御されている。ATM-Chk2-p53経路は、多く

のがんにおいて（遺伝子変異や欠失などによって）障害されて

いることが知られている。そのため、抗がん剤や放射線治療等

でDNA障害を引き起こした後、Chk1阻害剤を併用することで

細胞死をがん特異的に引き起こすことが期待され、多くの薬剤

が臨床治験に入っている。

我々の研究グループは、これまでに、Chk1が、ATR以外の

キナーゼからもリン酸化修飾を受けて機能変化していることが

明らかにしてきた。そのなかで、Chk1がDNA障害チェックポ

イント応答だけなく、外的なDNA損傷が引き起こされていな

い環境においても機能していることも明らかにしてきた。また、

詳細は不明であるが、外的なDNA損傷がない状態においても

がん細胞のほうが正常細胞よりもChk1活性が高いことが数々

のグループから報告されている。このことは、Chk1阻害剤が

単剤でも抗がん治療に用いることを示唆しており、近年ではこ

の方向で薬剤開発がされつつある。

しかしながら、外的なDNA損傷がない状態におけるChk1の
機能はほとんどわかっていないのが現状といえる。その一つの

要因として、RNA干渉法などの手法では特定の細胞周期での

みChk1を阻害できないため、出てきた表現型がどの細胞周期

におけるChk1阻害による影響かを検討できないことがあげら

れる。

プロテインキナーゼの触媒ドメインのATP結合ポケットに

は、Gatekeeperと呼ばれるアミノ酸が存在し、そのアミノ酸
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に変異を加えると、ATPポケットが広がり、特定のATPアナ

ログに感受性になることが知られている。Chk1の場合は、84
番目のロイシンをグリシンに変換する（L84G）とアナログ感

受性（AS）になる。このようなASキナーゼは、野生型と同様

に、ATPを用いて触媒する能力が維持されている。そのため、

細胞は、野生型キナーゼがASキナーゼに仮に置換されても、

1-NM-PP1などのATPアナログ性阻害剤が存在しない場合には

キナーゼ阻害は認められないため、問題なく生存する。

これまで、培養細胞におけるgene targetingはほぼ不可能で

あったが、CRISPR/Cas9の技術が確立し、目的の遺伝子座の

アミノ酸変異を入れることが比較的容易になりつつある。本研

究では、gene targetingの確率を上げるため、２つの異なるシー

クエンスのguide RNAが必要な変異型CRISPR/Cas9（D10A）

を用いて、gene targetingを行い、ATPアナログ感受性変異を

ホモ接合体で引き起こした細胞株を樹立する予定である。細胞

株は、これまで（他の方法での）gene targetingの成功報告が

あるヒト網膜色素上皮（RPE1-hTERT）細胞ならびに大腸癌

細胞株（DLD-1）などを用いる予定である。

これらの手法により、Chk1のキナーゼ活性を、瞬時に、かつ、

特異的に阻害する実験系を確立し、DNA損傷や複製障害を外

的に加えていない状況におけるChk1機能を個別に解析してい

く予定である。

＜今後の方向＞

既に、申請者らは、RPE1-hTERT細胞を用いて、ヘテロ接

合体（CHEK1WT/AS）の樹立に成功した。現在、ホモ接合体

（CHEK1AS/AS）の樹立を試みている。細胞樹立後、1NM-PP1
で短時間（１−２時間程度）処理し機能解析することで、外的

DNA損傷刺激がない状態におけるChk1の重要性を明らかにし

ていく予定である。

１）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）

＜研究課題＞　1-2

（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド

（副題）　Aurora-Aキナーゼの新規制御機構

＜研究者氏名＞

笠原広介１）、後藤英仁２）、青木啓将３）、川上和孝４）、

清野　透５）、米村重信６）、河村義史４）、川本恵理子、

五島直樹４）、松崎文雄６）、稲垣昌樹２）

＜目的・概要・進捗状＞

細胞は、自身の染色体の複製・分配過程を緻密に制御するこ

とによって、その遺伝情報を正確に２つの娘細胞に伝達してい

る。しかし、様々な要因により染色体の複製・分配過程に異常

が生ずると、染色体の恒常性が維持できなくなる（染色体の不

安定性）。このような染色体の不安定性は、がんや細胞老化に

起因する種々の疾患の基盤になっていると考えられている。染

色体の複製・分配過程の調節には、状況に反応して特異的に活

性化されるタンパク質リン酸化酵素（キナーゼ）が中心的な役

割を果たしている。

Aurora-Aは、大腸癌などの組織において遺伝子増幅が認め

られたり、多くのがん腫で発現が上昇したりすることが知られ

ているキナーゼである。現在、Aurora-Aは、がん治療の分子

標的としても注目され、多くの薬剤メーカーがAurora-A阻害

剤を抗がん剤として開発している。これまでAurora-Aは、分

裂期特異的に活性化するキナーゼとして位置づけられてきた。

われわれは最近、Aurora-Aが分裂間期においても活性を有し、

一次繊毛と呼ばれる細胞内小器官の形成を抑制することによっ

て、細胞を増殖に向かわせていることを明らかにし、繊毛抑制

におけるAurora-Aの活性化因子としてTrichopleinを同定した。

今回われわれは、細胞が増殖停止期（G0期）に入ると、

Trichoplein-Aurora-A経路が不活性化されるために一次繊毛が

形成されることを見出し、その分子機構として、Trichoplein
のポリユビキチン化・プロテアソーム依存的な蛋白質分解が引

き金となることを明らかにした。さらに、Trichopleinの分解

を担う酵素（ユビキチンE3酵素）の網羅的スクリーニングを

進めた結果、CRL3-KCTD17複合体を同定することに成功し

た。RNA干渉法によりKCTD17の発現を抑えた細胞は、G0期
に入ってもTrichopleinが分解されないため、Aurora-A活性が

失われず、一次繊毛の形成が阻害されることが分かった。

一次繊毛には、がんと密接に関与する多くのシグナル伝達

分子（受容体型チロシンキナーゼPDGF-Rやヘッジホッグ因子

群）が局在し、それらが厳密な制御を受けている。多くのがん

細胞では一次繊毛を形成する能力を失っているために、これら

のシグナル伝達に異常が生じていることが報告されている。そ

のため近年、一次繊毛の形成不全とがんの関連が取り沙汰され

ている。今後、Trichoplein -Aurora-A経路による一次繊毛の

制御が、がんの発生・進展に与える影響を検証することは重要

な意味を持つと考えられる。

＜今後の方向＞

これまでの解析により、繊毛制御におけるTrichoplein 
-Aurora-A経路の調節因子としてユビキチン化酵素CRL3-
KCTD17を同定した。現在、Trichopleinを脱ユビキチン化す

る酵素としてUsp8（ubiquitin-specific protease 8）を見出し

ている。今後、これらの因子群による繊毛制御を包括的に解析

することで、ユビキチン・プロテアソーム系による繊毛制御の

分子基盤を明らかにしていきたい。

１）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）、
２）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）、
３）研修生、４）産総研・創薬分子プロファイリング、
５）国がんセ・研・ウイルス、 ６）理研（CDB）

＜研究課題＞　2-1

（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析

（副題）　Ndel1による一次線毛制御～がんにおける一次線毛

の消失の意義～

＜研究者氏名＞

稲葉弘哲１）、後藤英仁２）、笠原広介３）、熊本香奈子４）、
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米村重信５）、猪子誠人、何　東偉１）、山野荘太郎６）、鰐淵英樹６）、

谷川順美、五島直樹７）、清野　透８）、広常真治４）、稲垣昌樹２）

＜目的・概要・進捗状況＞

一次線毛は細胞増殖停止期（G0期）に形成される細胞表面

から突出したアンテナ様の構造物で、化学的／物理的刺激を受

容し細胞増殖を制御する。その骨格は母中心体から変化した基

底小体から伸びた微小管からなる。一次線毛の形成、機能不全

は、腎嚢胞などの繊毛病を引き起こすことがしられている。一

方で、多くのがん細胞においては一次線毛の形成能が欠失して

おり、一次線毛形成、退縮の分子機構を明らかにすることは、が

ん細胞が無秩序に増殖する仕組みの解明に繋がると考えられる。

昨年度、中心体タンパク質であるNdel1の欠損は一次線毛形

成を引き起こし、その結果細胞増殖を阻害するという結果を

得ていた。本年度はより詳細な解析を行った。まず、ヒト網

膜色素上皮細胞（RPE1-hTERT）において血清饑餓によって

一次線毛を形成する過程におけるNdel1の動態を調べた。結

果、Ndel1のタンパク量と中心体局在の一過性の減少がみられ

た。また、Ndel1を過剰発現させると血清飢餓によって一次線

毛を形成細胞する細胞が減少したことから、Ndel1は一次線毛

形成に抑制的に機能することがわかった。そこで、同様に一

次線毛形成抑制因子であるTrichopleinとの関係を調べたとこ

ろ、Ndel1を過剰発現すると血清饑餓条件においてTrichoplein
の分解が抑制されていた。さらに、増殖条件下ではNdel1を
ノックダウンすると一次線毛を形成するが、この表現型が

Trichopleinの過剰発現や、Trichopleinのユビキチン化酵素で

あるKCTD17をノックダウンするとレスキューされた。以上

の結果よりNdel1は一次線毛形成においてTrichopleinの上流で

機能し、増殖細胞においてはTrichopleinの母中心体における

分解を防いでいる可能性が示唆された。

また、Ndel1は一次線毛形成後には中心体局在が回復するこ

とから線毛の維持にも何らかの機能を持つことが考えられた。

生後0日齢においてNdel1のhypomorphic変異マウスの腎臓尿

細管では一次線毛が長くなっていたことから、Ndel1のノック

ダウンで一次線毛が長くなるか調べた。結果、マウス胎仔由来

線維芽細胞（Swiss 3T3）でNdel1をノックダウンすると一次

線毛長が長くなることがわかり、Ndel1は一次線毛長を限定す

ると示唆された。

＜今後の方向＞

今後は一次線毛形成におけるNdel1を分解する責任因子を明

らかにするとともに、その一連のシグナルカスケードの解明を

目指す。さらに、個体内における線毛病やがんとの関連を明ら

かとするため、Ndel1のhypomorphic変異マウスを他の一次線

毛関連遺伝子のノックアウトマウスと掛け合わせを進める。ま

た、昨年度同定したNdel1やTrichopleinと同様に一次線毛形成

に抑制的に働くと考えられる３因子についても解析を進める。

１）リサーチレジデント、２）名大・医・細胞腫瘍（兼任）、
３）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）、 

４）大阪市大院・医・細胞機能制御、５）理研（CLST）、 
６）大阪市大院・医・分子病理、 

７）産総研・創薬分子プロファイリング研究セ、
８）国がんセ研・ウイルス

＜研究課題＞　2-2

（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析

（副題）　trichoplein, Albatrossをはじめとした中心小体動態

を制御する蛋白質群によるがん研究

＜研究者氏名＞

猪子誠人、林　裕子、五島直樹１）、清野　透２）、稲垣昌樹３）

＜目的・概要・進捗状況＞　

中心体は1μmほどの小さな細胞内構造であるが、特徴的な

動態変化として中心小体複製、紡錘体形成、一次線毛形成の３

つを示す。これらに付随する細胞分裂・増殖・分化は細胞の重

要現象であるだけでなく、がん化の標的でもある。特にがんで

は中心体数の異常や一次線毛形成能の欠失がみられる。このよ

うに小さい作用点で大きい現象効果を生む中心小体構造には、

治療標的としての期待も持てる。一方で、その小ささゆえに困

難な解析は、最近の高～超解像顕微鏡やオミックス解析技術の

総合進歩による克服を待つ必要があった。

これまでに私どもは、一次線毛形成制御が細胞周期制御と連

動する発見をtrichoplein-オーロラA分裂期キナーゼ分子経路

と共に示した。具体的には、①一次線毛を強制的に形成させた

正常二倍体細胞は増殖培地中でも細胞増殖休止が誘導されるこ

とを発見し、②この線毛動態制御の内在性分子機構は中心小体

内におけるtrichoplein蛋白質の微小局在の有無によるオーロ

ラA分裂期キナーゼの活性切り替えであることを提示した。こ

れにより、一次線毛が形成できない培養がん細胞はオーロラA
阻害で特異的に分裂期障害を起こし死滅する可能性を同時に提

示し得た。

現在は、このような中心体機能分子を新たに検索し、補填

中にある。これまでに、中心小体で動態制御にあずかる新

規標的分子群を局在と機能の両面から検索し、新たに補填し

た。具体的には産総研が保有する蛋白質局在情報データベース

（HGPD） に基づき、中心体局在を示す遺伝子約680個および

trichoplein類似配列蛋白質約100個を抽出した。これらを配列

特性やRPE1-hTRET細胞（不死化正常二倍体）を用いた遺伝

子ノックダウンスクリーニングで絞り込み、trichopleinと類縁

の機能蛋白質を数十個見出した段階にある。

本年度は、trichoplein類縁蛋白質であるAlbatrossが主要

な中心体機能の基盤となる新知見を得た。私どもが作成した

Albatross抗体は、生体組織において、気管多線毛の根元にあ

る中心小体類似構造に加え、広く複製中の中心小体に局在を示

した。そのため、正常二倍体培養細胞で以下の局在・機能相関

実験を追加した。まず、詳細な局在観察では中心小体の遠位端

と近位端の両方への局在を認めた。Albatrossノックダウンで

は血清飢餓下での一次線毛形成が阻害されたが、これは先行研

究で示された遠位端機能の障害による。一方で、血清存在下の

Albatrossノックダウンでは新たに中心小体複製の障害が明ら

かとなった。マーカーを用いた局在相関確認や・生化学的結合
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実験からは、これが近位端に局在するSAS6の障害によること

が示唆された。さらにAlbatrossノックダウンでは紡錘体形成

の障害が新たに見られた。こちらは近位端に局在するPlk1の
障害が強く示唆されている。以上の結果は、Albatrossが３つ

の特徴的な中心体動態の基盤となるこれまでにない重要分子で

あることを示唆するものであり、さらなる確証を細胞生物学・

生化学的手法で求めている最中である。

＜今後の方向＞

Albatrossの中心体機能を先行研究との比較で詳細に提示し、

論文報告としてまとめる。また、trichoplein、Albatrossをは

じめとした一連の中心小体制御分子群について、細胞増殖だけ

でなく分化に及ぼす影響の可能性も分子レベルで検討するた

め、①相互作用分子の検索、②正常細胞分化・未分化アッセイ

系の確立、③それらを用いた遺伝子欠失表現型の確認を行う。

１）産総研・創薬分子プロファイリング、２）国立がんセ・研、
３）名大・医・細胞腫瘍（兼任）

＜研究課題＞　3

（主題）　がん細胞の細胞骨格・増殖にかかわる遺伝子の遺伝

子改変マウスの作製

＜研究者氏名＞

田中宏樹１）、後藤英仁２）、 猪子誠人、牧原弘幸１）、松山　誠１）、

林　裕子、谷川順美、小堀恭子、井澤一郎、稲垣昌樹２）

＜目的・概要・進捗状況＞

中間径フィラメントは、アクチンフィラメント、微小管とも

に細胞骨格を形成する主要な構成成分である。中間径フィラメ

ントの基本構造は、ヘッド、ロッド、テイルの３つのドメイン

から構成されており、フィラメントの重合・脱重合は、ヘッド

ドメインのリン酸化修飾によって時空間的に制御される。当研

究室では世界に先駆けて部位特異的リン酸化状態を認識する抗

リン酸化ペプチド抗体の開発し、細胞周期特異的なリン酸化部

位の同定およびその酵素の同定をしてきた。また、リン酸化の

生理的な意味を理解するために、リン酸化部位がリン酸化され

ない変異を導入した細胞では、細胞質分裂が終了したにもかか

わらず娘細胞間が断裂されない架橋構造を認め、リン酸化が細

胞質分裂の完了に必要であることを示した。しかしながら、マ

ウスなどを用いた個体レベルにおいて、それらのリン酸化シグ

ナルの生理的機能は、ほとんど解明されていない。そこで、我々

は細胞分裂期特異的リン酸化部位の11カ所のリン酸化部位を

セリンからアラニンに置換したマウスを作製・解析を行った。

現在までに、変異マウスでは目の水晶体の形態形成不全、白

内障の発症、皮膚の損傷治癒遅延を観察した。皮膚組織では、

３か月齢において変異マウスではコラーゲン層減少に加え、脂

肪層の増多を認めた。その脂肪細胞の核は大きく細胞質分裂

障害の結果であることが示唆された。14か月齢のマウスでは、

変異マウスで脂肪層がほとんど認められないという早老化の表

現型を認めた。さらに、詳細に損傷治癒過程を解析すると、変

異マウス特異的に２核細胞・ブリッジ構造の線維芽細胞の出

現、Aneuploidyを示す核の出現、DNA損傷反応を示す細胞、

細胞老化に陥る細胞が経時的に認められた。中間径フィラメン

トリン酸化不全による細胞質分裂障害は、染色体不安定性の亢

進、さらには細胞老化に至ることを個体レベルで明らかにした。

染色体異数性はがんのhallmarkとして考えられている。我々

のマウスは、染色体異数性を示すことから、高発がんモデルマ

ウスとなりうると予期された。しかしながら、生後２年以上に

わたりマウスを観察したが自然発がんの亢進を認めなかった。

また、皮膚に３週間おきに損傷を与えて、腫瘍形成の亢進を検

討したが野生型と同様、全く腫瘍形成を認めなかった。そこで、

化学発がんによる腫瘍形成を検討したところ、野生型に比べ変

異マウスにおいて腫瘍発生の遅延および腫瘍による個体死の遅

延を認めた。この腫瘍を組織学的に検討したところ、すべての

遺伝子型で線維肉腫を形成し、染色体異数性を呈した。この結

果から、腫瘍形成初期における染色体異数性が誘導する細胞老

化（AIS; Aneuploidy-induced senescence）はがん化へのセー

フガードとしての役割をしている可能性を示唆している

＜今後の方向＞

ビメンチン点変異マウスでは染色体不安定性、細胞老化を認

めましたが、老化の主要な因子であるp53-p21経路依存的にこ

れらの現象が起きている可能性が考えられます。p53遺伝子破

壊マウスとの交配し、その子孫マウスを解析することにより、

発がんにおけるビメンチンリン酸化の役割を個体レベルで明ら

かでき、発がんの分子機構の一端が明らかになる。さらに、老

化関連因子であるp21, 16の遺伝子破壊マウスとの交配し、そ

の子孫マウスの解析によりこれらの遺伝子に依存的か否かを検

証する。

中間径フィラメントのリン酸化の in vivo における生理学的

意義の解明するために、デスミンのリン酸化部位に変異を導入

したマウスを作製している。

白内障、損傷治癒遅延をきたすビメンチン変異マウスに加え

て、筋組織、皮膚、肝臓、脳などの特異的組織でaneuploidy
を生じて老化をきたす細胞質分裂障害型中間径フィラメント・

ノックインマウスを作製する。その後、種々の組織およびその

損傷治癒モデルにおいて時系列発現プロファイル解析を通じて

aneuploidyからの老化誘導に必須の分子群の同定を試みる。

１）リサーチレジデント、２）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）

中央実験室

＜研究課題＞　1

（主題）　食道がん、頭頸部腫瘍の分子遺伝学的研究

（副題）　ミトコンドリアDNA の多型と食道がん発がんリスク

＜研究者氏名＞

　組本博司、松尾恵太郎１）、田中英夫１）、田島和雄２）

＜目的・概要・進捗状況＞
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ミトコンドリアゲノムDNA（mtDNA）は核ゲノムDNA と
比べ、一般に変異が生じやすいといわれている。また最近では

老化やがん化に伴ってmtDNA に変異を生じることも報告され

ている。我々は、食道がんについて高頻度にmtDNA の変異が

蓄積していることを以前明らかにした。もともと食道は、喫煙・

飲酒の影響を直接受ける器官であり、これらの生活習慣によっ

て発がんリスクも上昇することが示されている。mtDNA に多

くの多型が存在することで、酸化的リン酸化の過程で電子が漏

れ、活性酸素がより多く産生されることが考えられる。そこで、

本研究では、mtDNA のD-loop 領域に存在する多型の数を数

え、食道がんの発がんリスクとの関連を解析することを計画し

た。また、生活習慣に関わる発がんリスクとmtDNA の多型の

数との関連も解析する。

本研究には、HERPACC（the Hospital based Epidemiologic 
Research Program at the Aichi Cancer Center） のデータベー

スより食道がん患者185例、食道がん患者に性、および年齢を

一致させた非がん患者対照185例を用いた。喫煙、飲酒習慣を

含む生活習慣に関する情報、さらに、血液からDNA 得た。

mtDNAのD-loop 領域は、複製、転写をコントロールする領

域であり、多型、変異が多数見つかっている領域でもある。現在、

市販のリシーケンシングプライマーセットを用い、食道がん患

者および、非がん患者由来のDNA の塩基配列を決定すると同

時に、これらの解析した塩基配列と、mtDNAの基準配列であ

るrCRS と比較することによって、D-loop 領域の多型を網羅

的に検出している。現在のところ、平均で、食道がん患者で6.7
多型/人、非がん患者で6.7多型/人の多型が検出されている。

＜今後の方向＞

今後、これらの結果を用いて食道がんにリスクを与える多型

の探索や、多型の数と食道がんリスクとの関連、さらに飲酒・

喫煙のリスクを修飾する多型の探索を行う。また、核だけでな

くミトコンドリアでも働いていることが明らかとなっている修

復遺伝子、hOGG-1 の多型（Ser326Cys）をそれぞれのサンプ

ルについて解析し、mtDNA の変異と喫煙・飲酒に関連がある

かどうか解析する。さらに、これらの解析によって、mtDNA 
の変異と飲酒・喫煙習慣との関連を明らかにし、食道がんにお

けるmtDNA の変異がどのような過程で生じるかを考察する。

１）疫学・予防部、２）三重大学医学部
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３．病院及び研究所における共同研究（共同研究費）

＜研究課題 １＞

肺癌・中皮腫細胞の解析と診断、治療法への応用　

Analysis of lung cancer and mesothelioma cells for clinical 
application

＜研究者氏名＞

所　属　部　　呼吸器内科部　

研究者氏名　　樋田豊明

共同研究者　　田中広祐、大矢由子、吉田達哉、清水淳市、

　　　　　　　堀尾芳嗣、谷田部恭、関戸好孝

 
＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞

肺がんではドライバーがん遺伝子の発見により、それぞれの

遺伝子異常に対する治療薬が開発され、患者さん個々の遺伝子

を調べることにより個別化治療が行われている。上皮成長因子

受容体（EGFR: Epidermal growth factor receptor）遺伝子変

異症例ではチロシンキナーゼ領域の常時活性化によりがんの増

殖が起きるが、EGFRチロシンキナーゼ阻害薬を投与する事に

より増殖抑制効果が得られ腫瘍縮小する。今回、切除不能III
期肺腺癌の化学放射線同時併用療法の効果に関するEGFR遺伝

子変異の影響について検討した。

2006年から2013年までに治療した切除不能III期肺腺癌104
例を解析した。そのうち29例がEGFR遺伝子変異陽性で、75
例がEGFR遺伝子変異陰性、EGFR遺伝子変異陽性のうち20例
が女性で、18例がnever-smokerであった。16人でexon 19の
欠失、10人でL858R点突然変異、3例がminor mutationであっ

た。奏効率は72％で、EGFR遺伝子変異陽性と陰性症例間で差

は認められなかった。無増悪生存期間はEGFR遺伝子変異陽性

群で、陰性群より短かった。2年無再発生存率もEGFR遺伝子

変異陰性群の28.1％に対してEGFR遺伝子変異陽性群で7.7％
と低かった。再発はEGFR遺伝子変異陽性群の24例（83％）、

EGFR遺伝子変異陰性群の53例（71％）に認められ、最初の

再発部位として遠隔転移はEGFR遺伝子変異陽性群で76％、

EGFR遺伝子変異陰性群で40％とEGFR遺伝子変異陽性群に遠

隔転移が多く認められた。一方、局所再発は、EGFR遺伝子変

異陰性群で35％、EGFR遺伝子変異陽性群で14％とEGFR遺伝

子変異陰性群で多く認められた。全生存期間に差は認められな

かった。

切除不能III期肺腺癌の化学放射線同時併用療法の効果の検

討では、EGFR遺伝子変異陽性群は無増悪生存期間がEGFR遺

伝子変異陰性群に比較して短く、それは良好な局所コントロー

ルにもかかわらず遠隔転移を起こし易い事に由来する事が示さ

れた。今回の検討で得られた結果は、今後の切除不能III期肺

腺癌の治療戦略に重要な情報をもたらすものと考えられた。

＜研究課題 ２＞

機能温存を目指す頭頸部癌の外科治療

Organ preservation surgery for head and neck cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　　頭頸部外科部

研究者氏名　　長谷川泰久

共同研究者　　花井信弘、平川　仁、鈴木秀典、西川大輔

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞

喉頭癌に対する機能温存および音声再建手術の検討

１．喉頭機能温存手術

喉頭機能温存手術は外切開による喉頭機能温存術と経口的切

除術に大別される。外切開による喉頭機能温存術は声帯切除術

と部分除術、さらに亜全摘術に分けられる。部分切除術は，切

除方向によって垂直部分切除術と水平部分切除術に分類され

る。前者は声門癌，後者は声門上癌に対する機能温存手術であ

る。1851年にBuckが喉頭截開術による声帯切除術を行い、本

邦では岡田が1992年に報告した。その後部分除術や亜全摘術

の術式が開発され導入されたが、外切開による喉頭機能温存術

は一般に放射線治療と喉頭全摘術の間を補う、または放射線治

療再発例の救済術として行われることが多かった。喉頭亜全摘

術の代表術式には最近、中山によって本邦へ導入されたSCL-
CHEP（Supracricoid laryngectomy-cricohyoidepiglotopexy） 
がある。これはMajerが1959年に報告したが，フランス語であっ

たことから国際的な普及は遅れ，英文で報告されて以来，注目

を集めるようになった。

一方、経口的切除術はこれも1920年にLynch RCが報告した

が、その後のレーザーなどの機器の進歩により適応の拡大が図

られている。特に近年では新しい機器を用いて2006年にELPS
（Endoscopic Laryngopharyngosurgery） 、2007年にはTOVS
（Transoral videolaryngoscopic Surgery）などの術式が開発

されてきている。さらにロボット手術（Transoral robotic 
surgery,　TORS）の導入が始まり、2007年にはWeinsteinら
により声門上喉頭部分切除術が報告している。

２．喉頭全摘術と音声再建術

喉頭全摘術はBillroth により1873年に行われた。喉頭全摘

術は原則として発声機能の喪失という結果になるわけである

が、Billrothが喉頭全摘術を行った頃には、すでに食道発声法

は知られていたようである。喉頭全摘術が標準治療として確立

されるとともにより良い発声を求めて音声再建術の工夫も始

まった。

喉頭全摘術後の音声再建として最も広く用いられていたのが

TEシャントで、その代表術式が天津法とBlom-Singer法であ

る。

天津は1977年に気管食道瘻の作製に気管膜様部を用いる新

しい術式を報告した。
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1979年に報告されたBlom-Singer法は最も普及している音

声再建法である。穿刺にて作製した気管食道瘻に逆流防止弁

のついたシリコン製のvoice prosthesisを挿入して発声させる

方法である。voice prosthesisは逆流防止弁構造、挿入法、留

置法により各種の器具が考案されている。大きく初期のnon-
indwellingとその後のindwelling prosthesisに分けられるが、

現在はindwelling prosthesisが主流で長期使用が可能である。
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名誉総長

001 Nimura Y：Biliary Cancer: A lifetime surgical 
challenge. Ⅶ International HPB Course, Ⅵ Thomas 
E Starzl HPB Symposium, 2015, (Porto, Portugal), 
[Symposium]

002 Nimura Y：Surgical challenges to biliary cancers. 
University of Verona Medical School, 2015, (Verona, 
Italy), [Lecture]

003 二村雄次：胆道癌治療の最前線：名古屋から世界へ向けて

のメッセージ. 第10回新潟横断的消化器疾患研究会， 2014, 
(新潟), [特別講演]

004 二村雄次：胆道癌の外科治療. 高知大学医学部外科学講

座， 2014, (高知), [医学部学生講義]
005 二村雄次：日本胆道学会の思い出. 第50回日本胆道学会 創

立50周年記念シンポジウム， 2014, (東京), [シンポジウム]
006 二村雄次：がん治療の最前線. NPO法人心技塾ネットワー

ク第143回例会， 2014, (名古屋), [講演]
007 二村雄次：私が理想とする外科医. 第3回日本臨床外科学

会， 2015, (東京), [教育講演]

総長

001 木下　平：がん治療の最前線．第10回日本癌治療学会市

民公開講座，2014，（千葉），[講演]
002 伊藤友一，吉川貴己，伊藤誠二，三澤一成，千田嘉毅，安

部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平，小寺泰弘：胃全

摘術におけるR-Y再建とAboral pouch再建を比較する第Ⅲ

相試験（CCOG1101）．第44回胃外科・術後障害研究会, 
2014, (静岡), [ワークショップ]

003 里井壯平，山上裕機，加藤健太郎，平野　聡，高橋進一郎，

廣野誠子，竹田　伸，江口英利，庄　雅之，和田慶太，新

地洋之，櫂　雅憲，木下　平，中尾昭公，永野浩昭，中島

祥介，佐野圭二，宮崎　勝，高田忠敬：切除不能膵癌にお

ける集学的治療の一環としての外科切除の臨床的意義．第

26回日本肝胆膵外科学会学術集会, 2014, (和歌山), [ワーク

ショップ] 
004 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，筒山将之，木下　平：腹

腔鏡下胃切除術におけるプロリン糸を用いた簡便な肝圧排

法-ProleneTM hanging（PH）法-．第87回日本胃癌学会

総会，2014，（広島），[ワークショップ]
005 伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，川合亮佑，夏目誠治，植

村則久，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森

康司，清水泰博，木下　平：高度リンパ節転移陽性胃がん

に対するD2+大動脈周囲リンパ節郭清－継承を受ける立場

から．第87回日本胃癌学会総会，2014，（広島），[ワーク

ショップ]

第２章　研究発表関係

１.　学会等における研究発表テーマ調べ（名誉総長・総長）
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消化器内科部

001 Hijioka S：Is the WHO 2010 classification sufficient 
to clearly characterize pancreatic neuroendocrine 
carcinoma?. 消化器病学会第4回国際フォーラム,2014,(東
京),[口演]

002 Niwa Y, Ishihara M, Tajika M, Tanaka T, Fujiyoshi 
T, Tsutsumi E, Yamao K：Endoscopic Submucosal 
Resection for Remnant Early Gastric Cancer vs U 
region Early Gastric Cancer. DDW2014,2014,(シカゴ),[ポ
スター ]

003 Fujiyoshi T, Niwa Y,ishihara M, Tanaka T, Tajika 
M, Yamao K：Comparison between the ESD resected 
specimen histology and Japan Esophageal Society 
Classification of Magnified Endoscopy for the Diagnosis 
of Superficial Esophageal Squamous Cell Carcinoma 
(SCC). DDW2014,2014,(シカゴ),[ポスター ]

004 Morizane C, Okusaka T, Mizusawa J, Katayama 
H, Ueno M, Ikeda M, Ishii H, Azuma T, Iguchi 
H, Nakamori S, Mizuno N, Sata N, Sugimori 
K, Yamaguchi K, Mine T, Sano K, Maguchi H, 
Shimizu K, Furuse J, and Japan Clinical Oncology 
Group：Randomized phase III study of gemcitabine 
plus S-1 combination therapy versus gemcitabine plus 
cisplatin combination therapy in advanced biliary 
tract cancer：A Japan Clinical Oncology Group study 
(JCOG1113). ASCO 2014,2014,(シカゴ),[ポスター ]

005 Hara K：EUS-BD for first-line biliary drainage 
procedure . T-CAP2014,2014,(東京),[講演]

006 Hara K：Interventional EUS for SMTs. EFJ 2014,2014, 
(小樽),[特別講演]

007 Sato T, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H,  
Yogi T, Tsutsumi H, Yamao K：EUS-guided biliary 
drainage for patients with gastric outlet obstruction.. 
19th EUS2014,2014,(インド),[ポスター ]

008 Tsutsumi H, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka 
H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yogi T, 
Fujiyoshi T, Sato T, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K：

Clinical impact of preoperative endoscopic ultrasound-
guided fine needle aspiration for pancreatic ductal 
adenocarcinoma. 19th EUS2014,2014,(イ ン ド),[ポ ス

ター ]
009 Hara K：EUS-CDS for malignant biliary obstraction. 

19th EUS2014,2014,(インド),[ポスター ]
010 肱岡　範：Diagnosis of Pancreatic ductal carcinoma. 第

6回日本・モンゴル国際消化器癌シンポジウム,2014,(モン

ゴル),[講演]
011 Yoshida T , Hijioka S, Hosoda W, Mizuno N, Hara 

K, Imaoka H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, 

Yogi T, Tsutumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Hieda N, 
Okuno N, Shimizu Y, Yatabe Y, Niwa Y, Yamao 
K：Does the WHO 2010 classification of pancreatic 
neuroendocrine  neoplasms accurately characterize 
pancreatic neuroendocrine carcinomas?. 第6回日本・モ

ンゴル国際消化器癌シンポジウム,2014,(モンゴル),[口演]
012 Tajika M, Niwa Y, Tanaka T, Ishihara M, Mizuno 

N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Yogi T, Tsutsumi 
T, Fujiyoshi T, Sato T, Yoshida T, Okuno N, Hieda 
N, Yatabe Y, Bhatia V, Yamao K：MANAGEMENT 
AND LONG-TERM CLINICAL OUTCOME OF API2-
MALT1 POSITIVE GASTRIC MALT LYMPHOMA.
ESMO2014,2014,(Madrid),[ポスター ]

013 Hara K：EUS-CDS in Aichi Cancer Center Experience. 
The 8th Meeting of SGI,2014,(ソウル),[講演]

014 Okuno N, Hara K, Mizuno N , Hijioka S, Imaoka 
H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M , Yogi T, 
Tsutsumi H, Fujiyoshi T, Sato T,  Yoshida T, Hieda 
N,  Niwa Y, Yamao K：The efficacy of the 6mm fully 
covered self-expandable metallic stent (FCSEMS) for 
EUS-guided transhepatic biliary drainage. The 8th 
Meeting of SGI,2014,(ソウル),[ポスター ]

015 Hara K：Live Demonstration 3. The 8th Meeting of 
SGI,2014,(ソウル),[パネルディスカッション]

016 Hara K：Case Based Debate Session 1-Pancreatobiliary 
Intervention. The 8th Meeting of SGI,2014,(ソウル),[パネ

ルディスカッション]
017 Hara K：EUS-BD. JDDW2014,2014,(神戸),[シンポジウ

ム]
018 Kasuga A, Ueno H, Ikeda M, Ueno M, Mizuno 

N, Ioka T, Omuro Y, Nakajima T, Furuse J：

Efficacy, safety and pharmacokinetics (PK) of weekly 
nab-paclitaxel (nab-P) plus Gemcitabine (G) in 
Japanese patients (pts) with metastatic pancreatic 
cancer (MPC)：phase I/ II trial. 2014 Jointo APA/JPS 
Anniversary Meeting,2014,(ハワイ),[口演]

019 Hieda N, Imaoka H, Mizuno N, Hara K, Hijioka 
S, Tajika M, Tanaka T, Ishihara　M, Yogi T, 
Tsutsumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Yoshida T, Okuno 
N, Shimizu Y, Niwa Y, Yamo K：Clinical Course of 
Poorly Differentiated Pancreatic Adenocarcinoma After 
Surgical Resection. 2014 Jointo APA/JPS Anniversary 
Meeting,2014,(ハワイ),[ポスター ]

020. Hara K：Trouble Shooting of Duodenal Perforation. 
APFF,2014,(東京),[口演]

021 肱岡　範：The role of EUS-FNA for the diagnosis of 
pancreatic malignancy ～ focusing PDAC IPMN and 
PNET ～ . Chang Gung Memorial Hospital,2014,(台
湾),[講演]

2.　学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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022 Yogi T, Hijioka S, Mizuno N, Hara K, Imaoka 
H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Tsutsumi 
H, Fujiyoshi T, Yoshida T, Hieda N, Okuno N, 
Hosoda K, Yatabe K, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao 
K：Characteristics of recurrence after curative 
resection IPMN：a Japanese single-center study. 2014 
INTERNATIONAL CONFERENCE OF PANCREATIC 
MALIGNANCY,2014,(台湾),[ポスター ]

023 肱岡　範：Does the WHO 2010 classif ication of 
pancreatic neuroendocrine neoplasms accurately 
characterize pancreatic neuroendocrine carcinomas?. 
Asian Pacific Digestive week 2014,2014, (バ リ), [ポ ス

ター ]
024 Ishihara M,  Tajika M,  Tanaka T,  Mizuno 

N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Yamao K, 
Niwa Y：Characteristics of superficial esophageal 
cancer in patients with head and neck cancers. 
IASGO2014,2014,(オーストリア),[ポスター ]

025 Niwa Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Fujiyoshi 
T, Imaoka H, Hara K, Hijioka  S, Mizuno N, 
Yamao K：Depth Diagnosis of Superficial Esophageal 
Squamous Cell Carcinoma (SCC); comparisons in 
various modalities. IASGO2014,2014,(オーストリア),[ポ
スター ]

026 Tanaka T, Tajika M, Ishihara M, Mizuno N, Hara 
K, Hijioka S, Imaoka H,  Hashimoto M, Yatabe Y, 
Muro K, Yamao K, Niwa Y：Is serum HER2-ECD 
testing significant for resectable gastric cancer?. ASCO-
GI 2015,2015,(サンフランシスコ),[ポスター ]

027 Hara K：EUS-guided Pseudocyst Drainage. AEG 
Workshop 2015 in Thailand,2015,(バンコク),[特別講演]

028 Hara K：EUS-FNA　technique 1. AEG Workshop 2015 
in Thailand,2015,(バンコク),[ワークショップ]

029 Hara K：EUS-FNA technique2. AEG Workshop 2015 
in Thailand,2015,(バンコク),[ワークショップ]

030 Hara K：Current status of EUS guided biliary 
drainage in Japan. 1st Round table meeting on EUS 
guided intrahepatic biliary drainage (EUS-IBD),2015, 
(ソウル),[口演]

031 Hara K：ERCP vs. EUS-BD for distal malignant 
biliary obstruction. 1st Round table meeting on EUS 
guided intrahepatic biliary drainage (EUS-IBD),2015, 
(ソウル),[講演]

032 Sato T, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka 
H, Maeda S, Nakajima A,  Kubota K, Yamao K：

he role of gastroduodenal stent intervention in the 
treatment of pancreatic cancers.. the 100th General 
Meeting of the Japanese Society of Gastroenterology 
YIA at the 4th International Forum,2014,(東京),[口演]

033 Mizuno N, Hara K, Hijioka S, Imaok H, Yamao 
K：Type 2 AIP and AIP-Not Otherwise Specified in 
Japanese patients.第45回日本膵臓学会,2014,(北九州),[口

演]
034. Ikeda M, Ueno H, Ueno M, Mizuno N, Ioka T, 

Omuro Y, Nakajima T, Furuse J：A phase I /II trial 
of weekly nab-paclitaxel (nab-P) + Gemcitabine (GEM) 
in Japanese patients (pts) with metastatic pancreatic 
cancer (MPC). 第12回日本臨床腫瘍学会学術集会,2014,(福
岡),[口演]

035. 肱岡　範：胆膵診療にEUSを最大限に生かす. 鹿児島県愛

胃会,2014,(鹿児島),[講演]
036. 原　和生：中下部悪性胆管狭窄に対する内視鏡的胆道ドレ

ナージ. SEMS meeting in 島根,2014,(島根),[特別講演]
037. 山雄健次：膵がんの発見方法と内科的治療（抗がん剤治療

含む）. 中日文化センター　社会・自然科学講座,2014,(名
古屋),[講演]

038. 肱岡　範：EUS-FNAによるPNETの診断最前線. 三重

EUS-FNAセミナー ,2014,(三重),[講演]
039. 水野伸匡，原　和生，山雄健次：ICDCにおける2型AIP

およびAIP-not otherwise specified (AIP-NOS)の実態. 第
100回日本消化器病学会総会,2014,(東京),[パネルディス

カッション]
040. 今岡　大，清水泰博，水野伸匡：当院での膵癌術後補助化

学療法を振り返る　S-1の投与量からみた検討. 第100回日

本消化器病学会総会,2014,(東京),[口演]
041. 佐藤高光，原　和生，山雄健次：EUS-FNAによる膵腫瘤

診断の標準化を目指して〜診断能向上への工夫〜. 第100
回日本消化器病学会総会,2014,(東京),[シンポジウム]

042. 與儀竜治，肱岡　範，山雄健次：当院におけるIPMN併存

膵癌及び切除後再発例の臨床病理学的検討. 第100回日本

消化器病学会総会,2014,(東京),[ワークショップ]
043. 堤　英治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田

近正洋，永塩美邦，関根匡成，與儀竜治，藤吉俊尚，佐藤

高光，坂本康成，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院に

おける膵神経内分泌腫瘍に対するエベロリムスでの治療経

験. 第100回日本消化器病学会総会,2014,(東京),[ポスター ]
044. 原　和生：EUS-BDの現在とこれから. 第87回日本超音波

医学会総会,2014,(横浜),[シンポジウム]
045. 山雄健次：我が国におけるInterventional EUSの歴史と

現況. 日本消化器内視鏡学会附置研究会　超音波内視鏡下

治療研究会,2014,(横浜),[講演]
046. 肱岡　範，原　和生，丹羽康正，山雄健次：EUSにて詳

細に観察し診断し得た後腹膜原発性腺外胚細胞腫瘍の１

例. 第87回日本超音波医学会,2014,(横浜),[口演]
047. 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩義邦，関根匡成，藤吉俊尚，與

儀竜治，堤　英治，佐藤高光，山雄健次，丹羽康正：脈

管侵襲からみた直腸カルチノイド腫瘍に対する内視鏡治

療とWHO分類の妥当性. 第87回日本消化器内視鏡学会総

会,2014,(福岡),[口演]
048. 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根匡成，藤吉俊尚，佐藤

高光，與儀竜治，堤　英治，坂本康成，山雄健次，丹羽康

正：家族性大腸腺腫症（FAP）患者における大腸切除術後
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回腸嚢に再発する腺腫に対する内視鏡サーベイランス. 第
87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[プレナリー

セッション]
049 肱岡　範：ランチョンセミナー 5　内視鏡医が知っておく

べきPNETのすべて～診断から治療まで～ . 第８7回日本

消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[講演]
050 堤　英治，原　和生，肱岡　範：膵管癌に対する術前

EUS-FNAの診断能と再発に及ぼす影響の検討. 第87回日

本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[パネルディスカッ

ション]
051 山雄健次：ＣアームＸ線システムを用いた胆膵内視鏡治

療Update. 第87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福
岡),[司会]

052 肱岡　範：分枝型IPMNに対するEUSを主軸にした長期経

過観察法の成績～ PDAC早期発見およびEUSでの壁肥厚

径を中心に～ . 第87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福
岡),[講演]

053 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，田近

正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，丹羽康正，山雄健

次：悪性胃十二指腸狭窄に対するNiti-Sステント留置術の

検討〜長期経過の視点から〜. 第87回日本消化器内視鏡学

会総会,2014,(福岡),[口演]
054 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，山雄健次：

膵粘液癌における超音波内視鏡画像を中心とした検討. 第
87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[ポスター ]

055 原　和生：直視コンベックスを用いたInterventional 
EUS. 第87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[シン

ポジウム]
056 原　和生，糸井隆夫：胆膵内視鏡における質の高い技術習

得を目指した指導法の工夫. 第87回日本消化器内視鏡学会

総会,2014,(福岡),[座長]
057 原　和生：EUS-FNAの標準化に向けて：検体処理. 第

87回日本消化器内視鏡学会総会　附置研究会,2014,(福
岡),[講演]

058 石原　誠，田中　努，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正：

PET-CT検査による大腸がん検診の可能性. 第53回日本消

化器がん検診学会総会,2014,(福井),[口演]
059 山雄健次：膵がんの治療に必要な最新の診断技術. 第26回

日本肝胆膵外科学会,2014,(和歌山),[講演]
060 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田

近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤

吉俊尚，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，

丹羽康正，山雄健次：膵腫瘤に対するEUS-FNAの診断

能向上に向けて. 日本消化器病学会東海支部第120回例

会,2014,(名古屋),[シンポジウム]
061 原　和生：EUS-FNAトレーニング. EUS-FNAハンズオン

トレーニング,2014,(東京),[特別講演]
062 山雄健次：Interventional EUS：過去,現在,将来. 第112回

日本消化器内視鏡学会中国支部例会,2014,(岡山),[講演]

063 田近正洋，田中　努，石原　誠，藤吉俊尚，丹羽康正：当

施設におけるESD導入後の食道表在癌に対するEMRおよ

びESDの治療成績の比較検討. 第68回日本食道学会学術集

会,2014,(東京),[口演]
064 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，與

儀竜治，堤　英治，丹羽康正，山雄健次：非切除膵癌の治

療における胃十二指腸ステント留置術の現状. 第45回日本

膵臓学会,2014,(北九州),[シンポジウム]
065 與儀竜治，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，丹羽

康正，清水泰博，細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：T1
膵癌早期発見を目指して. 第45回日本膵臓学会,2014,(北九

州),[口演]
066 今岡　大，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，大澤高陽，肱

岡　範，原　和生，水野伸匡，永塩美邦，関根匡成，與儀

竜治，堤　英治，佐藤高光，丹羽康正，山雄健次：膵癌に

対する新たな治療戦略　切除可能膵癌 膵癌術後補助化学

療法におけるCA19-9の推移と術後再発のリスクについて

の検討. 第45回日本膵臓学会,2014,(北九州),[口演]
067 原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，佐藤高光，與

儀竜治，藤吉俊尚，堤　英治，石原　誠，田中　努，田近

正洋，丹羽康正，清水泰博，山雄健次：直視コンベックス

型EUSがFNAに有用であった術後再建腸管の1例. 第45回
日本膵臓学会,2014,(北九州),[ポスター ]

068 肱岡　範：ランチョンセミナー４ 上部消化管狭窄に対す

る治療戦略～十二指腸ステントが臨床を大きく変えた！

～ . 第69回日本消化器外科学会総会,2014,(福島),[講演]
069 田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次：API2-MALT1陽
性胃MALTリンパ腫に対する治療と予後に関する検討. 第
12回日本臨床腫瘍学会学術集会,2014,(福岡),[口演]

070 山雄健次：IPMNの臨床〜最近の話題〜. 第7回鳥取島根消

化器病懇談会,2014,(島根),[特別講演]
071 原　和生：胆膵領域におけるInterventional EUS. 第

14回日本消化器内視鏡学会東海支部ガイドライン研修

会,2014,(名古屋),[講演]
072 山雄健次：超音波内視鏡による消化器疾患の診断と治療　

Up to date. 第16回三重県超音波研究会,2014,(三重),[特別

講演]
073	肱岡　範：膵癌の診断の最前線. JCHO 人吉医療センター

院内講演会,2014,(熊本),[講演]
074 佐藤高光，肱岡　範　，原　和生，水野伸匡，今岡　大，

田近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤

吉俊尚，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹

羽康正，山雄健次：EUS-FNAにて縦隔膿瘍をきたした

肺小細胞癌の一例. 第13回　FNA Club Japan,2014,(東
京),[口演]

075 原　 和 生： 症 例 提 示,Case Study. 第13回　FNA Club 
Japan,2014,(東京),[パネルディスカッション]

076 田近正洋，石原　誠，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐

藤高光，高張大亮，室　圭，山雄健次，丹羽康正：SOX
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＋Bev療法単独で3年間Clinical CRを維持している切

除不能S状結腸癌の一例. 第52回日本癌治療学会学術集

会,2014,(横浜),[ポスター ]
077 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，

田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，

佐藤高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：modified 
Glasgow prognostic scoreは切除不能膵癌の予後予測に有

用である. 第52回日本癌治療学会学術集会,2014,(横浜),[口
演]

078 原　和生：胆道癌診療：内科的立場から. 臨床腫瘍学セミ

ナー ,2014,(名古屋),[講演]
079 與儀竜治，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，堤 

英治，藤吉俊尚，佐藤高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田

信弘，丹羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰

博，細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：十二指腸へ穿破し

たSPNの1例. 第61回日本消化器画像診断研究会,2014,(奈
良),[シンポジウム]

080 原　和生：Interventional EUS. 第35回日本超音波医学会

中部地方会,2014,(名古屋),[特別講演]
081 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽

康正：組織混在型早期胃癌6病変のNBI拡大内視鏡像に関

する検討. 第11回拡大内視鏡研究会,2014,(大阪),[口演]
082 肱 岡　 範： 膵 神 経 内 分 泌 腫 瘍 の 画 像・FNA診 断 と

WHO分 類 の 問 題 点. 第7回Kyoto Pancreatobiliary 
Meeting,2014,(大阪),[講演]

083 水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，清水泰博，

細田和喜，谷田部　恭，山雄健次：膵神経内分泌腫瘍診

断におけるピットフォールと超音波内視鏡下穿刺吸引法 
(EUS-FNA)の位置づけ. 第2回日本神経内分泌腫瘍研究会

学術集会,2014,(東京),[ワークショップ]
084 肱岡　範，藤吉俊尚，水野信匡，原　和生，今岡　大，與

儀竜治，堤　英治，佐藤高光，千田嘉毅，清水泰博，丹羽

康正，山雄健次：印刷業に従事し塩素系有機溶剤に曝露の

既往がある労災認定された胆管癌の1例. 第50回日本胆道

学会学術集会,2014,(東京),[口演]
085 古瀬純司，水野伸匡：肝門部胆管癌に対する薬物療法の

役割と治療成績. 第50回日本胆道学会学術集会,2014,(東
京),[シンポジウム]

086 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田

中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐

藤高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院での経験

からみた,膵腫瘤におけるEUS-FNAの診断意義と診断能

向上のための取り組み. 第53回日本臨床細胞学会秋季大

会,2014,(下関),[シンポジウム]
087 山雄健次：膵癌の治療〜最近の話題〜. 第62回佐賀胆膵研

究会,2014,(佐賀),[特別講演]
088 肱岡　範：集学的アプローチにおけるKey Point ～エキ

スパートからのmassage ～画像診断の観点から. pNET 
Expert Meeting ,2014,(東京),[講演]

089 山雄健次：膵癌の診療-最近の話題-. 第27回東北膵・胆道

癌研究会,2014,(山形),[講演]
090 田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根匡成，與儀竜

治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，山雄健次：新規腸管

洗浄剤モビプレップTM配合内用剤の有用性および安全性

の検討. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
091 藤吉俊尚，田中　努，石原　誠，田近正洋，佐藤高光，堤 

英治，與儀竜治，関根匡成，永塩美邦，今岡　大，肱岡　

範，原　和生，水野伸匡，山雄健次，丹羽康正：食道癌に

おける化学放射線療法後の遺残・再発病変に対する内視鏡

治療について. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
092 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，細田和

貴，谷田部　恭，山雄健次：当院におけるIPMN症例の長

期予後の検討. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
093 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽

康正：画像強調内視鏡を用いた咽頭表在癌の深達度診断. 
JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]

094 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田

中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤

高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院における膵癌

の予後の推移. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
095 堤　英治，肱岡　範，水野伸匡：膵神経内分泌腫

瘍の遠隔移転に関連する印紙の臨床病理学的検討. 
JDDW2014,2014,(神戸),[ワークショップ]

096 佐藤高光，原　和生，肱岡　範：胃十二指腸狭窄を伴う

患者に対する内視鏡的胆管ドレナージの検討：経乳頭的

ドレナージ vs EUSガイド下ドレナージ. the 22th Japan 
Digestive Disease Week 2014,2014,(神戸),[パネルディス

カッション]
097 山雄健次：EUS-FNA最前線. JDDW2014,2014,(神戸),[司

会]
098 原　和生：中下部悪性胆管狭窄に対する内視鏡治療. 広島

SEMSセミナー ,2014,(広島),[特別講演]
099 山雄健次：膵癌の診療-最近の話題-. 第9回臨床消化器病懇

話会,2014,(高知),[特別講演]
100 原　和生：胆膵領域におけるInterventional Endoscopy. 

三河GIワークショップ,2014,(知立),[特別講演]
101 山雄健次：EUS-FNA正診率100％を目指して！〜プロ

フェッショナルへの道〜. 第12回甲信越 胆・膵内視鏡

フォーラム,2014,(新潟),[特別講演]
102 田中　努，石原　誠，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正：原

発巣診断にFDG-PET/CTが有用であった径7mmの早期大

腸癌の１例. 第44回日本消化器がん検診学会東海北陸地方

会,2014,(名古屋),[口演]
103 肱岡　範：Discussion：膵・消化管神経内分泌腫瘍診療ガ

イドラインの問題点とその解決策. NET Expert Seminar 
2014 ,2014,(東京),[講演]

104 肱岡　範：膵神経内分泌腫瘍に対する画像とFNA診断. 第
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8回MH関西胆膵画像診断勉強会,2014,(大阪),[講演]
105 藤吉俊尚，田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，奥野の

ぞみ，稗田信弘，吉田　司，丸川高弘，山雄健次，丹羽康正：

生検による悪性診断が困難であった食道扁平上皮癌の1例. 
日本消化器病学会東海支部第121回例会,2014,(名古屋),[口
演]

106 原　和生：神経内分泌腫瘍. 日本消化器病学会東海支部第

121回例会,2014,(名古屋),[座長]
107 肱岡　範，原　和生，清水泰博：膵囊胞に対するアプロー

チ. JDDW2014,2015,(神戸),[講演]
108 肱岡　範：胆膵診療にEUSをどう生かすか？ . 熊本胆膵研

究会,2015,(熊本),[講演]
109 肱岡　範：愛知県がんセンター中央病院での膵癌早期発見

を目指した取り組み. 平成26年度第2回家族性膵癌に関す

る小班会議,2015,(東京),[講演]
110 肱岡　範：NETの画像及びFNA診断. 第177回　鹿児島消

化器内視鏡研究会　第302回鹿児島県消化器がん検診推進

機構,2015,(鹿児島),[講演]
111 原　和生：胆膵領域における Interventional Endoscopy. 

第8回富山ERCPセミナー ,2015,(富山),[特別講演]
112 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，後藤秀実，山雄

健次，丹羽康正：組織混在型早期胃癌におけるNBI拡大内

視鏡像の検討. 第11回日本消化管学会総会,2015,(東京),[口
演]

113 肱岡　範：膵・消化管神経内分泌腫瘍（NET）のすべて

～診断から薬物治療までの最前線～ . 第342回福島消化器

病研究会,2015,(福島県),[講演]
114 原　和生：10年後の消化器病学に向けて. FIGHT研究

会,2015,(東京),[ワークショップ]
115 肱岡　範：pNETにおける画像診断のポイント. pNET(膵

神経内分泌腫瘍)Webシンポジウム,2015,(東京),[講演]
116 肱岡　範：EUS-FNAによるPNET診断の留意点. 第10回

NET Work Japan,2015,(東京),[講演]
117 堤　英治，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，與

儀竜治，佐藤高光，清水泰博，谷田部　恭，細田和貴，山

雄健次：Intracystic papillary neoplasmより発生したと

考えられた胆嚢癌の一例. 第62回日本消化器画像診断研究

会,2015,(東京),[口演]
118 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，山雄健次，丹羽康正：切除可能胃癌に対する血清

HER2蛋白測定は有用か. 第87回日本胃癌学会総会,2015, 
(広島),[ポスター ]

119 肱岡　範：NETの病態と治療. ノーベルファーマ株式会社

社内研修,2015,(名古屋),[講演]

内視鏡部

001 Niwa Y, Ishihara M , Tajika M, Tanaka T,Fujiyoshi 
T,Tsutsumi E, Yamao K：Endoscopic Submucosal 
Resection for Remnant Early Gastric Cancer vs U 
region Early Gastric Cancer. DDW2014,2014,(シカゴ)，
[ポスター ]

002 Fujiyoshi T, Niwa Y, Ishihara M, Tanaka T, Tajika 
M, Yamao K：Comparison between the ESD resected 
specimen histology and Japan Esophageal Society 
Classification of Magnified Endoscopy for the Diagnosis 
of Superficial Esophageal Squamous Cell Carcinoma 
(SCC). DDW2014,2014,(シカゴ),[ポスター ]

003 Tsutsumi H, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka 
H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yogi T, 
Fujiyoshi T, Sato T, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K：

Clinical impact of preoperative endoscopic ultrasound-
guided fine needle aspiration for pancreatic ductal 
adenocarcinoma. 19th EUS2014,2014,(インド),[ポスター ]

004 Yoshida T , Hijioka S, Hosoda W, Mizuno N, Hara 
K, Imaoka H, Tajika M, Tanaka T,  Ishihara M, 
Yogi T, Tsutumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Hieda 
N,Okuno N, Shimizu Y, Yatabe Y, Niwa Y, Yamao 
K：Does the WHO 2010 classification of pancreatic 
neuroendocrine  neoplasms accurately characterize 
pancreatic neuroendocrine carcinomas?. 第6回日本・モ

ンゴル国際消化器癌シンポジウム,2014,(モンゴル),[口演]
005 Tajika M, Niwa Y, Tanaka T, Ishihara M, Mizuno 

N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Yogi T, Tsutsumi 
T, Fujiyoshi T, Sato T, Yoshida T, Okuno N, Hieda 
N, Yatabe Y, Bhatia V, Yamao K：MANAGEMENT 
AND LONG-TERM CLINICAL OUTCOME OF API2-
MALT1 POSITIVE GASTRIC MALT LYMPHOMA. 
ESMO2014,2014,(Madrid),[ポスター ]

006 Okuno N, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yogi T, Tsutsumi 
H, Fujiyoshi T, Sato T, Yoshida T, Hieda N, Niwa 
Y, Yamao K：The efficacy of the 6mm fully covered 
self-expandable metallic stent (FCSEMS) for EUS-
guided transhepatic biliary drainage. The 8th Meeting 
of SGI,2014,(ソウル),[ポスター ]

007 Hieda N, Imaoka H, Mizuno N, Hara K, Hijioka 
S, Tajika M, Tanaka T, Ishihara　M, Yogi T, 
Tsutsumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Yoshida T, Okuno 
N, Shimizu Y, Niwa Y, Yamo K：Clinical Course of 
Poorly Differentiated Pancreatic Adenocarcinoma After 
Surgical Resection. 2014 Jointo APA/JPS Anniversary 
Meeting,2014,(ハワイ),[ポスター ]

008 Yogi T, Hijioka S, Mizuno N, Hara K, Imaoka 
H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Tsutsumi 
H, Fujiyoshi T, Yoshida T, Hieda N, Okuno N, 
Hosoda K,Yatabe K, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao 
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K：Characteristics of recurrence after curative 
resection IPMN：a Japanese single-center study. 2014 
INTERNATIONAL CONFERENCE OF PANCREATIC 
MALIGNANCY,2014,(台湾),[ポスター ]

009 Ishihara M,  Tajika M,  Tanaka T,  Mizuno 
N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H,  Yamao K , 
Niwa Y：Characteristics of superficial esophageal 
cancer in patients with head and neck cancers. 
IASGO2014,2014,(オーストリア),[ポスター ]

010 Niwa Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Fujiyoshi 
T, Imaoka H, Hara  K, Hijioka S, Mizuno N, 
Yamao K：Depth Diagnosis of Superficial Esophageal 
Squamous Cell Carcinoma (SCC); comparisons in 
various modalities. IASGO2014,2014,(オーストリア),[ポ
スター ]

011 Tanaka T, Tajika M, Ishihara M, Mizuno N, Hara 
K, Hijioka S, Imaoka H, Hashimoto M, Yatabe Y, 
Muro K, Yamao K, Niwa Y：Is serum HER2-ECD 
testing significant for resectable gastric cancer?. ASCO-
GI 2015,2015,(サンフランシスコ),[ポスター ]

012 堤　英治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田

近正洋，永塩美邦，関根匡成，與儀竜治，藤吉俊尚，佐藤

高光，坂本康成，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院に

おける膵神経内分泌腫瘍に対するエベロリムスでの治療経

験. 第100回日本消化器病学会総会,2014,(東京),[ポスター ]
013 肱岡　範，原　和生，丹羽康正，山雄健次：EUSにて詳

細に観察し診断し得た後腹膜原発性腺外胚細胞腫瘍の１

例. 第87回日本超音波医学会,2014,(横浜),[口演]
014 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩義邦，関根匡成，藤吉俊尚，與

儀竜治，堤　英治，佐藤高光，山雄健次，丹羽康正：脈

管侵襲からみた直腸カルチノイド腫瘍に対する内視鏡治

療とWHO分類の妥当性. 第87回日本消化器内視鏡学会総

会,2014,(福岡),[口演]
015 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根匡成，藤吉俊尚，佐藤

高光，與儀竜治，堤　英治，坂本康成，山雄健次，丹羽康正：

家族性大腸腺腫症（ＦＡＰ）患者における大腸切除術後

回腸嚢に再発する腺腫に対する内視鏡サーベイランス. 第
87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[プレナリー

セッション]
016 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，田近

正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，丹羽康正，山雄健

次：悪性胃十二指腸狭窄に対するNiti-Sステント留置術の

検討〜長期経過の視点から〜. 第87回日本消化器内視鏡学

会総会,2014,(福岡),[口演]
017 藤吉俊尚，田中　努，丹羽康正：十二指腸濾胞性リンパ腫

の長期経過と治療成績の検討. 第87回日本消化器内視鏡学

会総会,2014,(福岡),[ワークショップ]
018 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，山雄健次：

膵粘液癌における超音波内視鏡画像を中心とした検討. 第
87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,(福岡),[ポスター ]

019 石原　誠，田中　努，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正：

PET-CT検査による大腸がん検診の可能性. 第53回日本消

化器がん検診学会総会,2014,(福井),[口演]
020 丹羽康正：一般演題４ 胃４（症例）. 第53回日本消化器が

ん検診学会総会,2014,(福井),[司会]
021 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田

近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤

吉俊尚，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，

丹羽康正，山雄健次：膵腫瘤に対するEUS-FNAの診断

能向上に向けて. 日本消化器病学会東海支部第120回例

会,2014,(名古屋),[シンポジウム]
022 田近正洋，田中　努，石原　誠，藤吉俊尚，丹羽康正：当

施設におけるESD導入後の食道表在癌に対するEMRおよ

びESDの治療成績の比較検討. 第68回日本食道学会学術集

会,2014,(東京),[口演]
023 藤吉俊尚，田中　努，石原　誠，田近正洋，丹羽康正：

画像診断法からみた食道表在癌の深達度診断の検討. 第68
回日本食道学会学術集会,2014,(東京),[パネルディスカッ

ション]
024 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，與

儀竜治，堤　英治，丹羽康正，山雄健次：非切除膵癌の治

療における胃十二指腸ステント留置術の現状. 第45回日本

膵臓学会,2014,(北九州),[シンポジウム]
025 與儀竜治，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，丹羽

康正，清水泰博，細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：T1
膵癌早期発見を目指して. 第45回日本膵臓学会,2014,(北九

州),[口演]
026 今岡　大，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，大澤高陽，肱

岡　範，原　和生，水野伸匡，永塩美邦，関根匡成，與儀

竜治，堤　英治，佐藤高光，丹羽康正，山雄健次：膵癌に

対する新たな治療戦略　切除可能膵癌 膵癌術後補助化学

療法におけるCA19-9の推移と術後再発のリスクについて

の検討. 第45回日本膵臓学会,2014,(北九州),[口演]
027 原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，佐藤高光，與

儀竜治，藤吉俊尚，堤　英治，石原　誠，田中　努，田近

正洋，丹羽康正，清水泰博，山雄健次：直視コンベックス

型EUSがFNAに有用であった術後再建腸管の1例. 第45回
日本膵臓学会,2014,(北九州),[ポスター ]

028 田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次：API2-MALT1陽
性胃MALTリンパ腫に対する治療と予後に関する検討. 第
12回日本臨床腫瘍学会学術集会,2014,(福岡),[口演]

029 佐藤高光，肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，田

近正洋，田中努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊

尚，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽康

正，山雄健次：EUS-FNAにて縦隔膿瘍をきたした肺小細

胞癌の一例. 第13回　FNA Club Japan,2014,(東京),[口演]
030 田近正洋，石原　誠，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
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岡　範，今岡　大，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐

藤高光，高張大亮，室　圭，山雄健次，丹羽康正：SOX
＋Bev療法単独で3年間Clinical CRを維持している切

除不能S状結腸癌の一例. 第52回日本癌治療学会学術集

会,2014,(横浜),[ポスター ]
031 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，

田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，

佐藤高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：modified 
Glasgow prognostic scoreは切除不能膵癌の予後予測に有

用である. 第52回日本癌治療学会学術集会,2014,(横浜),[口
演]

032 與儀竜治，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，

堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，吉田　司，奥野のぞ

み，稗田信弘，丹羽康正，田近正洋，田中　努，石原　

誠，清水泰博，細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：十二指

腸へ穿破したSPNの1例. 第61回日本消化器画像診断研究

会,2014,(奈良),[シンポジウム]
033 藤吉俊尚，田近正洋，丹羽康正：食道表在癌に対するNBI

拡大内視鏡診断. 第57回日本消化器内視鏡学会東海支部例

会,2014,(名古屋),[シンポジウム]
034 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽

康正：組織混在型早期胃癌6病変のNBI拡大内視鏡像に関

する検討. 第11回拡大内視鏡研究会,2014,(大阪),[口演]
035 肱岡　範，藤吉俊尚，水野信匡，原　和生，今岡　大，與

儀竜治，堤　英治，佐藤高光，千田嘉毅，清水泰博，丹羽

康正，山雄健次：印刷業に従事し塩素系有機溶剤に曝露の

既往がある労災認定された胆管癌の1例. 第50回日本胆道

学会学術集会,2014,(東京),[口演]
036 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田

中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐

藤高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院での経験

からみた,膵腫瘤におけるEUS-FNAの診断意義と診断能

向上のための取り組み. 第53回日本臨床細胞学会秋季大

会,2014,(下関),[シンポジウム]
037 田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，永塩美邦，関根匡成，與儀竜

治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，山雄健次：新規腸管

洗浄剤モビプレップTM配合内用剤の有用性および安全性

の検討. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
038 藤吉俊尚，田中　努，石原　誠，田近正洋，佐藤高光，堤 

英治，與儀竜治，関根匡成，永塩美邦，今岡　大，肱岡　

範，原　和生，水野伸匡，山雄健次，丹羽康正：食道癌に

おける化学放射線療法後の遺残・再発病変に対する内視鏡

治療について. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
039 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，細田和

貴，谷田部　恭，山雄健次：当院におけるIPMN症例の長

期予後の検討. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
040 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽

康正：画像強調内視鏡を用いた咽頭表在癌の深達度診断. 
JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]

041 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田

中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤

高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：当院における膵癌

の予後の推移. JDDW2014,2014,(神戸),[ポスター ]
042 石原　誠，田近正洋，丹羽康正：GERD今何が問題とされ

ているか(その争点) 当院におけるバレット食道癌の推移と

臨床的特徴の検討. JDDW2014,2014,(神戸),[パネルディス

カッション]
043 田中　努，石原　誠，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正：原

発巣診断にFDG-PET/CTが有用であった径7mmの早期大

腸癌の１例. 第44回日本消化器がん検診学会東海北陸地方

会,2014,(名古屋),[口演]
044 丹羽康正：早く見つけてしっかり治そう. 第44回日本消化

器がん検診学会東海北陸地方会，2014，(名古屋)，[司会]
045 藤吉俊尚，田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原 

和生，肱岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，奥野の

ぞみ，稗田信弘，吉田　司，丸川高弘，山雄健次，丹羽康正：

生検による悪性診断が困難であった食道扁平上皮癌の1例. 
日本消化器病学会東海支部第121回例会,2014,(名古屋),[口
演]

046 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀

竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，後藤秀実，山雄

健次，丹羽康正：組織混在型早期胃癌におけるNBI拡大内

視鏡像の検討. 第11回日本消化管学会総会,2015,(東京),[口演]
047 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，

肱岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，

與儀竜治，山雄健次，丹羽康正：切除可能胃癌に対す

る血清HER2蛋白測定は有用か. 第87回日本胃癌学会総

会,2015,(広島),[ポスター ]
048 田近正洋：大腸③．日本消化器学会東海支部 第120回例

会,2014,(岐阜),[座長]
049 田近正洋：胃・十二指腸・その他．第57回日本消化器内

視鏡学会東海支部例会,2014,(名古屋),[座長]
050 田近正洋：愛知県がんセンター開設50周年特別セミナー

「胃がんは内視鏡検査で早期発見・早期治療」．主催：日本

生命保険相互会社 名古屋東支店,2014,(名古屋),[講演]
051 田近正洋：愛知県がんセンター開設50周年特別セミナー

「ここまで進んだ大腸がんの内視鏡診断と治療」．主催：日

本生命保険相互会社 名古屋東支店,2015 ,(名古屋),[講演]
052 田近正洋：モーニングセミナー 2：次世代腸管洗浄剤の安

全性の検討～高齢者への安全性を問う～．第11回日本消

化管学会総会学術集会,2015,(東京),[講演]
053 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，山雄健次，

丹羽康正：下行結腸癌肺・肝転移術後に発生した高齢者早

期胃癌ESD後局所および遠隔再発の一例. 第87回日本胃癌

学会総会,2015,(広島),[ポスター ]
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呼吸器内科部

001 Kato T, Seto T, Nishio M, Goto K, Atagi S, Hosomi 
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術集会, 2014.10.31,（大阪）,[口頭]
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薬物療法部

001 Sakai D, Taniguchi　H, Tamura　T, Sugimoto 
N, Esaki T, Okuda H, Matsumoto T, Yamazaki 
K, Denda T, Yamaguchi K, Tsuda T, Hosokawa 
A, Makiyama A, Tobimatsu K, Goda F, Otsu S, 
Kishimoto J, Boku N, Nakamura S, Hyodo I, West 
Japan Oncology Group：Randomized phase II study 
of panitumumab (Pmab) plus irinotecan (CPT-11) versus 
cetuximab (Cmab) plus CPT-11 in patients with KRAS 
wild-type (WT) metastatic colorectal cancer (mCRC) 
following treatment with fluoropyrimidine, CPT-11, 
and oxaliplatin (L-OHP) chemotherapy：WJOG6510G. 
ASCO, 2014, (Chicago), [poster]

002 Al-Batran SE, Cutsem EV, Oh SC, Bodoky G, 
Shimada Y, Hironaka S, Sugimoto N, Lipatov 
O, Kim TY, Cunningham D, Rougier P, Muro 
K, Liepa A, Ballal S, Emig15 M, Ohtsu A, Wilke 
H:RAINBOW：Global, phase 3, randomized, double-
blind study of ramucirumab plus paclitaxel vs placebo 
plus paclitaxel patients with previously treated gastric 
or gastroesophageal junction adenocarcinoma – patient-
reported outcomes and performance status.  ESMO-
GI,2014, (Spain), [oral session]

003 Muro K, Bang Y, Shankaran V, Geva R, Catenacci 
DV, Gupta S, Eder J, Berger R, Gonzalez EJ, 
Pulini J, Ray A. B, Dolled-Filhart M, Pathiraja K, 
Shu X, Koshiji MR, Cheng JD, Chung H：A Phase 
1b Study of Pembrolizumab (Pembro; MK-3475) in 
Patients (Pts) With Advanced Gastric Cancer. ESMO, 
2014, (Madorid), [Proffered Paper session]

004 Nomura M, Abe T, Kodaira T, Oze I, Komori A, 
Narita Y, Masuishi T, Taniguchi H, Kadowaki S, 
Takahari D, Ura T, Andoh M, Kawai R, Uemura 
N, Tomita T, Tachibana H, Tanaka T, Tajika 
M, Niwa Y, Muro K：Comparison of surgery with 
definitive chemoradiotherapy for potentially resectable 
esophageal cancer：a propensity-score analysis. ESMO, 
2014, (Madorid), [Poster]

005 Shinozaki E, Fuse N, Kuboki Y, Kuwata T, Nishina 
T, Kadowaki S, Machida N, Yuki S, Ooki A, 
Kajiura S, Kimura T , Yamanaka T, Sasaki T, 
Shitara K, Nagatsuma A, Yoshino T , Ochiai A, 
Ohtsu A：Prognostic impact of HER2, EGFR, and 
C-MET status on overall survival of advanced gastric 
cancer patients treated with standard chemotherapy 
without trastuzumab in a first-line treatment：A 
japanese multicenter collaborative retrospective study. 
ESMO, 2014, (Madorid), [Poster]

006 Yamaguchi K, Akagi K, Muro K, Taniguchi H, 
Nishina T, Kajiwara T, Denda T, Hironaka S, 
Kudo T, Satoh T, Okamoto W, Yoshino T： Clinical 

validation of a novel multiplex kit for all RAS mutations 
in colorectal cancer：Results of RASKET(RAS KEy 
Testing) prospective multicenter study. ESMO, 2014, 
(Madorid), [Poster]

007 Muro K：Chemotherapy for Gastric Cancer in Japan　
－Overview－. Hungarian Society of Clinical Oncology, 
2014, (Hungary), [Educational Lecture Overseas Invited 
Speaker]

008 Muro K, Bang Y, Shankaran V, Geva R, Catenacci 
DV, Gupta S, Eder J, Berger R, Gonzalez EJ, Ray 
AB, Dolled-Filhart M, Emancipator K, Pathiraja 
K, Lunceford J. K, Cheng JD, Koshiji MR, Chung 
H：Relationship between PD-L1 expression and 
clinical outcomes in patients(Pts) with advanced gastric 
cancer treated with the anti-PD-1 monoclonal antibody 
pembrolizumab(Pembro;MK-3475) in KEYNOTE-012. 
ASCO-GI, 2015, (San Francisco), [General Poster 
Session]

009 Muro K, Bodoky G, Cesas A, Chao Y, Clingan P, 
Hironaka S, Komatsu S, Kurteva SP, Lipatov ON, 
Nishina T, Oh SC, Ohtsu A, Shimada Y, Sugimoto 
N, Cutsem EV, Carlesi R, Chandrawansa K, 
Wilke H：RAINBOW:A global, phase3, double-blind 
study of ramucirumab(RAM) plus paclitaxel(PTX) 
vesus placebo(PL) plus PTX in the treatment of 
advanced gastric and gastroesophageal junction(GEL) 
adenocarcinoma following disease progression on 
first-line platinum-and fluoropyrimidine-containing 
combination therapy-An age-grope analysis. ASCO-GI, 
2015, (San Francisco), [General Poster Session]

010 Nomura M, Kato K, Mizusawa J, Kataoka K, 
Ando N, Muro K, Ohtsu A, Igaki H, Shinoda M, 
Takeuchi H, Shimizu H, Hayashi K, Daiko H, Goto 
M, Komatsu Y, Konishi K, Miyata Y, Kitagawa 
Y：Compariso between neoadjuvant chemotherapy 
f o l l o w e d  b y  s u r g e r y ( N A C - S )  a n d  d e f i n i t i v e 
chemoradiotherapy(CRT) in overall survival for patients 
with clinical stageⅡ-Ⅲ esophageal squamous cell 
carcinoma(ESCC)(JCOG1406-A) . ASCO-GI, 2015, (San 
Francisco), [General Poster Session]

011 Ura T, Hironaka S, Tsubosa Y, Mizusawa J, 
Kataoka K, Kato K, Kitagawa Y, Kii T, Tomori 
A, Kiyota N, Taniki T, Chin K, Kojima T, Doki Y; 
Department of Clinical Oncology, Aichi Cancer 
Center Hospital, Aichi, Japan; Clinical Trial 
Promotion Department, Chiba Cancer Center, 
Chiba, Japan; Division of Esophageal Surgery, 
Shizuoka Cancer Center Hospital, Shizuoka, 
Japan; JCOG Data Center, National Cancer 
Center, Tokyo, Japan;：Early tumor shrinkage(ETS) 
and deepness of response(DpR) in patients with 
metastatic esophageal cancer receiving a first-line 
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treatment with DCF:Exploratory analysis of the 
JCOG0807. ASCO-GI, 2015, (San Francisco), [General 
Poster Session]

012 Masuishi T, Kawase T, Nishikawa K, Kunisaki C, 
Matsusaka S, Segawa Y, Nakamura M, Sasaki K, 
Nagao N, Tsuji A, Yuasa Y, Asami S, Takeuchi M, 
Furukawa H, Fujii M, Nakajima T：Multicenter 
phase Ⅱ study of trastuzumab with S-1 alone in elderly 
patients with HER-2 positive advanved gastric cancer 
(JACCRO GC-06) . ASCO-GI, 2015, (San Francisco), 
[General Poster Session]

013 Doi T, Kang YK, Muro K, Jiang Y, Jain RK, 
Lizambri R：A phase 3, multicenter, randomized, 
double-blind, placebo-controlled study of rilotumumab 
in combination with cisplatin and capecitabine (CX) as 
first-line therapy for Asian patients (pts) with advanced 
MET-positive gastric or gastroesophageal junction (G/
GEJ) adenocarcinoma：The RILOMET-2 trial. ASCO-G, 
2015, (San Francisco), [Trials in Progress Poster 
Session]

014 Tanaka T, Tajika M, Ishihara M, Mizuno N, Hara 
K, Hijioka S, Imaoka H, Hashimoto M, Yatabe Y, 
Muro K, Yamao K, Niwa Y：Is serum HER2-ECD 
testing significant for resectable gastric cancer? ASCO-
GI, 2015, (San Francisco), [General Poster Session]

015 Hashida H, Muro K, Itabashi M, Ohashi Y, 
Sugihara K：Observational study of first-line therapy, 
including cetuximab in cases of nonresectable colorectal 
cancer：CORAL (interim report). ASCO-GI, 2015, (San 
Francisco), [General Poster Session]

016 Yamazaki K, Yoshino T, Tsuchihara K, Shinozaki 
E, Muro K, Nishina T, Yamaguchi K, Akagi K, 
Yuki S, Yamanaka T, Nomura S, Fujii S, Esumi 
H, Abe Y, Ohtsu A：Clinical impact of expanded 
BRAF mutational status on the outcome for metastatic 
colorectal cancer patients with anti-EGFR antibody：
An analysis of the BREAC trial (Biomarker Research for 
Anti-EGFR Monoclonal Antibodies by Comprehensive 
Cancer Genomics).  ASCO-GI, 2015, (San Francisco), 
[General Poster Session]

017 Nagase M, Yamazaki K, Tamagawa H, Ueda S, 
Tamura T, Murata K, Tsuda T, Baba E, Tsuda 
M, Moriwaki T, Esaki T, Tsuji Y, Muro K, Taira 
K, Denda T, Ando M, Morita S, Boku N, Hyodo 
I, WJOG：The impact of early tumor shrinkage on 
survival in WJOG4407G trial, a randomized phase III 
trial of mFOLFOX6 plus bevacizumab versus FOLFIRI 
plus bevacizumab in first-line treatment for metastatic 
colorectal cancer.  ASCO-GI, 2015, (San Francisco), 
[General Poster Session]

018 Tabernero J, Ohtsu A, Muro K, Cutsem EV, Oh 
SC, Bodoky G, Shimada Y, Hironaka S, Ajani JA, 

Tomasek J, Safran H, Chandrawansa K, Hsu Y, 
Heathman M, Khan AZ, Ni L, Melemed AS, Gao 
L, Ferry D, Fuchs CS：Exposure-response (E-R) 
relationship of ramucirumab (RAM) from two global, 
randomized, double-blind, phase 3 studies of patients 
(Pts) with advanced second-line gastric cancer.  ASCO-
GI, 2015, (San Francisco), [General Poster Session]

019 Ohba A , Hashimoto J, Kato K, Ito Y, Hokamura 
N, Katada C, Ishiyama H, Yamamoto S, Ura T, 
Kodaira T, Kudo S, Nakamura T：Phase II study of 
chemoradiotherapy with docetaxel for elderly patients 
with stage II/III esophageal carcinoma：An updated 
report.  ASCO-GI, 2015, (San Francisco), [General 
Poster Session,]

020 Shitara K, Fujii S, Denda T, Kajiwara T, Yuki S, 
Nakajima TE, Takashima A, Kawasaki K, Tamura 
T, Esaki T, Naruge D, Ebi H, Kudo T, Taniguchi H, 
Akagi K, Yamanaka T, Ochiai A, Doi T, Ohtsu A, 
Yoshino T (GI-SCREEN)：Simultaneous identification 
of KRAS, NRAS, BRAF, and PIK3CA mutation in 
advanced colorectal cancer (aCRC) (GI-SCREEN 2013-
01). ASCO-GI, 2015, (San Francisco), [General Poster 
Session]

021 Tsuji A, Nakamura M, Masuishi T, Kotaka M, 
Shimada K, Kochi M, Takeuchi　M, Ichikawa W, 
Fujii M, Nakajima T：A phase I study of cetuximab 
(cet) in combination with S-1 and irinotecan (iri) (SIRC) 
in first-line treatment for metastatic colorectal cancer 
(mCRC) (JACCRO CC-10). ASCO-GI, 2015, (San 
Francisco), [General Poster Session]

022 Ichikawa W, Sunakawa Y, Tsuji A, Takahashi 
T, Denda T, Shimada K, Kochi M, Nakamura 
M, Kotaka M, Segawa Y, Tanioka H, Negoro Y, 
Takagane A, Tani S, Yamaguchi T, Masuishi T, 
Takeuchi M, Lenz H-J, Fujii M, Nakajima T：

Association of EGFR CA simple sequence repeat 1 
(CA-SSR1) variant with cetuximab (cet)-induced skin 
toxicity (ST) in Japanese metastatic colorectal cancer 
(mCRC) patients (pts) with overexpressed EGFR and 
KRAS exon 2 wild-type (KRAS wt) (JACCRO CC-05/06 
AR). ASCO-G, 2015, (San Francisco), [General Poster 
Session]

023 室　圭（司会）：CRT・化学療法が著効するStageⅡ，Ⅲ

食道がんの特徴. 日本食道学会学術集会, 2014,（東京）, 
[ワークショップ]

024 野村基雄（演者），安部哲也，古平　毅，宇良　敬，植村則久，

川合亮佑，丹羽康正，篠田雅幸，室　圭：切除可能食道癌

における手術療法と化学放射線療法の比較. 日本食道学会

学術集会, 2014,（東京）, [口演]
025 野村基雄（演者），尾瀬　功，宇良　敬，安部哲也，植村則久，

川合亮佑，丹羽康正，篠田雅幸，室　圭：切除可能食道癌 
cStageⅢまたは cT3に対する術前化学療法の検討日本食道
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学会学術集会, 2014,（東京）, [口演]
026 宇良　敬（演者），本間義崇，原　浩樹，對馬隆浩：食道

癌術前化学療法終了後からの再発までの期間と再発誤化学

療法の有効性との関連. 日本食道学会学術集会, 2014,（東

京）, [ポスター ]
027 室　圭（司会）：腫瘍崩壊症候群. 日本臨床腫瘍学会学術

集会, 2014,（東京）, [ランチョンセミナー ]
028 室　圭（司会）：大腸がん患者におけるRAS 遺伝子

（KRAS/NRAS 遺伝子）の測定に関するガイダンスの解説. 
日本臨床腫瘍学会学術集会, 2014,（東京）, [ケースカンファ

レンスとガイドライン／ガイダンスの紹介]
029 室　圭（司会）：Future perspective of therapeutic 

strategy for metastatic gastric cancer. 日本臨床腫瘍学会

学術集会, 2014,（福岡）, [International Session]
030 室　圭（演者）：大腸癌化学療法の最前線　～ ASCO 

2014, ESMO-GI 2014を受けて～ . 日本臨床腫瘍学会学術

集会, 2014,（福岡）, [ランチョンセミナー ]
031 谷口浩也（演者）：大腸がん患者におけるRAS 遺伝子

（KRAS/NRAS 遺伝子）の測定に関するガイダンスの解説. 
日本臨床腫瘍学会学術集会, 2014,（福岡）, [ケースカンファ

レンスとガイドライン／ガイダンスの紹介]
032 谷口浩也（演者），赤木　究，仁科智裕，傳田忠道，工藤敏啓，

室　圭，吉野孝之：Clinical validation of novel multiplex 
kit for all RAS mutations：Results of prospective 
multicenter RASKET study. 日本臨床腫瘍学会学術集会,
（福岡）, 2014. 7月[International Session]

033 門脇重憲（演者），成田有希哉，小森　梓，野村基雄，谷

口浩也，高張大亮，宇良　敬，安藤正志，丹羽康正，室　

圭：HER2陽性進行胃癌におけるトラスツズマブ併用化学

療法の予後因子としてのHER2免疫染色性の意義. 日本臨

床腫瘍学会学術集会, 2014,（福岡）, [口演]
034 小森　梓（演者），谷口浩也，成田有希哉，野村基

雄，門脇重憲，高張大亮，宇良　敬，安藤正志，室　

圭：Washout period of prior bevacizumab influences 
outcome of anti-EGFR therapy for chemotherapy-
refractory mCRC patients. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2014,（福岡）, [口演]

035 成田有希哉（演者），門脇重憲，谷口浩也，高張大亮，宇

良　敬，安藤正志，丹羽康正，原　浩樹，山口研成，室　圭：

HER2陽性切除不能進行再発胃癌においてtrastuzumab 
beyond progressionは有用か？ . 日本臨床腫瘍学会学術集

会, 2014,（福岡）, [口演]
036 上垣史緒理(演者)，宇良　敬，谷口浩也，門脇重憲，高張

大亮，安藤正志，加藤弥菜，田近正洋，室　圭：当院にお

けるレゴラフェニブの使用経験. 日本臨床腫瘍学会学術集

会, 2014,（福岡）, [口演]
037 野村基雄（演者），安部哲也，谷口浩也，門脇重憲，高張大亮，

宇良　敬，安藤正志，丹羽康正，室　圭：Implications 
for the AJCC staging systems on esophageal squamous 
cell  cancer patients receiving multimodality therapy. 日
本臨床腫瘍学会学術集会, 2014,（福岡）, [口演]

038 舛石俊樹（演者），島田光生，仁科智裕，森脇俊和，大

関瑞治，根来裕二，因藤春秋，傳田忠道，前場隆志，兵

頭一之介：高齢者切除不能再発大腸癌に対するUFT/
LV+bevacizumabの第Ⅱ相臨床試験（J-BLUE）：最終結果. 
日本臨床腫瘍学会学術集会, 2014,（福岡）, [口演]

039 山口和久（演者）：Phase II trial of S-1  oral leucovorin  
and bevacizumab in heavily pretreated patients with 
metastatic colorectal cancer. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2014,（福岡）, [口演]

040 佐藤太郎，山崎直也，滝川　一，伊藤英進，伊藤雄一郎，

坂口敏晃，山田　敬，室　圭，杉原健一：A Japanese 
post-marketing surveillance of regorafenib in colorectal 
cancer patients：interim report. 日本臨床腫瘍学会学術

集会, 2014,（福岡）, [シンポジウム]
041	町田　望，土井俊彦，坂東英明，室　圭，仁科智裕，山口研成，

高橋俊二，設楽紘平，佐藤暁洋，大津　敦：Multicenter 
Phase II Study of TAS-102 Monotherapy in Patients 
with Pretreated Advanced Gastric Cancer. 日本臨床腫瘍

学会学術集会, 2014,（福岡）, [口演]
042 田原　信，清田尚臣，室　圭，安藤雄一，Lori Wirth, 

Bruce Robinson，Steven Sherman， 鈴 木 拓 也， 藤

野克樹， Martin Schlumberger：放射性ヨード難治性

の甲状腺分化癌を対象としたレンバチニブの第3相試験

（SELECT試験）. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2014,（福岡）, 
[口演]

043 前田章光，安藤　仁，宇良　敬，齋藤　憲，水谷旭良，

藤村昭夫：癌患者における新規急性腎障害バイオマー

カー vanin-1の有用性の検討. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2014,（福岡）, [ポスター ]

044 室　圭（演者）：大腸癌化学療法におけるチーム医療の現

状と今後の展望-腫瘍内科医の立場から-. 日本癌治療学会

学術集会, 2014,（横浜）, [教育セミナー ]
045 室　圭（演者）：大腸癌化学療法の最前線　～ ASCO2014

を踏まえた治療戦略 ～ . 日本癌治療学会学術集会, 2014, 
（横浜）, [ランチョンセミナー ]

046 室　圭（演者）：大腸癌化学療法の新たな選択肢～スチバー

ガをどう使うか？～ . 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横

浜）, [ランチョンセミナー ]
047 室　圭（演者），江見泰徳，山中竹春，片寄　友，植竹

宏之，井村穣二，坂元亨宇，相島慎一，石田和之，杉原

健一，掛地吉弘，海野倫明，兵藤一之介，富田尚裕，前

原喜彦：大腸癌肝転移に対するmFOLFOX6+Bmabと
mFOLFOX6+Cmabの第Ⅱ相臨床試験（ATOM trial）. 日
本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [口演]

048 宇良　敬（演者）：消化器がん化学療法と緩和医療. 日本

癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [ランチョンセミナー ]
049 宇良　敬（演者），安部哲也，室　圭，植村則久，高張大亮，

川合亮佑，門脇重憲，安藤正志，谷口浩也：術前DCF療
法は術後感染性合併症を軽減させる. 日本癌治療学会学術

集会, 2014,（横浜）, [口演]
050. 宇良　敬（演者），室　圭，高張大亮，門脇重憲，安藤正志，

谷口浩也，野村基雄，成田有季哉，小森　梓：切除不能進

行・再発結腸・直腸癌患者に対するFOLFOXIRI+Bev療
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法の第Ⅰ相臨床試験. 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横

浜）, [口演]
051 宇良　敬（演者），室　圭，高張大亮，門脇重憲，安藤正志，

谷口浩也，野村基雄，成田有季哉，小森　梓：大腸癌化学

療法例における腫瘍マーカー増加の診断能分析. 日本癌治

療学会学術集会, 2014,（横浜）, [ポスター ]
052 門脇重憲（演者），成田有季哉，小森　梓，野村基雄，谷

口浩也，高張大亮，宇良　敬，安藤正志，丹羽康正，室　圭：

進行HER2陽性胃癌の臨床病理学的特徴に関する検討. 日
本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [口演]

053 谷口浩也（演者）：大腸癌術後補助化学療法～ It's time 
for the next step ～ . 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横

浜）, [ランチョンセミナー ]
054 谷口浩也（演者），小森　梓，成田有季哉，野村基雄，門

脇重憲，高張大亮，安藤正志，石原　誠，田中　努，田近

正洋，宇良　敬，丹羽康正，室　圭：BRAF変異型大腸が

んに対する治療戦略. 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横

浜）,  [口演]
055 成田有季哉（演者），高張大亮，小森　梓，野村基雄，

谷口浩也，門脇重憲，宇良　敬，安藤正志，室　圭：

切除不能進行再発大腸がんに対するSOX+BV療法と

CapeOX+BV療法の後方視的検討. 日本癌治療学会学術集

会, 2014,（横浜）, [口演]
056 小森　梓（演者），門脇重憲，近藤千紘，野村基雄，成田

有季哉，上垣史緒理，新田壮平，山口和久，谷口浩也，高

張大亮，宇良　敬，安藤正志，室　圭：既治療の進行胃癌

に対するオキサリプラチン（Ox）療法の有用性の検討. 日
本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [ポスター ]

057 舛石俊樹（演者），酒井義法，松井　徹，中村倫太郎，

安斎　翔，鈴木雄一朗，小堀郁博，深見裕一，鈴木康

平，江頭徹哉，草野史彦，鈴木恵子：大腸癌1次治療

cetuximab+irinotecan+S-1第Ⅱ相試験：原発部位/ETS/
DpR/RAS遺伝子解析. 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横

浜）, [口演]
058 近藤　建，片岡政人，中山裕史，竹田　伸，室　圭，板橋道郎，

大橋靖雄，杉原健一：切除不能大腸癌症例におけるセツキ

シマブを含む初回治療の観察研究：CORAL（中間報告）. 
日本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [口演]

059 立松三千子，伊藤誠二，小原真紀子，秋山理恵，佐藤由美，

栗木玲子，秦　毅司，佐藤洋造，室　圭：医看薬薬連携に

よる外来がん患者サポートのアウトカム. 日本癌治療学会

学術集会, 2014,（横浜）, [口演]
060 傳田忠道，廣中秀一，室　圭，谷口浩也，山口研成，赤木　究，

仁科智裕，梶原猛史，工藤敏啓，佐藤太郎，岡本　渉，吉

野孝之：新規RAS 変異検出キットの多施設臨床性能試験

（RASKET 試験）. 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, 
[口演]

061 渡邉清永，宇良　敬：食道癌術前化学療法症例の有害事象

出現予測に関する栄養スクリーニング法の有用性. 日本癌

治療学会学術集会, 2014,（横浜）, [口演]
062 山田知里，宇良　敬，西尾充代，戸﨑加奈江，小原真紀子，

宮谷美智子，高畑知帆子：抗EGFR抗体製剤によるざ瘡様

皮疹悪化の危険. 日本癌治療学会学術集会, 2014,（横浜）, 
[口演]

063 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，

肱岡　範，今岡　大，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，

佐藤高光，高張大亮，室　圭，山雄健次，丹羽康正：

SOX+Bev療法単独で3年間Clinical CRを維持している切

除不能S状結腸癌の1例. 日本癌治療学会学術集会,（横浜）, 
2014.  8月[ポスター ]

064 室　圭，谷田部　恭：消化器腫瘍内科医と病理医の密接な

関係性構築の重要性. 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, 
[特別企画]

065 室　圭（司会）：進行再発胃癌に対する化学療法の戦略と

マネージメント. 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ラン

チョンセミナー ]
066 室　圭（演者）：胃癌薬物療法2015 Update ～大きく変貌

する予感～ . 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ランチョ

ンセミナー ]
067 室　圭（司会）：胃癌化学療法の類似薬をどう使う？～

nab-paclitaxel, Oxaliplatinの従来薬との差別化～ . 第87
回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ワークショップ]

068 門脇重憲（演者），成田有季哉，舛石俊樹，谷口浩也，宇

良　敬，安藤正志，丹羽康正，谷田部　恭，江藤徹哉，室　圭：

HER2陽性進行胃癌に対するTrastuzumab併用化学療法に

おいてHER2免疫染色強度は効果予測因子である. 第87回
胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ポスター ]

069 成田有季哉（演者），門脇重憲，舛石俊樹，丹羽康正，谷

田部　恭，江藤徹哉，原　浩樹，山口研成，室　圭：

HER2陽性胃がんにおけるtrastuzumab(Tmab) beyond 
progression(TBR) . 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [パ
ネルディスカッション]

070 小森　梓（演者），門脇重憲，野村基雄，近藤真由美，成

田有季哉，舛石俊樹，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，室

　圭：既治療の進行胃癌に対するオキサリプラチン併用

療法の有用性の検討. 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, 
[ワークショップ]

071 近藤真由美（演者），門脇重憲，小森　梓，成田有季哉，

舛石俊樹，野村基雄，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，

室　圭：切除不能進行胃癌に対する1st line FOLFOX療

法. 第87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ワークショップ]
072 町田　望，布施　望，桑田　健，仁科智裕，門脇重憲，篠

崎英司，結城敏志，大木　暁，山中竹春，吉野孝之：切除

不能進行・再発胃癌におけるHER2，EGFR，c-METと予

後の関連に関する他施設共同レトロスペクティブ研究. 第
87回胃癌学会総会, 2015,（広島）, [ポスター ]

073 塩田亜由美，宇良　敬，向井未年子，戸﨑加奈江：緩和ケ

ア病棟をもたないがん専門病院一般病棟における終末期医

療は病院経営的見地では許容されるか？：日本がん看護学

会学術集会, 2015,（横浜）, [ポスター ]
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臨床検査部・遺伝子病理診断部

001 Yatabe Y：Debate:Screening for ALK:FISH.6th 
International Workshop on Molecular Targeted Therapy 
in Lung Cancer,2014,(Bangkok,Thailand), [講演]

002 Yatabe Y：How do we use IHC in diagnostic pathology. 
IASLC PathologyPanel,2015,(USA,Boston), [講演]

003 谷田部 恭：肺腺癌を規定するベクトル-細胞像，組織像と

遺伝子変化,第55回日本臨床細胞学会（春期大会）,2014,（横

浜）, [講演]
004 谷田部 恭：臨床医のための分子病理診断の基礎.第55回日

本肺癌学会学術集会,2014,（京都）,[シンポジウム]
005 谷田部 恭：肺がんにおける遺伝子検査.第32回日本染色遺

伝子検査学会総会・学術集会,2014,（名古屋）, [講演]
006 谷田部 恭：腫瘍バンクにおける課題.第18回抗悪性腫瘍薬

開発フォーラム,2015,（東京）, [講演]
007	細田和貴：EUS-FNAによる膵癌診断の精度向上に向け

て.第103回日本病理学会総会,2014,（広島）, [コンパニオ

ンミーティング]
008 細田和貴：Mucinous phenotypeを有する膵癌はGNAS変

異を高頻度に有する.第100回日本消化器病学会総会,2014,
（東京）,[講演]

009 近藤千晶，堀尾芳嗣，坂尾幸則，樋田豊明，谷田部 恭：

愛知県がんセンター肺がん遺伝子解析プログラムについ

て.第55回日本肺癌学会学術集会,2014,（京都）, [口演]
010 柴田典子 ：病理・細胞診検体を用いた遺伝子検査.  3回神

戸免疫組織診断セミナー , 2014,（兵庫県）, [講演]
011 柴田典子 ：病理・細胞診検体を用いた遺伝子検査. 静岡臨

床検査技師会H26年度第1回染色体・遺伝子検査部門研修

会, 2014,（静岡県）, [講演]
012 庄司基嗣，尾関順子，柴田典子，植田菜々絵，細田和貴，

村上善子，佐々木英一，橋本光義，越川　卓，谷田部 恭：

膵腺扁平上皮癌における細胞像の検討. 第34回日本臨床細

胞学会東海連合会学術集会, 2015,（愛知県）， [口演]
013 村上裕美：当院におけるカンジダ血症の検討とICTの取り

組み．臨床検査メディカル・カンファレンス，2014，（愛

知県），[口演]
014 濱﨑光生：HBｓ抗体の判定基準について．臨床検査メ

ディカル・カンファレンス，2014，（愛知県），[口演]
015 尾関順子：EUS-FNA迅速細胞診での確認すべきポイン

ト．臨床検査メディカル・カンファレンス，2014，（愛知

県），[口演]

頭頸部外科部

001 Hirakawa H：Sentinel navigation surgery for oral 
cancer. 18th WCBIP/ WCBE World Congress, 2014,(京
都),[シンポジウム]

002 Suzuki H, Kato K, Fujimoto Y, Itoh Y, Hiramatsu 
M, Naganawa S, Hasegawa Y, Nakashima T：

Prognostic value of 18F-fluorodeoxyglucose uptake 

before treatment for pharyngeal cancer. 18th WCBIP/
WCBE World Congress, 2014,(京都),[ポスター ]

003 Hasegawa Y：SNNS and PET/CT in the head and neck 
cancers. IAEA/RCA Regional Training Basic Course on 
Inproving Cancer Management with Hybrid Nuclear 
Medicine Imaging, 2014,(千葉),[講演]

004 Kawakita D, Ijichi K, Hanai N, Murakami S, 
Hasegawa Y：Time to relapse is an important 
prognostic factor in relapsed head and neck squamous 
cell carcinoma patients. 5th World Congress of IFHNOS 
and Annual Meeting of the AHNS, 2014,(ニューヨーク)，
[口演]

005 Hanai N, Kimura T, Ozawa T, Hirakawa H, Suzuk 
H, Fukuda Y, Hasegawa Y：Significance of the 
modified glasgow prognostic score in head and neck 
cancer. 5th World Congress of IFHNOS and Annual 
Meeting of the AHNS, 2014,(ニューヨーク),[ポスター ]

006 Fukuda Y, Hanai N, Ozawa T, MD, Hirakawa H, 
Suzuki H, Yamashita H, Hasegawa Y：Prevention 
of postoperative delirium after reconstructive surgery in 
head and neck cancer. 5th World Congress of IFHNOS 
and Annual Meeting of the AHNS, 2014,(ニューヨーク)，
[ポスター ]

007 Ozawa T：Supracricoid partial  laryngectomy 
(SCPL) with cricohyoidoepiglotto-pexy (CHEP) or 
cricohyoidopexy(CHP) for salvage surgery. 5th World 
Congress of IFHNOS and Annual Meeting of the AHNS, 
2014,(ニューヨーク),[ポスター ]

008 Hanai N：Laryngeal Function Preserving Strategy for 
Head and Neck Cancer. 5th World Congress of IFHNOS 
and Annual Meeting of the AHNS, 2014,(ニ ュ ー ヨ ー

ク),[パネルディスカッション]
009 Suzuki H：Lymph node density is a prognostic factor 

in Japanese patients with oral squamous cell carcinoma. 
4th World Congress on Cancer Science & Therapy, 
2014,(シカゴ),[ポスター ] 

010 Suzuki H：Lymph node density is a prognostic factor 
in patients with major salivary gland carcinoma. 2014 
World Cancer Congress, 2014,(メルボルン),[ ポスター ]

011 長谷川泰久：頭頸部癌薬物療法の最新知見. 第32回北陸頭

頸部腫瘍研究会,2014,(金沢),[特別講演]
012 中多祐介，花井信広，越川　卓，鈴木秀典，平川　仁，小

澤泰次郎，長谷川泰久：当科における頸部リンパ節超音波

ガイド下穿刺細胞診の検討. 日本超音波医学会第87回学術

集会, 2014,(横浜),[口演]
013 上村裕和，平川　仁，三浦弘規，吉本世一，塩谷彰浩，菅

澤　正，小須田茂，本間明宏，横山純吉，吉崎智一，塚原

清彰，長谷川泰久：口腔癌に対するセンチネルリンパ節ナ

ビゲーション頸部郭清術の研究. 第115回日本耳鼻咽喉科

学会総会･学術講演会, 2014,(福岡),[口演]
014 古川まどか，古川政樹，久保田彰，木谷洋輔，佐藤　要，

藤本保志，門田伸也，松浦一登，花井信広，佐藤雄一郎，
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下出佑造：頭頸部扁平上皮癌頸部リンパ節転移超音波診断

基準に関する第一次多施設研究. 第115回日本耳鼻咽喉科

学会総会･学術講演会, 2014, (福岡),[口演]
015 花井信広，木村隆浩，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，澤部　倫，

都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久：当科におけるセツキシ

マブの使用経験. 第115回日本耳鼻咽喉科学会総会･学術講

演会, 2014,(福岡),[口演]
016 富岡利文，林　隆一，別府　武，藤井　隆，小澤泰次郎，

朝蔭孝宏，鬼塚哲郎，藤本保志，松浦一登，川端一嘉：下

咽頭癌梨状陥凹癌における気管周囲の適切な取り扱いにつ

いて(多施設後ろ向き共同研究). 第115回日本耳鼻咽喉科学

会総会･学術講演会, 2014,(福岡),[口演]
017 木村隆浩，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，澤部　倫，

都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久：頭頸部癌患者において

もmGPSが予後規定因子となりうる. 第115回日本耳鼻咽

喉科学会総会･学術講演会, 2014,(福岡),[口演]
018 五十嵐健人，宮内　昭，杉谷　巌，杉野公則，野口志郎，

小野田尚佳，杉野圭三，折田頼尚，藤盛啓成，和田修幸，

菊森豊根，長谷川泰久，佐藤雄一郎，吉本世一，宮崎眞和：

甲状腺未分化癌の発生由来と予後に関する検討. 第26回日

本内分泌外科学会, 2014,(名古屋), [ワークショップ]
019 花井信広：頭頸部手術基本手技. 日本頭頸部がん学会主催

第5回教育セミナー , 2014,(東京),[口演]
020 小澤泰次郎，長谷川泰久，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，

福田裕次郎，木村隆浩，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，

向山宣昭，都築秀典，澤部　倫：喉頭亜全摘術の長期成績

の検討. 第38回日本頭頸部癌学会, 2014,(東京),[口演]
021 平川　仁，花井信広，小澤泰次郎，鈴木秀典，福田裕次郎，

木村隆浩，中多祐介，西川大輔，別府慎太郎，澤部　倫，

都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久：鼻副鼻腔がんに対する

術前化学療法の組織学的効果とその意義. 第38回日本頭頸

部癌学会, 2014,(東京),[口演]
022 澤部　倫，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

中多祐介，都築秀典，向山宣昭，長谷川泰久：中・下咽頭

癌における放射線単独療法と化学放射線療法の比較. 第38
回日本頭頸部癌学会, 2014,(東京),[口演]

023 福田裕次郎，花井信広，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，

中多祐介，西川大輔，木村隆浩，別府慎太郎，向山宣昭，

都築秀典，澤部　倫，山下裕司，長谷川泰久：頭頸部再建

手術における術後せん妄予防の検討. 第38回日本頭頸部癌

学会, 2014,(東京),[口演]
024 中多祐介，小澤泰次郎，平川　仁，鈴木秀典，花井信広，

西川大輔，別府慎太郎，木村隆浩，澤部　倫，都築秀典，

向山宣昭，福田裕次郎，長谷川泰久：頸部食道癌の治療成

績. 第38回日本頭頸部癌学会, 2014,(東京),[口演]
025 米澤宏一郎，林　隆一，鬼塚哲郎，長谷川泰久，大上研二，

本間明宏，岩江信法，加藤孝邦，丹生健一，加藤健吾，藤

井正人：下咽頭癌化学放射線療法後再発症例における救済

治療と予後の検討 多施設による観察研究. 第38回日本頭頸

部癌学会, 2014,(東京),[口演]

026 西川大輔，小澤泰次郎，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，

木村隆浩，中多祐介，別府慎太郎，澤部　倫，都築秀典，

向山　宣，長谷川泰久：内視鏡的咽喉頭手術（ELPS）症

例の検討. 第38回日本頭頸部癌学会, 2014,(東京),[口演]
027 脇坂尚宏，長谷川泰久，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，

菅澤　正，遠藤一平，喜多万紀子，吉崎智一：口腔癌にお

けるVEGF-D の発現とリンパ節転移に関する検討. 第38回
日本頭頸部癌学会, 2014,(東京),[口演] 

028 欄真一郎，伊地知圭，中西速夫，加藤幸成，小川徹也，村

上信吾，長谷川泰久：抗podoplanin 抗体（NZ-1）による

頭頸部扁平上皮癌の腫瘍増殖抑制効果の検討. 第38回日本

頭頸部癌学会, 2014,(東京),[ポスター ]
029 長谷川泰久：頭頸部癌治療合併症と口腔管理. 第27回日本

口腔・咽頭科学会, 2014,(札幌),[ランチョンセミナー ]
030 鈴木秀典，花井信広，小澤泰次郎，長谷川泰久：頭頸部癌

における18F-FDG集積とシスプラチン抗がん剤感受性試

験の関連. 第27回日本口腔・咽頭科学会, 2014,(札幌),[口
演] 

031 本間明宏，林　隆一，松浦一登，加藤健吾，川端一嘉，門

田伸也，長谷川泰久，鬼塚哲郎，藤本保志，加藤孝邦，丹

生健一，西野　宏，朝蔭孝宏，池淵嘉一郎，藤井正人：

上顎洞原発扁平上皮癌T4症例の頸部転移について　多

施設後ろ向き観察研究. 第52回日本癌治療学会学術集会, 
2014,(札幌),[口演]

032 鈴木秀典：オーダーメード頭頸部癌治療について. 第24回
鶴舞耳鼻科会, 2014,(名古屋),[口演]   

033 脇坂尚宏，長谷川泰久，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，

横山純吉，菅澤　正，遠藤一平，喜多万紀子，吉崎智一：

口腔癌のセンチネルリンパ節におけるリンパ管新生とリ

ンパ節転移に関する検討. 第16回ＳＮＮＳ研究会学術集会, 
2014,(鹿児島),[口演]

034 頭頸部癌センチネルリンパ節生検術共同研究班　長谷川泰

久，吉本世一，松塚　崇，甲能直幸，本間明宏，塩谷彰

浩，横山純吉，望月　眞，小須田茂，近松一朗，小柏靖

直，吉崎智一，上村裕和，三浦弘規，菅澤　正，鈴木幹

男，宮崎眞和，平野　滋，尾瀬　功，谷田部　恭，川北大

介，鈴木基之，塚原清彰，村上善子：頭頸部癌センチネル

リンパ節生検術臨床試験. 第16回ＳＮＮＳ研究会学術集会, 
2014,(鹿児島),[口演]

035 花井信広，木村隆浩，向山宣昭，長谷川泰久：甲状腺未

分化癌との鑑別を要した非典型的な化膿性甲状腺炎の一

例. 第47回日本甲状腺外科学会学術集会, 2014,(福岡),[ポス

ター ]
036 向山宣昭，花井信広，長谷川泰久：縦隔操作を行った

甲状腺腫瘍の検討. 第47回日本甲状腺外科学会学術集会, 
2014,(福岡),[口演]

037 寺田星乃，平川　仁，小澤泰次郎，鈴木秀典，花井信広，

中多祐介，澤部　倫，都築秀典，的場拓磨，向山宣昭，長

谷川泰久：喉頭癌T3/T4症例の放射線化学療法と手術療法

の比較. 第66回日本気管食道科学会総会ならびに学術講演

会, 2014,(高知),[口演]
038 花井信広：Management of patients with locally 
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advanced SCCHN. エキスパートミーティング, 2014,(東
京),[口演]

039 花井信広：Erbituxを用いた頭頸部癌化学療法　エビ

デンス，実際の症例をもとに. 山口県頭頸部癌治療セミ

ナー ,2014,(山口),[口演]
040 花井信広：アービタックスの長期投与におけるマネジメ

ントの実際. 2014頭頸部癌Expert Webセミナー , 2014,(東
京),[口演]

041 的場拓磨，花井信広，鈴木秀典，平川　仁，西川大輔，中

多祐介，澤部　倫，都築秀典，向山宣昭，寺田星乃，長谷

川泰久：ボイスプロテーゼ交換頻度の検討. 第159回東海

地方部会連合講演会, 2014,(名古屋),[口演]
042 長谷川泰久，尾瀬　功：がん治療の最前線から⑧ 咽頭が

んの疫学と診断. 栄中日文化センター「咽頭がんの診断と

治療」講座, 2015,(名古屋),[講演]   
043 花井信広：がん治療の最前線から⑧ 咽頭がんの外科治

療. 栄中日文化センター「咽頭がんの診断と治療」講座, 
2015,(名古屋),[講演] 

044 花井信広：CRT 後の頸部郭清術－術後合併症の予防と工

夫. 第25回日本頭頸部外科学会, 2015,(大阪),[手術手技セミ

ナー口演]
045 鈴木秀典，別府慎太郎，花井信広，平川　仁，西川大輔，

中多祐介，向山宣昭，都築秀典，澤部　倫：口腔扁平上皮

癌におけるlymph node density. 第25回日本頭頸部外科学

会, 2015,(大阪),[口演]
046 都築秀典，鈴木秀典，花井信広，平川　仁，西川大輔，中

多祐介，向山宣昭，澤部　倫，的場拓磨，寺田星乃，長谷

川泰久：中下咽頭癌における同時重複癌の検討. 第25回日

本頭頸部外科学会, 2015,(大阪),[口演]
047 向山宣昭，鈴木秀典，都築秀典，澤部　倫，的場拓磨，寺

田星乃，中多祐介，西川大輔，平川　仁，花井信広，長谷

川泰久：口腔癌cN+ 症例の臨床病理学的検討. 第25回日本

頭頸部外科学会, 2015,(大阪),[口演]
048 澤部　倫，花井信広，西川大輔，鈴木秀典，平川　仁，的

場拓磨，寺田星乃，向山宣昭，都築秀典，中多祐介，長谷

川泰久：中咽頭前壁癌に対する導入化学療法による振り分

け治療. 第32回東海頭頸部腫瘍研究会, 2015,(名古屋),[口
演]

049 花井信広：低侵襲と個別化を目指す頸部郭清術. 第5回
Conference on Head and Neck Cancer, 2015,(京都),[講演]

    
形成外科部

001 Hyodo I, Okumura S, Nakamura R, Kamei Y：

Comparision of Srapled and Hand-sewn Anastomoses 
after Free Jejunum Transfer.　European Congress on 
Head &Neck Oncology, 2014,(Liverpool,UK),[ポスター ]

002 Nakamur R, Okumura S, Hyodo I, Kamei Y：The 
Effect of The Use of the STA as a Recipient Vessel on 
Thyroid Dysfunction in Patients Undergoing TPLE 
with Hemithyroidectomy. European Congress on Head 

&Neck Oncology, 2014,　(Liverpool,UK),[ポスター ]
003 奥村誠子，中村亮太，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

乳房再建希望者に対する形成外科初診前説明DVDを作成

した効果の検証. 第57回日本形成外科学会総会・学術集会, 
2014,（長崎）,[一般演題]

004 中村亮太，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：上甲状戦動

脈切離後の甲状腺機能に関する検討.第57回日本形成外科

学会総会・学術集会, 2014,（長崎）,[一般演題]
005 中村亮太，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：譲既頸部郭

清例における遊離組織移植術の検討. 第38回日本頭頸部癌

学会, 2014,（東京), [一般演題]
006 奥村誠子，中村亮太，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲：

当院の乳房再建の動向〜インプラント保険適応になって〜 
.第49回中部形成外科学会, 2014,（石川), [一般演題]

007 中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，奥村誠子，兵藤伊久夫，

亀井　譲： シリコンインプラントによる乳房 1 次 1 期再

建に関する検討. 第11回日本乳癌学会中部地方会, 2014,
（岐阜), [一般演題]

008 奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，兵藤伊久夫，

武石明精，亀井　譲：乳頭乳輪温存乳房切除術 + 遊離腹

直筋皮弁による 1 次乳房再建の皮膚切開の違いによる検

討.第2回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会

総会, 2014,（東京),[一般演題]
009 中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，奥村誠子，兵藤伊久夫，

亀井　譲： シリコンインプラントによる乳房 1 次 1 期
再建に関する検討. 第2回日本乳房オンコプラスティック

サージャリー学会総会, 2014,（東京),[一般演題]
010 桑田知幸，兵藤伊久夫，奥村誠子，中村亮太，澤本尚哉，

亀井　譲，武石明精：同時両側乳癌に対して片側乳房部

分切除術：片側乳房全摘術 + 広背筋皮弁による 1 次 1 期
乳房再建を施行した 2 症例. 第2回日本乳房オンコプラス

ティックサージャリー学会総会, 2014,（東京),[一般演題]
011 澤本尚哉，奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，兵藤伊久夫，

亀井　譲：譲乳房再建における組織拡張器挿入時のドレー

ン留置位置についての検討　 ―皮下と大胸筋下― .第2
回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会, 
2014,（東京),[一般演題]

012 奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，兵藤伊久夫，

武石明精，亀井　譲：当院の free　MS2　TRAM　Flap 
による乳房再建の合併症と整容性の検討.第41回日本マイ

クロサージャリー学会学術集会, 2014,（京都), [一般演題]
013 中村亮太，澤本尚哉，桑田知幸，奥村誠子，兵藤伊久

夫，武石明精，亀井　譲：下腹壁動脈の解剖分類における 
Proximal Medial Branch(仮称)の重要性についての検討. 
第41回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 2014,（京

都), [一般演題] 
014 桑田知幸，兵藤伊久夫，奥村誠子，中村亮太，澤本尚哉，

亀井　譲：遊離複合組織移植を用いた頭頚部癌切除再建

における周術期合併症の検討－POSSUM は周術期合併症

の予測システムとなるか－. 第41回日本マイクロサージャ

リー学会学術集会, 2014,（京都), [一般演題]
015 澤本尚哉，奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，兵藤伊久夫，
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武石明精，亀井　譲：free MS-2 TRAM Flap の皮弁内血

管吻合付加位置についての検討　―深下腹壁動脈恥骨枝の

有用性.　第41回日本マイクロサージャリー学会学術集会, 
2014,（京都), [一般演題]

016 桑田知幸，澤本尚哉，中村亮太，奥村誠子，兵藤伊久夫，

長谷川泰久，亀井　譲：化学部リコンストラクションプ

レート露出に対してプレート抜去した症例の検討. 第32回
東海頭頸部腫瘍研究会, 2015,（名古屋),[一般演題]

017 兵藤伊久夫：パネルディスカッション；下肢リンパ浮腫

に対する治療. 第83回東海マイクロサージャリー研究会, 
2015,（名古屋）,[司会]　

呼吸器外科部

001 Mizuno T, Okumura M, Asamura H, Yoshida K, 
Niwa H, Kondo K, Horio H, Matsumura A and 
Yokoi K：Surgical management of recurrent thymic 
epithelial tumors：A retrospective analysis based on 
the Japanese nationwide database.

 for the Japanese Association for Research on the 
Thymus,5th International Thymic Malignancy 
Interest Group Annual Meeting, 2014,(Antwerpen, 
Belgium),[Oral Abstract Session]

002 坂倉範昭，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒

田浩章，谷田部　恭，坂尾幸則：肺腺癌の新病理学的浸

潤径を胸部HRCTで評価できるか？―病理学的浸潤径は

HRCT縦隔条件腫瘍径に相関する. 第31回日本呼吸器外科

学会総会,2014，（東京），[ポスター ]
003 坂倉範昭，瀬戸克年，飯塚修平，直海 晃，水野鉄也，黒

田浩章，坂尾幸則：隣接臓器浸潤T3肺癌における術前導

入化学放射線＋手術療法と初回手術療法の比較. 第55回日

本肺癌学会総会，2014，（京都），[ポスター ]
004 黒田浩章，坂尾幸則，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水

野鉄也，坂倉範昭：ICG併用赤外線蛍光胸腔鏡システムを

用いた解剖学的区域切除時の区域面形成の連続症例での検

討. 第31回呼吸器外科学会総会,2014,(東京),　[ビデオシン

ポジウム]
005 黒田浩章，千葉眞人，森　俊輔，小林祥久，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：完全胸腔鏡下左S*切除にMargin確保

のために2亜区域切除(S6b, S8a)を合併切除した1症例. 第
31回日本呼吸器外科学会総会,2014,(東京),[ビデオ]

006 黒田浩章，坂尾幸則，瀬戸克年，飯塚修平，千葉眞人，水

野鉄也，坂倉範昭：中葉原発肺癌における縦隔リンパ節廓

清の治療指数法を用いたデータに基づく意義の検討.　第

55回日本肺癌学会,2014,(京都),[一般口演]
007.黒田浩章，飯塚修平，瀬戸克年，千葉眞人，水野鉄也，坂

倉範昭，坂尾幸則：当院における完全胸腔鏡下肺葉切除・

区域切除術における縦隔リンパ節廓清の対面式・見上げ式

での検討.第27回日本内視鏡外科学会総会,2014,(岩手),　
[一般口演]

008 水野鉄也，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，黒田浩章，坂

倉範昭，坂尾幸則：Single station cN2症例における外

科治療の課題. 第31回日本呼吸器外科学会総会, 2014,(東
京),[一般口演]

009 水野鉄也，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，千葉眞人，黒

田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則：cN2/pN2非小細胞肺癌に対

する集学的治療; 導入療法と術後補助療法の比較.　第67回
日本胸部外科学会総会, 2014, (福岡), [一般口演]

010 水野鉄也，瀬戸克年，直海　晃，飯塚修平，千葉眞人，谷

田部　恭，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則：EGFR遺伝子

変異を有する非小細胞肺癌切除例における遺伝子変異型

による再発形式の相異.第55回日本肺癌学会, 2014, (京都), 
[ポスター ]

011 飯塚修平，黒田浩章，瀬戸克年，直海　晃，千葉眞人，水

野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則：インドシアニングリーン蛍

光観察を用いた完全胸腔鏡下肺区域面形成の検討.
 第27回日本内視鏡外科学会総会, 2014, (盛岡), [ワーク

ショップ]
012 飯塚修平，黒田浩章，瀬戸克年，直海　晃，千葉眞人，

水野鉄也，坂倉範昭，谷田部　恭，坂尾幸則 ：病理学的

10mm以下の小型肺癌の臨床病理学的検討.第55回日本肺

癌学会学術集会, 2014,(京都),[ポスター ]
013 瀬戸克年：抗血栓療法患者の肺癌患者-当科の方針と周

術期管理.第31回呼吸器外科学会総会, 2014, (東京), [ポス

ター ]
014 瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，千葉眞人，水野鉄也，黒

田浩章，坂倉範昭，稲葉吉隆，坂尾幸則：術前CTにおけ

る肺野条件結節影と病理学的浸潤径の関係-読影医間のば

らつきの大きい症例から病理学的浸潤径の予測方法を検討

する. 第55回日本肺癌学会, 2014, (京都), [ポスター ]
015 出嶋　仁，岡村　亮，金岡里恵，河合瑛香，中山敬史，

高橋祐介，松谷哲行，川村雅文：胸腔ドレーン抜去部位

の創感染に関する検討. 第31回日本呼吸器外科学会総会，

2014，(東京)，[ポスター ]
016 出嶋　仁，金岡里恵，河合瑛香，中山敬史，森田茂樹，

高橋祐介，松谷哲行，川村雅文：気胸で発症し，胸腔

鏡下生検により診断し得たPulmonary Langerhans cell 
histiocytosisの1例．第18回日本気胸・嚢胞性肺疾患学会

総会，2014，（福岡），[一般口演]
017 出嶋　仁，金岡里恵，河合瑛香，中山敬史，高橋祐介，松

谷哲行，川村雅文：重症筋無力症合併の診断に単線維筋電

図検査が役立った無症状胸腺腫の2切除例．第55回日本肺

癌学会総会，2014，（京都），[ポスター ]

乳腺科部

001 Tamura K, Hashimoto J, Tsuda H, Yoshida 
M, Yamauchi H, Aogi K, Shimizu S, Iwata H, 
Masuda N, Yamamoto N, Inoue K, Ohno S, Kuroi 
K, Sukigara T, Fujiwara Y, Ando M：Randomized 
phase II study of weekly paclitaxel with or without 
carboplatin followed by cyclophosphamide/epirubicin/5-
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fluorouracil as neoadjuvant chemotherapy for stage 
II/IIIA HER2-negative breast cancer．ASCO，2014，

（Chicago），[poster] 
002 Yoshimura A, Iwata H, Hayashi T, Kobayashi 

N, Saito K, Tsuneizumi M, Sawaki M, Hattori M, 
Nakada T, Yokota I, Toyama T：A randomized phase 
II study evaluating the use of prydoxine to prevent 
hand-foot syndrome associated with capecitabine 
therapy for advanced or metastatic breast cancer．
ASCO，2014，（Chicago），[poster] 

003 Kondo N, Fujita T, Sawaki1 M, Hattori1 M, 
Yoshimura A, Ichikawa M, Ishiguro J, Adachi Y , 
Kotani H, Hisada T, Iwata H：Preoperative axillary 
imaging with ultrasonography：Among the breast 
cancer patients with lymph node metastases, can we 
identify the patients who may omit axillary dissection?．
37th San Antonio breast cancer symposium，2014，（San 
Antonio），[poster]

004 Sakai T, Iwata H, Hasegawa Y, Nakamura R, 
Akabane H, Ohtani S, Kashiwaba M, Taira N, 
Toyama T, Yamamoto Y, Fujisawa T, Masuda N, 
Yamaguchi T, Mukai H, Ohashi Y：First report of 
clinicopathological analysis in neoadjuvant treatment 
phase in NEOS：A randomized study of adjuvant 
endocrine therapy with or without chemotherapy for 
postmenopausal breast cancer patients who responded 
to neoadjuvant letrozole．37th San Antonio breast 
cancer symposium，2014，（San Antonio），[poster]

005 Naito Y, Ohashi Y, Yokota I, Watanabe T, Iwata 
H, Ohsumi S, Ohno S, Hozumi Y, Yamamoto S, 
Takahashi M, Aihara T, Mukai H：Low body mass 
index (BMI) is associated with poor survival in Japanese 
patients with early breast cancer; an exploratory 
analysis of prospective randomized phase III trials 
N-SAS BC02 and 03．37th San Antonio breast cancer 
symposium，2014，（San Antonio），[poster]

006 Hayashi N, Niikura N, Masuda N, Takashima S, 
Nakamura R, Watanabe K , Kanbayashi C, Ishida 
M, Hozumi Y, Tsuneizumi M, Kondo N, Naito, 
Y：Prognostic factor of HER2-positive breast cancer 
patients developed brain metastasis：A multicenter 
retrospective analysis．37th San Antonio breast cancer 
symposium，2014，（San Antonio），[poster]

007 Y, Honda Y, Matsui A, Fujisawa T, Oshitanai 
R, Yasojima H, Yamauchi1 H, Saji S, Iwata H：

Prognostic factor of HER2-positive breast cancer 
patients developed brain metastasis：A multicenter 
retrospective analysis．37th San Antonio breast cancer 
symposium，2014，（San Antonio），[poster]

008 Shien T, Iwata H, Nakamura K, Kinoshita T, Hara 
F, Fujisawa T, Masuda N, Inoue K, Shibata T, 
Fukuda H：A randomized controlled trial comparing 

primary tumour resection plus systemic therapy with 
systemic therapy alone in metastatic breast cancer 
(JCOG1017 study; PRIM-BC)．37th San Antonio breast 
cancer symposium，2014，（San Antonio），[poster]

009 Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Kondo N, Horio A, 
Gondo N, Ichikawa M,  Idota A, Kotani H, Hisada 
T, Adachi Y, Ishiguro J, Iwata H：Changes in 
Ki67 expression in breast cancer during the menstrual 
cycle and menopause．37th San Antonio breast cancer 
symposium，2014，（San Antonio），[poster]

010 Fujita T：The Positioning of Mammotome in breast 
diagnosis, Japan．9th Seoul Breast Cancer Symposium，

2014，（Seoul），[oral]
011 Fujita T, Sawaki M, Hattori M, Kondo N, Horio 

A, Gondo N, Ichikawa M,  Idota A, Kotani H, 
Hisada T, Adachi Y, Ishiguro J, Iwata H：Risk of 
locoregional recurrence after mastectomy by hormone 
receptor status and HER2 status in breast cancer 
patients with 1-3 positive nodes．39th  ESMO,　2014，
（Madrid），[poster]

012 Iwata H, Yamamoto N, Masuda N, Bando H, Kuroi 
K, Ohno S, Kasai H, Morita S, Sakurai T, Toi M：

Dual HER2 blockage with lapatinib and trastuzumab 
for Japanese patients with HER2+ breast cancer．14th 
St. Gallen Breast Cancer Conference 2015，2015，

（Vienna），[poster]
013 Hattori M,   Fujita T, Sawaki M, Kondo N, 

Yoshimura A, Ichikawa M,  Ishiguro J, Iwata H：

Patterns of recurrence and survival in HER2+ patients 
relapsing after receiving adjuvant trastuzumab．14th 
St. Gallen Breast Cancer Conference 2015，2015，

（Vienna），[poster]
014 Ishiguro J：Comparison of complication,cosmetic 

outcome with or without irradiation after breast 
reconstruction．14th St. Gallen Breast Cancer 
Conference 2015，2015，（Vienna），[poster]

015 Kotani H,  Kondo N, Ishiguro J, Hisada T,  Adachi 
Y,  Ichikawa M, Yoshimura A, Hattori M, Sawaki 
M, Iwata H： Investigation by questionnaire of the 
employment of Japanese breast cancer patients．14th 
St. Gallen Breast Cancer Conference 2015，2015，

（Vienna），[poster]
016 Hisada T,   Nakada J, Okumura S, Kondo N, 

Sawaki M, Yoshimura A,  Adachi Y, Ishiguro J, 
Kotani H, Iwata H： Analgesia with thoracic wall 
nerve block for breast reconstruction with expander or 
implant．14th St. Gallen Breast Cancer Conference 
2015，2015，（Vienna），[poster]

017 Adachi Y,   Yoshimura A, Ichikawa M, Ishiguro 
J, Kotani H, Hisada T,  Hattori M, Kondo N, 
Sawaki M, Iwata H：Prognostic value of troponin I 
for chemotherapy-induced cardiac dysfunction in 
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breast cancer patients．14th St. Gallen Breast Cancer 
Conference 2015，2015，（Vienna），[poster]

018 Yoshimura A：Trends in breast cancer survival in 
Japan 1993-2006 (J-CANSIS) In the viewpoint of the 
clinician．第25回日本疫学会学術総会，2015，（名古屋），

[口演]
019 山本　豊，向井博文，岩田広治，渡辺　亨：術後薬物療法．

第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），[シンポジウム]
020 戸井雅和，岩田広治，増田慎三，高野利実，徳田　裕：

抗HER2療法（進行再発乳癌）．第22回日本乳癌学会総会，

2014，（大阪），[シンポジウム]
021 岩田広治：乳癌におけるBone Health．第22回日本乳癌学

会総会，2014，（大阪），[ランチョンセミナー ]
022 土井　俊，清水俊雄，西尾和人，古野孝之，岩田広治，佐

治重衡：JBCS/JSMO Joint Symposium．第22回日本乳

癌学会総会，2014，（大阪），[シンポジウム]
023 澤木正孝：APBI – 今後の展開- 2. 術中照射．第22回日本

乳癌学会総会，2014，（大阪），[シンポジウム]
024 藤田崇史，澤木正孝，服部正也，近藤直人，堀尾章代，権

藤なおみ，市川茉莉，井戸田愛，小谷はるる，久田知可，

足立弥生，石黒淳子，岩田広治：吸引式組織生検標本と手

術標本のKi67値の不一致は月経周期との関連はあるか？．

第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），[ポスターディ

スカッション] 
025 服部正也，市川茉莉，藤田崇史，澤木正孝，近藤直人，堀

尾章代，谷田部　恭，岩田広治：理学的完全寛解(pCR)の
定義毎にみた術前画像でのpCR予測精度．第22回日本乳

癌学会総会，2014，（大阪），[ポスター ] 
026 吉村章代：遺伝性乳がん卵巣がん症候群を疑う患者に対す

る遺伝カウンセリングと予防的両側卵巣卵管切除の有用性

の検討．第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），[ポスター

ディスカッション] 
027 石黒淳子：当院における術後薬物療法の基準と今回の改訂

のついての検討．第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），

[ポスター ]
028 小谷はるる，近藤直人，安立弥生，石黒淳子，久田知可，

市川茉莉，吉村章代，服部正也，藤田崇史，澤木正孝，岩

田広治：乳癌におけるアンドロゲンレセプターの発現につ

いての検討．第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），[ポ
スターディスカッション]

029 久田知可，澤木正孝，安立弥生，石黒淳子，小谷はるる，

市川茉莉，井戸田愛，権藤なおみ，堀尾章代，近藤直人，

服部正也，藤田崇史，岩田広治：乳房部分切除術における

術中標本撮影（Specimen Mammography）の有用性の検

討．第22回日本乳癌学会総会，2014，（大阪），[ポスター ]
030 藤田崇史，澤木正孝，服部正也，近藤直人，堀尾章代，権

藤なおみ，市川茉莉，井戸田愛，岩田広治：術前化学療法

後乳房切除症例に対する胸壁・鎖骨上照射の有用性の検

討．第114回日本外科学会総会，2014，（京都），[口演]
031 岩田広治：The present and perspective in Breast Cancer 

Study Groups of JCOG -JCOG乳がんグループの現況と

将来展望．第12回日本臨床腫瘍学会学術集会，2014，（福

岡），[シンポジウム]
032 服部正也：乳癌術前薬物療法によるさらなる縮小手術の可

能性．第12回日本臨床腫瘍学会学術集会，2014，（福岡），

[ワークショップ]
033 小谷はるる，近藤直人，安立弥生，石黒淳子，久田知可，

市川茉莉，吉村章代，服部正也，藤田崇史，澤木正孝，岩

田広治：乳癌脊髄髄内転移の6例．第12回日本臨床腫瘍学

会学術集会，2014，（福岡），[ポスター ]
034 服部正也：臨床試験の試験デザインからみたエリブリン治

療への期待値．第11回日本乳癌学会中部地方会，2014，（岐

阜），[ランチョンセミナー ]
035 石黒淳子：乳癌癌性腹水患者にBevacizumabを投与し腹

水中VEGF値の低下した1例．第11回日本乳癌学会中部地

方会，2014，（岐阜），[口演]
036 小谷はるる，近藤直人，安立弥生，石黒淳子，久田知可，

市川茉莉，吉村章代，服部正也，藤田崇史，澤木正孝，岩

田広治：乳癌術後に同側胸筋間に再発を認めた3例．第11
回日本乳癌学会中部地方会，2014，（岐阜），[口演]

037 久田知可，仲田純也，奥村誠子，近藤直人，藤田崇史，澤

木正孝，服部正也，吉村章代，小泉　圭，権藤なおみ，市

川茉莉，安立弥生，石黒淳子，小谷はるる，岩田広治：

当院における人工物を用いた乳房再建術に対する胸壁神

経ブロックの使用経験．第11回日本乳癌学会中部地方会，

2014，（岐阜），[口演]
038 服部正也：（ランチョンセミナー）HER2陽性進行再発乳

癌の治療戦略 - セカンドライン以降での治療選択について

-．第11回日本乳癌学会九州地方会，2015，（福岡），[口演]
039 小谷はるる，近藤直人，安立弥生，石黒淳子，久田知可，

市川茉莉，吉村章代，服部正也，藤田崇史，澤木正孝，岩

田広治：当院における乳癌患者の就労調査．第62回日本

職業・災害医学会学術大会，2014，（神戸），[口演]
040 岩田広治：HER2陽性乳癌に対する新たな治療戦略．第52

回日本癌治療学会学術集会，2014，（横浜），[シンポジウム]
041 服部正也：HER2陽性進行再発乳癌におけるT-DM1治療

後の抗HER2療法の効果．第52回日本癌治療学会学術集会，

2014，（横浜），[口演]
042 久田知可：当院における乳腺葉状腫瘍の長期成績の検討．

第52回日本癌治療学会学術集会，2014，（横浜），[示説]

消化器外科部

001 Shigeyoshi I, Komori K, Kimura K, Kinoshita T, 
Ito S, Abe T, Senda Y, Misawa K, Ito Y, Uemura 
N, Natume S, Kawai R, Asano T, Kawakami J, 
Tsutsuyama T, Iwata Y, Kurahashi S, Shimizu 
Y：A case of metachronous left ovarian metastasis 8 
years after surgery for cecum cancer and right ovarian 
metastasis.第14回Japan- China-Korea Colorectal Cancer 
Symposium in Osaka 2014,2014,（Osaka），[口演]

002 Abe T, Uemura N, Kawai R, Shinoda M：Relapse 
after curative esophagectomy for esophageal squamous 
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cell carcinoma：predictors of survival and optimal 
interval of follow-up. 第14回World congress of the 
international society for diseases of the esophagus,2014,
（Vancouver, Canada），[示説]

003 Uemura N, Abe T, Kawai R, Kawakami J, Shinoda 
M：Neoadjuvant therapy for clinical stageT2-3 N0 
esophageal cancer patients. 第14回World congress of the 
international society for diseases of the esophagus,2014,
（Vancouver, Canada），[示説]

004 Hieda N, Imaoka H, Okuno N, Yoshida T, Sato T, 
Tsutsumi H, Hujiyoshi T, Yogi T, Ishihara M, Tanaka 
T, Hijioka S, Hara K, Tajika M, Mizuno N, Shimizu Y, 
Niwa Y, Yamao K：Clinical Course of Poorly Differentiated 
Pancreatic Adenocarcinoma after Surgical Resection.　
第45回米国膵臓学会／日本膵臓学会合同会議,2014,（ハワ

イ），[口演]
005 Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Yamao K, Hirono 

S, Osanai M, Hijioka S, Kanemitsu Y, Sano T, senda Y, 
Bhatia V, Yanagisawa A：Validation of a Nomogram 
for Predicting the Probability of Carcinoma in Patients 
with Intraductal Papillary-Mucinous Neoplasm in 180 
Pancreatic Resection Patients at High Volume Centers.
第45回米国膵臓学会／日本膵臓学会合同会議,2014,（ハワ

イ），[口演]
006 Jin-Young Jang, Sun-Whe Kim, Ho-Seong Han, 

Yoo-Seok Yoon, Song Chul Kim, Ki-Byung Song, 
Dong Wook Choi, Seong Ho Choi, Jin Seok Heo, 
Hee Chul Yu, Woo Jung Lee, Chang Moo Kang, Jun 
Chul Chung, Sang Geol Kim, Satoi S,  Sho M, Motoi 
F, Nagakawa Y, Hatori T, Fujii T, Matsumoto I, 
Shimizu Y, Honda G,  Nagano H, Hirano S, Hirano 
S, Yamaue H：Korea-Japan collaboration study 
to characterize the individual risk of malignancy in 
branch duct IPMN and proposal of nomogram to predict 
malignancy risk.　第26回日本肝胆膵外科学会・学術集

会,2014,（和歌山），[口演]
007 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，木下　平：IPNBの診断と治療～当科切

除例の検討～ .　第114回日本外科学会定期学術集会,2014,
（京都），[示説]

008 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川合亮佑，植村則久，木

下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，佐野　

力，清水泰博，木下　平，林　雄一郎，小田雅博，森 健策：

画像処理技術を用いた手術支援画像の作成と，総合的手術

支援システムの開発・臨床応用.　第114回日本外科学会定

期学術集会,2014,（京都），[口演]
009 清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，木下　平，細田和貴，山雄健次：膵神

経内分泌腫瘍（pNET）の治療成績―WHO（2010）病理

組織分類の臨床的意義. 第114回日本外科学会定期学術集

会,2014,（京都），[口演]
010 小森康司，木村賢哉，木下敬史，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，川合

亮佑，大澤高陽，舎人　誠，川上次郎，浅野智成，岩田至

紀，倉橋真太郎，清水泰博：直腸癌局所再発巣の病理組織

学的所見は予後予測因子になりえるか？ .　第114回日本

外科学会定期学術集会,2014,（京都），[ワークショップ]
011 木村賢哉，木下敬史，小森康司，川合亮佑，植村則久，伊

藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，佐野　力，

清水泰博：肝転移単独を除くStage IV大腸癌の当科にお

ける治療成績.　第114回日本外科学会定期学術集会,2014,
（京都），[パネルディスカッション]

012 木下敬史，小森康司，木村賢哉，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，川合

亮佑，清水泰博：当院における腹腔鏡下直腸切除.　第114
回日本外科学会定期学術集会,2014,（京都），[示説]

013 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，川合亮佑，植村則久，木

下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，佐野 

力，清水泰博，木下　平：高度進行胃癌に対する審査腹腔

鏡の意義.　第114回日本外科学会定期学術集会,2014.（京

都），[示説]
014 伊藤誠二，中西速男，伊藤友一，三澤一成，川合亮佑，植

村則久，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小

森康司，佐野　力，清水泰博，木下　平，小寺泰弘：S-1
補助化学療法施行例におけるCEA mRNAによる胃癌腹膜

微小転移検出の意義.　第114回日本外科学会定期学術集

会,2014,（京都），[口演]
015 浅野智成，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，植村則久，川合亮佑，木下　平，今岡　大，山雄健

次：膵腺扁平上皮癌切除例の治療成績.　第114回日本外科

学会定期学術集会,2014,（京都），[示説]
016 細田和貴，佐々木英一，村上善子，肱岡　範，山雄健次，

清水泰博，谷田部　恭：Mucinous phenotype を有する膵

癌はGNAS 変異を高頻度に有する.　第100回日本消化器

病学会総会,2014,（東京），[口演]
017 関根匡成，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，與儀

竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，清水泰博，

谷田部　恭，細田和貴，山雄健次：肝腫瘤に対する超音波

内視鏡下穿刺吸引組織診（EUS－FNA）の有用性の検討.　
第100回日本消化器病学会総会,2014,（東京），[口演]

018 今岡　大，清水泰博，水野伸匡：当院での膵癌術後補助化

学療法を振り返る―S—1 の投与量からみた検討―.　第100
回日本消化器病学会総会,2014,（東京），[口演]

019 堤　英治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田

近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根匡成，與儀

竜治，藤吉俊尚，佐藤高光，坂本康成，清水泰博，丹羽康

正，山雄健次：当院における膵神経内分泌腫瘍に対する

エベロリムスでの治療経験.　第100回日本消化器病学会総

会,2014,（東京），[示説]
020 倉橋真太郎，小森康司，木村賢哉，木下敬史，岩田至紀，
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浅野智成，川上次郎，川合亮佑，植村則久，伊藤友一，三

澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，佐野　力，清水

泰博：術前に小腸悪性リンパ腫と診断し，腹腔鏡補助下

に切除した１例.　第287回東海外科学会総会,2014,（名古

屋），[口演]
021 浅野智成，安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，佐

野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，三澤一成，伊藤

友一，木村賢哉，木下敬史，大澤高陽，岩田至紀，倉橋真

太郎，清水泰博：食道癌salvage lymphadenectomyの１

例.　第287回東海外科学会総会,2014,（名古屋），[口演]
022 岩田至紀，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，，伊藤誠二，

小森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木

下敬史，植村則久，川合亮佑，大澤高陽，川上次郎，浅野

智成，倉橋真太郎，篠田雅幸，木下　平：S状結腸癌術後

に肝・膵・肺転移を切除した１例.　第287回東海外科学会

総会,2014,（名古屋），[口演]
023 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，山雄健次：

膵粘液癌における超音波内視鏡画像を中心とした検討.　
第87回日本消化器内視鏡学会総会,2014,（福岡），[示説]

024 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，與儀竜治，堤　英治，田近正洋，田中 

努，石原　誠，藤吉俊尚，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：

悪性胃十二指腸狭窄に対するNiti-Sステント留置術の検討

 長期経過の視点から.　第87回日本消化器内視鏡学会総

会,2014,（福岡），[口演]
025 肱岡　範，原　和生，清水泰博： 分枝型IPMNに対する

EUSを主軸にした長期経過観察法の成績－PDAC早期発

見およびEUSでの壁肥厚径を中心に－. 第87回日本消化器

内視鏡学会総会,2014,（福岡），[シンポジウム]
026 関根匡成，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，佐野 

力，千田嘉毅，谷田部　恭，細田和貴，山雄健次：特異的

な所見を呈した膵内分泌腫瘍の1例.　第87回日本消化器内

視鏡学会総会,2014,（福岡），[示説]
027 清水泰博，山上裕機，真口宏介，山雄健次，廣野誠子，佐

野　力，千田嘉毅，柳澤昭夫：膵管内乳頭腫瘍(IPMN)癌
予測ノモグラム―"worrisome features"症例での診断能

―.　第26回日本肝胆膵外科学会・学術集会,2014,（和歌

山），[ワークショップ]
028 大澤高陽，千田嘉毅，佐野　力，清水泰博：残膵再発した

膵管内進展を伴う膵腺房細胞癌の1切除例.　第26回日本肝

胆膵外科学会・学術集会,2014,（和歌山），[示説]
029 岩田至紀，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，小森康司，川

合亮佑，大澤高陽，木下　平：転移性膵癌切除例の検討.　
第26回日本肝胆膵外科学会・学術集会,2014,（和歌山），[示
説]

030 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，小森康司，川合亮佑，大

澤高陽，川上次郎，浅野智成，岩田至紀，木下　平：陥入

法による膵頭十二指腸切除術後の主膵管開存性と術後脂肪

肝発生についての検討.　第26回日本肝胆膵外科学会・学

術集会,2014,（和歌山），[示説]
031 川上次郎，千田嘉毅，佐野　力，小森康司，川合亮佑，大

澤高陽，浅野智成，清水泰博，木下　平：腹腔鏡下肝嚢胞

開窓術が有効であった有症状多発性肝嚢胞の1例.　第26回
日本肝胆膵外科学会・学術集会,2014,（和歌山），[示説]

032 清水泰博：IPMN4.　第26回日本肝胆膵外科学会・学術集

会,2014,（和歌山）,[座長]
033 岩田至紀，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，植村則久，川合亮佑，川上次郎，浅野智成，倉橋真

太郎，重吉到，筒山将之，篠田雅幸，木下　平，山雄健次：

主膵管内進展を伴った膵内分泌腫瘍の１切除例.　第120回
日本消化器病学会　東海支部例会,2014,（岐阜），[口演]

034 重吉　到，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，小森康司，安

部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，夏目

誠治，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，筒山将之，岩田至

紀，倉橋真太郎，清水泰博：胃癌，肝転移手術後３ヵ月で

出現した限局性脂肪肝の一例.　第120回日本消化器病学会

 東海支部例会,2014,（岐阜），[口演]
035 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目

誠治，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，重吉　到，岩田至

紀，倉橋真太郎，清水泰博：当院で経験した内視鏡的止血

術困難な上部消化管潰瘍性出血を伴った直腸癌穿通による

Fournier壊疽の１例.　第120回日本消化器病学会　東海

支部例会,2014,（岐阜），[口演]
036 佐藤高光，原　和夫，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田

近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉

俊尚，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹

羽康正，山雄健次：膵腫瘤に対する EUS-FNA の診断能

向上に向けて.　第120回日本消化器病学会　東海支部例

会,2014,（岐阜），[シンポジウム]
037 植村則久，安部哲也，川合亮佑，川上次郎，篠田雅幸：

cT2-3N0M0胸部食道癌に対する術前補助療法の有効性.　
第68回日本食道学会学術集会,2014,（東京），[示説]

038 安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，田近正洋，丹

羽康正，宇良　敬，室　圭，古平　毅，篠田雅幸：胸部食

道扁平上皮癌根治切除後再発例における早期再発に関する

因子.　第68回日本食道学会学術集会,2014,（東京），[口演]
039 與儀竜治，原　和夫，肱岡　範，水野伸匡，今岡　大，永

塩美邦，関根匡成，堤　英治，佐藤高光，丹羽康正，清水

泰博，細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：T １ 膵癌早期

発見を目指して.　第45回日本膵臓学会大会,2014,（福岡），

[パネルディスカッション]
040 千田　嘉毅，清水　泰博，佐野　力，水野伸匡，原　和夫，

肱岡　範，今岡　大，山雄健次：膵頭十二指腸切除術にお

ける膵空腸吻合法の工夫～ soft pancreas症例に対する陥

入法～ .　第45回日本膵臓学会大会,2014,（福岡），[シンポ

ジウム]
041 今岡　大，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，大澤高陽，肱

岡　範，原　和夫，水野伸匡，永塩美邦，関根匡成，與儀

竜治，堤　英治，佐藤高光，丹羽康正，山雄健次：膵癌術
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後補助化学療法におけるＣＡ19-9の推移と術後再発のリス

クについての検討.　第45回日本膵臓学会大会,2014,（福

岡），[シンポジウム]
042 清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，水野伸匡，原　和夫，肱

岡　範，今岡　大，山雄健次，木下　平：膵神経内分泌腫

瘍(pNET)-WHO分類による術後成績と診療ガイドライン

の治療方針.　第45回日本膵臓学会大会,2014,（福岡），[パ
ネルディスカッション]

043 小森康司，木村賢哉，木下敬史：ISRの適応と実際―特に

会陰操作における工夫―　当科におけるISRの手術手技. 
第31回東海大腸外科治療研究会,2014,（名古屋），[ビデオ

ワーク].
044 夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三

澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村則久，川合

亮佑，清水泰博：当科における肝葉切除の手術手技.　第

55回名古屋腫瘍外科研究会,2014,（名古屋），[口演]
045 浅野智成，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉：術前

化学療法の適応別にみた大腸癌肝転移の検討.　第69回日

本消化器外科学会総会,2014,（福島），[口演]
046 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，木下敬史，木村賢哉，千

田嘉毅，安部哲也，小森康司，佐野　力，清水泰博：胃切

除術におけるSSI発生の術前予測因子としての栄養学的予

後指数の意義.　第69回日本消化器外科学会総会,2014,（福

島），[口演]
047 岩田至紀，伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，千田嘉毅，安

部哲也，小森康司，佐野　力，清水　泰博，木下　平：噴

門側胃切除後の残胃の癌の検討.　第69回日本消化器外科

学会総会,2014,（福島），[口演]
048 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，佐野　力，伊

藤誠二，小森康司，千田嘉毅，清水泰博，篠田雅幸：胸管

内腫瘍塞栓を認めた食道癌4切除例の臨床病理学的検討.　
第69回日本消化器外科学会総会,2014,（福島），[口演]

049 木村賢哉，小森康司，木下敬史，伊藤友一，三澤一成，千

田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，佐野　力，清水泰博：腹

腔鏡下横行結腸切除術における中結腸動静脈根部への

アプローチ方法の工夫.　第69回日本消化器外科学会総

会,2014,（福島），[口演]
050 倉橋真太郎，小森康司，木村賢哉，木下敬史，安部哲也，

伊藤誠二，佐野　力，清水泰博，木下　平：当科における

一時的回腸双孔式人工肛門造設の工夫.　第69回日本消化

器外科学会総会,2014,（福島），[口演]
051 小森康司，木村賢哉，木下敬史，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：当院

における側方リンパ節郭清―特に263Dについて―.　第69
回日本消化器外科学会総会,2014,（福島），[口演]

052 佐野　力，清水泰博，千田嘉毅，小森康司，伊藤誠二，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下　平，二村雄次：広範

囲胆管癌に対する解剖学的肝右3区域・尾状葉切除・膵頭

十二指腸切除術.　第69回日本消化器外科学会総会,2014,
（福島），[一般ビデオセッション]

053 清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，

安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下　平：

WHO(2010)病理組織分類に基づく膵神経内分泌腫瘍

(pNET)の術後成績と治療方針.　第69回日本消化器外科学

会総会,2014,（福島），[口演]
054 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史：膵頭

十二指腸切除術における膵空腸吻合法の工夫～陥入法の

導入の経験～ . 第69回日本消化器外科学会総会,2014,（福

島），[口演]
055 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，木村賢哉，千田嘉毅，安

部哲也，小森康司，佐野　力，清水泰博，木下　平：通常ポー

ト腹腔鏡下胃切除術と同様の手技で行うReduced Port 
Gastrectomy.　第69回日本消化器外科学会総会,2014,（福

島），[一般ビデオセッション]
056 木下敬史，小森康司，木村賢哉，佐野　力，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，清水泰博：当院

における腹腔鏡下直腸切除の要点.　第69回日本消化器外

科学会総会,2014,（福島），[一般ビデオセッション]
057 齋藤卓也，中西　速，舎人　誠，伊藤誠二，室　圭，山道

啓吾，近藤英作：日本人由来HER2陽性胃がん細胞株の樹

立とその分子標的薬感受性について.　第69回日本消化器

外科学会総会,2014,（福島），[口演]
058 川上次郎，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，岩田至紀，浅野智成，倉橋真太郎，重吉

到，筒山将之，清水泰博，木下　平：肺小細胞癌膵転移に

対し腹腔鏡下膵尾側切除を施行した１例.　第42回愛知臨

床外科学会,2014,（名古屋），[口演]
059 倉橋真太郎，植村則久，安部哲也，川合亮佑，浅野智成，

夏目誠治，木下敬史，伊藤友一，木村賢哉，三澤一成，

千田嘉毅，小森康司，伊藤誠二，清水泰博：Ｃ-ｋｉｔ陽

性食道原発悪性黒色腫の１例.　第42回愛知臨床外科学

会,2014,（名古屋），[口演]
060 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目

誠治，川合亮佑，清水泰博，篠田雅幸，木下　平：骨盤内

臓全摘術中に重複尿管を認めた１例.　第42回愛知臨床外

科学会,2014,（名古屋），[口演]
061 小森康司：消化管ストーマ造設法と合併症と直腸癌手術

の実際.　第25回東海スト－マリハビリテーション講習

会,2014,（名古屋），[講演]
062 夏目誠治，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，原　和夫，山

雄健次：大腸癌再発に対し膵頭十二指腸切除，再々発に対

し肝右葉・尾状葉切除，胆道再建を施行した１例.　第59
回東海肝臓外科懇談会,2014,（名古屋），[口演]

063 千田嘉毅：タコシール挿入と貼付の工夫.　第59回東海肝

臓外科懇談会,2014,（名古屋），[教育講演]
064 浅野智成，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，夏目誠治，原 

和夫，今岡　大，肱岡　範，山雄健次：膵頭十二指腸切除

後の胆管結石に対する内視鏡的治療.　第41回日本膵切研

究会,2014,（東京），[示説]
065 岩田至紀，千田嘉毅，夏目誠治，清水泰博，肱岡　範，水
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野伸匡，原　和夫，今岡　大，山雄健次，細田和貴：特異

的な所見を呈した膵内分泌腫瘍の１例.　第49回肝胆膵治

療研究会,2014,（名古屋），[口演]
066 浅野智成，千田嘉毅，佐野　力，清水泰博，今岡　大，肘

岡　範，原　和生，水野伸匡，山雄健次：通常型膵癌の3
年以上無再発生存例に関する臨床病理学的検討.　第49回
肝胆膵治療研究会,2014,（名古屋），[口演]

067 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博，稲葉吉隆，清水泰博：

肝細胞癌の骨転移病変に対する臨床的特徴.　第52回日本

癌治療学会学術集会,2014,（横浜），[口演]
068 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和夫，田近正洋，

田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，

佐藤高光，清水泰博，丹羽康正，山雄健次：modified 
Glasgow prognostic score は切除不能膵癌において予後予

測に有用である.　第52回日本癌治療学会学術集会,2014,
（横浜），[口演]

069 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植

村則久，川合亮佑，木下　平：大腸癌肝転移に対する化

学療法後肝切除の現状.　第52回日本癌治療学会学術集会, 
2014,（横浜），[シンポジウム]

070 與儀竜治，原　和夫，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，堤 

英治，藤吉俊尚，佐藤高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田

信弘，丹羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，

細田和貴，谷田部　恭，山雄健次：十二指腸へ穿破したＳ

ＰＮの１例.　第61回日本消化器画像診断研究会,2014,（奈

良），[口演]
071 水野伸匡，肱岡　範，原　和夫，今岡　大，清水泰博，細

田和喜，谷田部　恭，山雄健次：膵NET 診断におけるピッ

トフォールと超音波内視鏡下穿刺吸引法 (EUS-FNA) の位

置づけ.　第2回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会,2014,
（東京），[ワークショップ]

072 中西速夫，寺澤佳世子，益田泰輔，山本修平，岩田広治，

近藤直人，伊藤誠二，新井史人，本多裕之，遊佐亜希子：

新規CTC分離デバイスを用いた担がんマウスモデルにお

けるCTCの動態解析(Analysis of CTC dynamics in mice 
bearing human and murine metastatic tumors using a 
new size-based filtration device).　第73回日本癌学会学

術総会,2014,（横浜），[口演]
073 齊藤卓也，中西速夫，谷田部　恭，伊藤誠二，山道啓

吾，近藤英作：肝および腹膜転移性胃がんの原発巣なら

びに転移巣におけるHER2/EGFR発現の検討(Preferential 
expression of HER2 in liver metastasis and EGFR in 
peritoneal metastasis in gastric cancers).　第73回日本

癌学会学術集会,2014,（横浜），[口演]
074 川上次郎，大澤高陽，千田嘉毅，佐野　力，清水泰博，

原 和夫，肱岡　範，今岡　大，山雄健次：胆管原発神経

内分泌腫瘍を切除した一例.　第50回日本胆道学会学術集

会,2014,（東京），[示説]
075 肱岡　範，藤吉俊尚，水野伸匡，原　和夫，今岡　大，與

儀竜治，堤　英治，佐藤高光，千田嘉毅，清水泰博，丹羽

康正，山雄健次：印刷業に従事し塩素系有機溶剤に曝露の

既往がある労災認定された胆管癌の1例.　第50回日本胆道

学会学術集会,2014,（東京），[示説]
076 稲田 シュンコ アルバーノ 渕　真悟，森　健策，長谷川

純一，中西速夫，三澤一成：鏡視下で原発胃癌の位置を正

確に特定できる蛍光ガラスクリップを用いた新しい腹腔

鏡システム(New laparoscopic system for identify exact 
location of the primary tumor in the stomach using a 
glass fluorescent clip).　第73回 日本癌学会総会,2014,（横

浜），[口演]
077 植村則久，安部哲也，川合亮佑，篠田雅幸：両側アプロー

チが必要な胸腔鏡下食道切除術における気胸併用の問題

点.　第67回日本胸部外科学会定期学術集会,2014,（福岡），

[口演]
078 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，金城和寿，川合亮佑，植

村則久，夏目誠治，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部

哲也，小森康司，清水泰博，木下　平：幽門周囲リンパ節

転移状況から見た幽門保存胃切除術の適応と完全鏡視下再

建の手技.　第27回日本内視鏡外科学会総会,2014,（盛岡），

[ワークショップ]
079 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川合亮佑，植村則久，夏

目誠治，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森

康司，清水泰博，木下　平：腹腔鏡下胃切除術におけるプ

ロリン曲針を使った簡便な肝外側区域圧排法の工夫.　第

27回日本内視鏡外科学会総会,2014,（盛岡），[口演]
080 木下敬史，小森康司，木村賢哉，川合亮佑，植村則久，夏

目誠治，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，

清水泰博：右側から行う右側結腸癌に対する腹腔鏡下結腸

切除術のリンパ節郭清手技.　第27回日本内視鏡外科学会

総会,2014,（盛岡），[口演]
081 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川

合亮佑，清水泰博：腹腔鏡下S 状結腸切除時の遺残結紮ク

リップが原因と考えられた無菌性膿瘍の１例.　第27回日

本内視鏡外科学会総会,2014,（盛岡），[口演]
082 倉橋真太郎，木下敬史，小森康司，木村賢哉，川合亮佑，

夏目誠治，植村則久，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安

部哲也，伊藤誠二，清水泰博：腹腔鏡下結腸全摘, 直腸超

低位前方切除術を施行したLi-Fraumeni 症候群の1 例.　
第27回日本内視鏡外科学会総会,2014,（盛岡），[口演]

083 安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，小森康司，伊

藤誠二，千田嘉毅，三澤一成，清水泰博，篠田雅幸：腹臥

位胸腔鏡下食道切除術における当科の現状　－上縦隔郭

清精度向上をめざして－.　第27回日本内視鏡外科学会総

会,2014,（盛岡），[口演]
084 川合亮佑，安部哲也，植村則久，伊藤誠二，小森康司，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，夏目

誠治，清水泰博，篠田雅幸：当科における胸部食道癌に対

する腹腔鏡補助下胃管作成の工夫.　第27回日本内視鏡外

科学会総会,2014,（盛岡），[口演]
085 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，倉橋真太郎，

伊藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木

村賢哉，木下敬史，夏目誠治，清水泰博，篠田雅幸：腹臥
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位胸腔鏡下食道癌手術における食道拳上の工夫.　第27回
日本内視鏡外科学会総会,2014,（盛岡），[口演].

086 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，山雄健次，肱岡　範，木下　平：術前化

学放射線治療により腹腔動脈周囲神経叢浸潤が消退した膵

尾部癌の1切除例.　第9回膵癌術前治療研究会,2014, （鹿児

島），[示説]
087 岩田至紀，安部哲也，植村則久，川合亮佑，伊藤誠二，小

森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，夏目誠治，川上次郎，浅野智成，倉橋真太郎，重吉

到，筒山将之，清水泰博，篠田雅幸，木下　平：横隔膜上

憩室内食道癌を胸腔鏡下に切除した１例.　第288回東海外

科学会総会,2014,（名古屋），[口演]
088 川上次郎，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，岩田至紀，浅野智成，倉橋真太郎，重吉 到，

筒山将之，清水泰博：膵頭部癌切除後に残膵再発を切除し

た１例.　第288回東海外科学会総会,2014.（名古屋），[口演]
089 重吉　到，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目

誠治，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，筒山将之，岩田至

紀，倉橋真太郎，清水泰博：鼠径部ヘルニア術後プラグ周

囲に孤立性腹膜再発を来した盲腸癌の一例.　第288回東海

外科学会総会,2014,（名古屋），[口演]
090 肱岡　範，原　和夫，清水泰博：膵嚢胞性疾患に対するＥ

ＵＳを主軸とした集学的アプローチ. 第56回日本消化器病

学会大会,2014,（神戸），[口演]
091 與儀竜治，肱岡　範，水野伸匡，原　和夫，今岡　大，丹

羽康正，田近正洋，田中　努，石原　誠，永塩美邦，関根

匡成，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤高光，清水泰博，細田和

貴，谷田部　恭，山雄健次：当院におけるＩＰＭＮ症例の

長期予後の検討（Preventable death）.　第56回日本消化

器病学会大会,2014,（神戸），[示説]
092 小森康司，木村賢哉，木下敬史：ISR術後局所再発の検討

―特に病理組織学的所見から―.　第22回日本消化器関連

学会週間,2014,（神戸），[パネルディスカッション]
093 浅野智成，清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，植村則久，川合亮佑，原　和夫，今岡　大，肱岡　

範，山雄健次：膵頭十二指腸切除後の胆管炎に対する治療

成績.　第12回JDDW 日本消化器関連学会,2014,（神戸），

[示説]
094 清水泰博，千田嘉毅，佐野　力：膵癌手術における術中迅

速病理診断-現状と臨床的意義-.　第12回JDDW 日本消化

器関連学会,2014,（神戸），[ワークショップ]
095 千田嘉毅，清水泰博，佐野　力，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，木下　平：大腸癌肝転移における化療後

肝切除の安全性～化学療法および休薬によるＩＣＧの変

化.　第12回JDDW 日本消化器関連学会,2014,（神戸），[示
説]

096 小森康司，木村賢哉，木下敬史：開腹直腸癌手術における

D3（prxD3 + bil・lat）郭清.　第69回日本大腸肛門病学

会学術集会,2014,（横浜），[ビデオシンポジウム]
097 木下敬史，小森康司，木村賢哉：横行結腸癌に対する腹腔

鏡下結腸切除術のリンパ節郭清手技.　第69回日本大腸肛

門病学会学術集会,2014,（横浜），[口演]
098 中村嘉彦，北坂孝幸，古川和宏，後藤秀実，藤原道隆，三

澤一成，森　健策：局所濃淡構造解析を用いた3次元腹部

X線CT像からの胃がん症例における胃周辺の小径腫大リ

ンパ節自動検出手法の検討.　第23回日本コンピュータ外

科学会大会,2014,（吹田），[口演]
099 二村幸孝，林　雄一郎，北坂孝幸，古川和宏，三澤一成，

森　健策：腹部CT像からの自動リンパ節検出のためのカ

スケード型識別器を使用したリンパ節存在位置の制限に

関する予備的検討.　第23回日本コンピュータ外科学会大

会,2014,（吹田），[口演]
100 森田千尋，林　雄一郎，小田昌宏，三澤一成，森　健策：

腹腔鏡下胃切除術の術中ナビゲーションシステムにおける

複数臓器情報を用いた局所レジストレーション手法の検

討.　第23回日本コンピュータ外科学会大会,2014,（吹田），

[口演]
101 林　雄一郎，三澤一成，森　健策：腹腔鏡下胃切除術の手

術ナビゲーションにおける血管の位置情報を用いた術中の

位置合わせ手法の検討.　第23回日本コンピュータ外科学

会大会,2014,（吹田），[口演] 
102 加賀城　充，中村嘉彦，小田昌宏，林　雄一郎，北坂孝幸，

三澤一成，森　健策：臓器重心位置を利用した腹部動脈に

対する解剖学的名称の自動対応付け精度の向上.　第23回
日本コンピュータ外科学会大会,2014,（吹田），[口演]

103 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川合

亮佑，清水泰博：家族性大腸腺腫症（当院手術症例）の治

療の変遷.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），

[シンポジウム]
104 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，木

下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水

泰博，木下　平，林雄一郎，小田昌宏，森　健策：3Dナ

ビゲーションを用いた外科手術　腹部外科領域における３

次元位置センサを用いた術中ナビゲーションシステムの開

発と臨床応用.　第76回日本臨床外科学会総会,2014,（福

島），[シンポジウム].
105 安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，倉橋真太郎，

夏目誠治，木下敬史，木村賢哉，伊藤友一，三澤一成，千

田嘉毅，小森康司，伊藤誠二，篠田雅幸，清水泰博：食

道癌根治化学放射線療法後のサルベージ手術の適応と限

界.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），[パネル

ディスカッション]
106 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，木下　平：胆道癌における切除断端陽性

時の対応　肝側胆管断端が浸潤癌陽性であった13例の検

討.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），[パネル
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ディスカッション]
107 岩田至紀，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川合亮佑，清水泰博：大腸癌肝転移に対する再肝切

除例の治療成績.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福

島），[ワークショップ]
108 倉橋真太郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，夏目誠治，

木下敬史，伊藤友一，木村賢哉，三澤一成，千田嘉毅，小

森康司，伊藤誠二，篠田雅幸，清水泰博：胸部食道癌切除

後胸骨後胃管再建における吻合部トラブルを減らすための

工夫.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），[口演]
109 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，倉橋真太郎，

伊藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木

村賢哉，木下敬史，夏目誠治，清水泰博，篠田雅幸：腹臥

位胸腔鏡下食道癌手術の左反回神経周囲郭清における食道

拳上の工夫.　第76回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），

[示説]
110 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目

誠治，川合亮佑，清水泰博：SMA・SMV浸潤横行結腸癌

に対して化学療法後，根治切除術を施行した１例.　第76
回 日本臨床外科学会総会,2014,（福島），[口演]

111 浅野智成，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小

森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，植村則久，川合亮佑，木下　平，山雄健次：当院に

おける膵頭十二指腸切除術後胆管炎の検討.　第76回 日本

臨床外科学会総会,2014,（福島），[口演]
112 小林大介，三澤一成，田中千恵，岩田直樹，神田光郎，山

田　豪，中山吾郎，藤井　努，杉本博行，小池聖彦，野本

周嗣，藤原道隆，小寺泰弘：胃癌腹膜播種に対する治療戦

略 腹膜播種の初期段階における治癒を目指した集学的治

療の試み.　第76回日本臨床外科学会,2014,（福島），[口演]
113 植村則久，小川倫世，村井一輝，安部哲也，川合亮佑，篠

田雅幸：食道がん周術期電子パスの導入.　第15回日本ク

リニカルパス学会学術集会,2014,（福井），[示説]
114 倉橋真太郎，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，

小森康司，安部哲也，三澤一成,木村賢哉，伊藤友一，木

下敬史，植村則久，川合亮佑，木下　平，肱岡　範，山

雄健次：術前診断し得た微小十二指腸ガストリノーマの1
切除例.　第121回日本消化器病学会　東海支部例会,2014,

（名古屋），[口演]
115 岩田至紀，安部哲也，植村則久，川合亮佑，伊藤誠二，小

森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下

敬史，夏目誠治，川上次郎，浅野智成，倉橋真太郎，重吉 到，

筒山将之，清水泰博：Castleman病を合併した胸部食道癌

の１例.　第121回日本消化器病学会　東海支部例会,2014,
（名古屋），[口演]

116 浅野智成，木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，植村

則久，川合亮佑，川上次郎，岩田至紀，倉橋真太郎，筒山

将之，重吉　到，清水泰博：虫垂粘液癌を合併した肛門周

囲Paget病に対して，腹腔鏡下に一期的切除を施行した１

例.　第121回日本消化器病学会　東海支部例会,2014,（名

古屋），[口演]
117 筒山将之，伊藤誠二，三澤一成，岩田至紀，倉橋真太郎，

重吉　到，浅野智成，川上次郎，川合亮佑，夏目誠治，植

村則久，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森

康司，清水泰博：Conversion surgeryを施行し，傍大動脈

リンパ節のみに癌の遺残を認めた進行胃癌の１例.　第121
回日本消化器病学会東海支部例会,2014,（名古屋），[口演]

118 小島　瞳，紙川理恵，佐々木照美，榊原由美子，木下敬史，

木村　賢哉，小森康司：一時的イレオストミー肛門側排泄

孔の高さが関連した皮膚障害で難渋した一例.　第32回日

本ストーマ・排泄リハビリテーション学会,2015,（千葉），

[口演]
119 矢澤あや子，佐々木照美，小島　瞳，榊原由美子，木下敬

史，木村賢哉，小森康司：永久ストーマを造設した全盲患

者のセルフケア自立に対する援助.　第32回日本ストーマ

排泄リハビリテーション学会,2015,（千葉），[口演]
120 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，山

雄健次，丹羽康正：下行結腸癌肺・肝転移術後に発生し

た高齢者早期胃癌ESD後局所および遠隔再発の一例.第87
回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]

121 筒山将之，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，木下　平：当

院におけるconversion surgeryの治療成績.　第87回日本

胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]
122 齊藤卓也，中西速夫，望月能成，伊藤誠二, 三澤一成, 伊

藤友一，山道啓吾：胃癌の原発巣ならびに転移巣(肝転移

および腹膜転移)におけるHER2とEGFRの差異的発現に

ついて.　第87回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]
123 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，筒山将之，木下　平：腹

腔鏡下胃全摘術におけるエンドステッチを用いた簡便な食

道空腸吻合法　エンドステッチ法.　第87回日本胃癌学会

総会,2015,（広島），[口演]
124 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，筒山将之，木下　平：

腹腔鏡下胃切除術におけるプロリン糸を用いた簡便な肝

圧排法　Prolene hanging(PH)法. 第87回日本胃癌学会総

会,2015,（広島），[口演]
125 小林大介，三澤一成，田中千恵，岩田直樹，神田光郎，山

田　豪，中山吾郎，藤井　努，杉本博行，小池聖彦，野本

周嗣，藤原道隆，小寺泰弘：胃癌腹膜播種症例に対する新

たな治療戦略　内科，外科の立場から 胃癌腹膜播種の初

期段階に対する集学的治療の開発.　第87回日本胃癌学会

総会,2015,（広島），[口演]
126 伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，川合亮佑，夏目誠治，植

村則久，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森

康司，清水泰博，木下　平：次世代に継承するNAC後大

動脈周囲リンパ節郭清術 高度リンパ節転移陽性胃がんに

対するD2+大動脈周囲リンパ節郭清　継承を受ける立場か

ら.　第87回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]
127 中西速夫，齊藤卓也，伊藤友一，山道啓吾，伊藤誠二：

HER2陽性胃癌の原発巣ならびに転移巣におけるHER2発
現不均一性の検討.　第87回日本胃癌学会総会,2015,（広
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島），[口演]
128 陳　勁松，布施　望，伊藤誠二：胃癌化学療法の類似薬を

どう使う?　nab-paclitaxel，Oxaliplatinの従来薬との差

別化 pStage II/III胃癌治癒切除後のXELOX補助化学療法

第II相試験.　第87回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口
演].

129 中西香企，小林大介，望月能成，石榑　清，伊藤誠二，小

島　宏，石山聡治，藤竹信一，小寺泰弘：2nd line化学療

法をどうするか　諸臨床試験の結果をふまえて S-1既治療

2nd line PTX単剤療法またはS-1+PTX併用療法の多施設

共同ランダム化比較臨床第II相試験(CCOG0701).　第87
回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]

130 伊藤誠二，佐野　武，高張大亮，円谷　彰，片山　宏，笹

子三津留：NAC後大動脈周囲リンパ節郭清術の位置づけ 
JCOG0405の結果をふまえて 高度リンパ節転移陽性胃癌

の術前化療(NAC)後大動脈周囲リンパ節郭清術(PAND)の
意義.　第87回日本胃癌学会総会,2015,（広島），[口演]

131 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川合

亮佑，川上次郎，浅野智成，岩田至紀，倉橋真太郎，筒山

将之，重吉　到，清水泰博：直腸低位前方切除後，難治性

縫合不全に対し，再縫合術を施行した2例.　第51回日本腹

部救急医学会,2015,（京都），[口演]

整形外科部

001 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：非浸潤型及び浸潤型血

管脂肪腫の臨床的特徴と手術法についての検討. 第122回
中部日本整形外科災害外科学会学術集会, 2014, (岡山), [口
演]  

002 吉田雅博，杉浦英志，長谷川弘晃：尺骨合併切除を要した

前腕発生軟部肉腫の2例. 第122回中部日本整形外科災害外

科学会学術集会, 2014, (岡山), [口演]  
003 濵田俊介，杉浦英志，松島　秀，山田健志，石黒直樹，西

田佳弘：骨・軟部腫瘍におけるECRと細胞密度の評価. 第
87回日本整形外科学会学術集会, 2014, (神戸), [口演]  

004 浦川　浩，筑紫　聡，細野幸三，杉浦英志，山田健志，山

田芳久，小澤英史，新井英介，二村尚久，石黒直樹，西田

佳弘：上腕骨発生孤立性骨嚢腫の治療成績に影響する因

子の検討. 第87回日本整形外科学会学術集会, 2014, (神戸), 
[ポスター ]  

005 小澤英史，西田佳弘，筑紫　聡，浦川　浩，新井英介，杉

浦英志，山田健志，山田芳久，二村尚久，石黒直樹：軟

部肉腫初回治療後に肺転移を生じた症例の検討：45歳以

降発症例. 第87回日本整形外科学会学術集会, 2014, (神戸), 
[ポスター ]  

006 二村尚久，西田佳弘，筑紫　聡，浦川　浩，新井英介，小

澤英史，杉浦英志，石黒直樹：骨外Ewing肉腫の切除縁設

定に関する考察―化学療法後のMR画像と組織所見の関連

― 第87回日本整形外科学会学術集会, 2014, (神戸), [ポス

ター ]  

007 杉浦英志，吉田雅博，長谷川弘晃：上腕骨病的骨折患者の

生命予後とQOLについての検討. 第51回日本リハビリテー

ション医学会学術集会, 2014, (名古屋), [ポスター ]  
008 長谷川弘晃：大腿部皮下に発生した粘液線維肉腫の1例．

第6回自由ヶ丘整形医会, 2014, (名古屋), [口演]  
009 吉田雅博：手指発生血管腫の1例. 第6回自由ヶ丘整形医会, 

2014, (名古屋), [口演]  
010 杉浦英志：肩甲部皮下に発生した脂肪肉腫の1例. 第6回自

由ヶ丘整形医会, 2014, (名古屋), [口演]  
011 長谷川弘晃，吉田雅博，杉浦英志：尺骨近位部に発生した

類骨骨腫の1例. 第236回整形外科集談会東海地方会, 2014, 
(名古屋), [口演]  

012 吉田雅博：骨軟部腫瘍に対するCTガイド下生検の適応と

方法. 名大合同カンファレンス, 2014, (名古屋), [口演]   
013 杉浦英志：骨腫瘍診断のポイント. 名大合同カンファレン

ス, 2014, (名古屋), [口演]   
014 吉田雅博：頭頸部癌の大腿骨転移の1例. 第4回名古屋結合

組織腫瘍研究フォーラム, 2014, (名古屋), [口演]   
015 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：左大腿骨骨腫瘍の1例. 

第31回骨軟部腫瘍治療検討会, 2014, (名古屋), [口演]   
016 山田健志，杉浦英志，西田佳弘，山田芳久，大田剛広，細

野幸三：AYA世代進行期悪性骨・軟部腫瘍患者の治療経

験. 第47回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会, 2014, 
(大阪), [シンポジウム]  

017 筑紫　聡，西田佳弘，杉浦英志，山田芳久，山田健志，高

橋　満，紫藤洋二，浦川　浩，小澤英史，二村尚久，石黒

直樹：上腕骨近位骨腫瘍切除後のclavicula pro humero法. 
第47回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術集会, 2014, (大
阪), [口演]  

018 杉浦英志，吉田雅博，長谷川弘晃，西田佳弘，筑紫　聡，

山田健志，山田芳久：軟部肉腫における分子標的治療薬の

意義―パゾパニブの有効性について― 第47回日本整形外

科学会 骨・軟部腫瘍学術集会, 2014, (大阪), [ポスター ]  
019 吉田雅博，杉浦英志，長谷川弘晃，山田健志：後腹膜発生

軟部肉腫の手術治療成績. 第47回日本整形外科学会 骨・軟

部腫瘍学術集会, 2014, (大阪), [ポスター ]  
020 杉浦英志，高橋俊二，荒木信人，上田孝文，高橋　満，森

岡秀夫，米本　司，平賀博明，比留間徹，国定俊之：染色

体転座が報告されている組織型の悪性軟部腫瘍患者を対象

にトラベクテジンとベストサポーティブケアを比較した第

Ⅱ相臨床試験. 第47回日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学術

集会, 2014, (大阪), [シンポジウム]  
021 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：粘液線維肉腫の切除縁

と局所再発についての検討. 第47回日本整形外科学会 骨・

軟部腫瘍学術集会, 2014, (大阪), [ポスター ]  
022 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博，稲葉吉隆，清水康博：

肝細胞癌の骨転移病変に対する臨床的特徴．第52回日本

癌治療学会学術集会, 2014, (横浜), [口演]   
023 吉田雅博，杉浦英志，長谷川弘晃，佐々木英一，谷田部 

恭：右大腿軟部腫瘍の1例. 第80回東海骨軟部腫瘍研究会, 
2014, (名古屋), [口演]    

024 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：踵骨に発生したBrodie



― 106 ― ― 107 ―

腫瘍の1例. 第237回整形外科集談会東海地方会, 2014, (名
古屋), [口演]    

025 小澤英史，西田佳弘，筑紫　聡，杉浦英志，山田芳久，石

黒直樹：血管肉腫9例についての検討. 第123回中部日本整

形外科災害外科学会学術集会, 2014, (名古屋), [口演]  
026 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：右大腿部に発生したグ

ロムス腫瘍の1例. 第123回中部日本整形外科災害外科学会

学術集会, 2014, (名古屋), [口演]  
027 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博：A 39-Year-Old Female, 

Osteosarcoma of the Right Ischial Bone. 第27回骨軟部肉

腫外科研究会, 2015,(東京), [口演]   

泌尿器科部

001 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男：愛知県がんセンター中

央病院における2014年入院手術統計.第55回三重泌尿器科

医会, 2015,(津), [口演]   
002 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男：Indocyanine green 

(ICG)を使用した，近赤外蛍光法補助下腎部分切除術の検

討.第55回三重泌尿器科医会, 2015, (津), [口演] 
003 曽我倫久人：ミニマム創下腎部分切除術における，

Indocyanine green (ICG) を使用した近赤外蛍光法の有益

性.Tokai minimal incision surgery expert seminar, 2015, 
(名古屋）,[口演]

004 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男：前立腺標

準６カ所生検に内側生検を加えることによるがん検出率へ

の影響.第3回日本泌尿器病理研究会, 2014, (東京), [示説]
005 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男：前立腺

生検組織における異型小腺房増殖（atypical small acinar 
proliferation ：ASAP）同定後の再生検としての，経会陰

的多数箇所生検の役割.第3回日本泌尿器病理研究会, 2014, 
(東京), [示説]

006 曽我倫久人，石井健一朗，西川晃平，小倉友二，林　宣

男，成田正明，杉村芳樹：前立腺がんにおける新規神経内

分泌物質manserinの作用.第102回日本泌尿器科学会総会, 
2014, (神戸), [示説]

007 小倉友二，曽我倫久人，林　宣男：愛知県がんセンターに

おけるI-125密封小線源永久挿入単独療法の検討.第102回
日本泌尿器科学会総会, 2014,(神戸),[示説]

008 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男：標準6カ
所生検に内側生検追加するsystemic 前立腺生検での陰性

例における，template saturation biopsyによる残存腫瘍

部位の検証.第56回三重泌尿器科医会, 2014, (津), [口演]
009 曽我倫久人，谷田部　恭，小倉友二，林　宣男：前立腺

生検組織における異型小腺房増殖（atypical small acinar 
proliferation ：ASAP）同定後の再生検方法に関する検

討.第56回三重泌尿器科医会, 2014,(津), [口演]
010 小倉友二，曽我倫久人，林　宣男：前立腺癌に対する

I-125密封小線源永久挿入療法の治療成績.第52回日本癌治

療学会, 2014. (横浜), [示説]
011 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男：前立腺癌でのLH-

RH agonistによる抗アンドロゲン治療中再発に対する

antagonistの効果.第52回日本癌治療学会, 2014,(横浜),［示

説］

012 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男：ICGによる近赤外蛍光

補助下腎部分切除術時の腫瘍組織と正常組織の定量化蛍光

度比較.第28回日本泌尿器内視鏡学会, 2014,(福岡), [示説]
013 曽我倫久人，小倉　友二，林　宣男：ICG近赤外蛍光補助

下のミニマム創内視鏡下腎部分切除術における，腫瘍組織

と正常組織の蛍光定量化比較.第7回日本ミニマム創泌尿器

内視鏡外科学会, 2014,(東京),［示説］

婦人科部

001 笹本香織，中西　透，谷田部　恭：子宮頚部・内膜細胞診

異常を認めるも診断に苦慮した卵巣癌症例の検討．第55
回日本臨床細胞学会総会春期大会，2014，（横浜），[ポス

ター ]
002 谷口智子，竹島信宏，瀧澤　憲，藤原寛行，鈴木光明，木

村英三，中西　透，山田恭輔，高野浩邦，佐々木寛，香山

浩二，落合和德：卵巣がんにおけるHE4およびROMA値

の有用性についての検討．第56回日本婦人科腫瘍学会学

術講演会，2014，（宇都宮），[ワークショップ]
003 櫻田尚子，徳永英樹，中西　透，岩田　卓，青木大輔，齋

藤俊章，永瀬　智，新倉　仁，八重樫伸生，渡部　洋：同

時科学放射線治療後再発頸癌に対する化学療法の有効性規

定因子に関する多施設共同後方視的検討．第56回日本婦

人科腫瘍学会学術講演会，2014，（宇都宮），[口演]
004 笹本香織，河合要介，近藤伸司，中西　透：子宮頸癌の手

術断端陽性についての検討．第56回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会，2014，（宇都宮），[口演]
005 近藤伸司，河合要介，笹本香織，堀尾章代，岩田広治，中

西　透：遺伝性乳癌・卵巣癌症候群を疑う症例に対する

後方視的検討．第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，

2014，（宇都宮），[口演]
006 曽我部万紀，野崎浩文，久保田智巳，梶　裕之，久野　敦，

栂谷内　晶，中西速夫，中西　透，三上幹男，鈴木　直，

木口一成，池原　譲，成松　久：上皮性卵巣がん（特に明

細胞線がん）に対する新規な糖鎖バイオマーカーの探索．

第34回日本分子腫瘍マーカー研究会，2014，（横浜），[口演]
007 中西　透：産婦人科手術を考える：後腹膜の解剖を意識し

た手術手技．第37回日本産婦人科手術学会，2014，（札幌），

[座長]
008 笹本香織，中西　透，谷田部　恭：子宮内膜組織診陰性の

子宮体癌症例の検討．第53回日本臨床細胞診学会秋期大

会，2014，（下関），[ポスター ]
009 笹本香織，清水裕介，近藤紳司，中西　透：子宮内膜細胞

診疑陽性症例についての検討．第135回東海産科婦人科学

会，2015，（名古屋），[口演]
010 清水裕介，中西　透，近藤紳司，笹本香織：プラチナ抵抗

性再発卵巣癌の症候性癌性腹水に対してBevacizmabを使

用した4例．第135回東海産科婦人科学会，2015，（名古屋），
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[口演]
011 中西　透：卵巣癌に対するBevacizmabの有効性．第135

回東海産科婦人科学会，2015，（名古屋），[ランチョンセ

ミナー ]

放射線診断・ＩＶＲ部

001 Sato Y, Matsushima S, Inaba Y, Yamaura H, Kato 
M, Ishiguchi T ：Preoperative evaluation of  Gd-EOB-
DTPA-enhanced MR imaging in patients undergoing 
percutaneous transheptic portal embolization．WCIO 
2014，2014，（New York），[Oral Presentation]

002 Kondo H, Tanahashi Y, Kanematsu M, Goshima 
S, Sakurai K, Noda Y, Kawada H ：Selective pelvic 
arterial embolization in the management of postpartum 
hemorrhage．CIRSE 2014， 2014，(Glasgow) ，[Oral 
Presentation] 

003 Sato  Y ,  Kawada H,  Yamaura  H,  Kato  M, 
Murata S, Inaba Y ：Ttransarterial embolization 
using microspheres for thumb tip metastasis from 
hepatocellular carcinoma: a case report. SGI 2014，
2014，(Seoul)， [Poster]

004 Murata S, Sato Y, Yamaura H, Kato M, Kawada 
H, Hasegawa T, Inaba Y ：Hepatic encephalopathy 
caused by portosystemic venous shunt:successful 
treatment with vascular plug. SGI 2014，2014，(Seoul)， 
[Poster]

005 Hasegawa T, Sato Y, Murata S, Kawada H, Kato 
M, Yamaura H, Inaba Y ：Embolization for bleeding 
from internal carotid artery using AVP-I: a case report.  
GEST Asia 2014，2014，(Tokyo)， [Poster]

006 Kawado H, Sato Y, Yamaura H, Kato M, Murata S, 
Hasegawa T, Inaba Y ：Ttransarterial embolization 
using microspheres for thumb tip metastasis from 
hepatocellular carcinoma: a case report. GEST Asia 
2014，2014，(Tokyo)， [Poster]

007 Murata S, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, 
Kawada H, Hasegawa T, Aramaki T ：Hepatic 
encephalopathy caused by portosystemic venous shunt: 
successful treatment with vascular plug. GEST Asia 
2014，2014，(Tokyo)，[Poster]

008 稲葉吉隆：肝悪性腫瘍の動注治療．第73回日本医学放射

線学会総会，2014，（横浜），[教育講演]
009 稲葉吉隆：血管塞栓材ディーシービーズについて．第50

回日本肝臓学会，2014，（東京），[講演]
010 佐藤洋造，稲葉吉隆：全身化学療法の基礎知識とＩＶＲの

役割．第43回日本ＩＶＲ学会総会，2014，（奈良），[講演]
011 村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，鹿島正隆，加藤弥菜，川

田紘資，稲葉吉隆：胆道再建後のつり上げ空腸盲端部から

のＩＶＲ手技の検討．第43回日本ＩＶＲ学会総会，2014，
（奈良），[口演]

012 佐藤洋造，松島　秀，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，鹿

島正隆，川田紘資，村田慎一，佐野　力：Gd-EOB-DTPA 
MRIを用いたPTPE前後における術前残肝機能評価（第2
報）．第43回日本ＩＶＲ学会総会，2014，（奈良），[口演]

013 川田紘資，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，鹿

島正隆，村田慎一：CV port設置後に介入を必要とした症

例に関する検討．第43回日本ＩＶＲ学会総会，2014，（奈

良），[口演]　
014 稲葉吉隆：消化管ステント．第43回日本ＩＶＲ学会総会，

2014，（奈良），[教育講演]
015 佐藤洋造：ソラフェニブと肝動脈化学塞栓療法（TACE）

の併用療法の第Ⅱ相試験（STAB study）の進捗状況．第

19回肝動脈塞栓療法研究会，2014，（奈良），[口演]
016 佐藤洋造：インターベンショナルラジオロジー　腫瘍系の

塞栓術，デバイスなど最新の話題．第23回造影剤と放射

線シンポジウム，2014，（東京），[講演]
017 村田慎一，加藤弥菜，山浦秀和，佐藤洋造，鹿島正隆，川

田紘資，稲葉吉隆：球状塞栓物質の初期使用経験．第56
回中部ＩＶＲ研究会，2014，（福井），[口演]

018 村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，鹿島正隆，川

田紘資，稲葉吉隆：門脈-下大静脈シャント塞栓術にＡＶ

Ｐが有用であった1例．第56回中部ＩＶＲ研究会，2014，
（福井），[口演]

019 川田紘資：胆道・消化管．第56回中部ＩＶＲ研究会，

2014，（福井），[座長]
020 加藤弥菜，山浦秀和，佐藤洋造，鹿島正隆，川田紘資，村

田慎一，稲葉吉隆，吉田達哉，樋田豊明：クリゾチニブ投

与にともなう腎嚢胞についての報告．日本医学放射線学会

第156回中部地方会，2014，（福井），[口演]
021 加藤弥菜：肝細胞癌の薬物療法．中日文化センター教育講

座，2014，（名古屋），[講演]
022 稲葉吉隆：肝細胞癌に対するＩＶＲ．中日文化センター教

育講座，2014，（名古屋），[講演]
023 稲葉吉隆：がん診療におけるＩＶＲ．神戸市医師会学術講

演会，2014，（神戸），[講演]
024 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博，稲葉吉隆，清水泰博：

肝細胞癌の骨転移病変に対する臨床的特徴．第52回日本

癌治療学会，2014，（横浜），[口演]
025 佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，松島　秀，

川田紘資，村田慎一：Preoperative evaluation of Gd-
EOB-DTPA-enhanced MRI in patients undergoing 
percutaneous transhepatic portal embolization．第12回
日本臨床腫瘍学会学術集会，2014，（福岡），[ポスター ]

026 加藤弥菜，山浦秀和，佐藤洋造，鹿島正隆，川田紘資，村

田慎一，小森康司，稲葉吉隆：大腸癌根治切除後症例にお

ける定期ＣＴフォローの有用性に関する検討．第12回日

本臨床腫瘍学会学術集会，2014，（福岡），[ポスター ]
027 稲葉吉隆：骨転移のＩＶＲ療法．第12回日本臨床腫瘍学

会，2014，（福岡），[講演]
028 加藤弥菜，稲葉吉隆，村田慎一，長谷川貴章，川田紘資，

佐藤洋造，山浦秀和：ＡＬＫ阻害剤関連腎嚢胞．第76回
東海総合画像医学研究会，2014，（名古屋），[口演]
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029 村田慎一，佐藤洋造，川田紘資，長谷川貴章，加藤弥菜，

山浦秀和，稲葉吉隆：当院におけるAMPLATZERバスキュ

ラープラグの使用経験．第76回東海総合画像医学研究会，

2014，（名古屋），[口演]
030 稲葉吉隆：腹部ＩＶＲにおける血管塞栓物質のupdate．

第76回東海総合画像医学研究会，2014，（名古屋），[座長]
031 村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，川田紘資，長

谷川貴章，稲葉吉隆：肝動注リザーバー留置における血流

改変術でのＡＶＰ使用の検討．第39回リザーバー研究会，

2014，（奈良），[口演]
032 川田紘資，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，村田慎一，長

谷川貴章，稲葉吉隆：当院で施行したＣＶシステムチェッ

ク症例に関する検討（第2報）．第39回リザーバー研究会，

2014，（奈良），[口演]
033 稲葉吉隆：ハイドロコイルのベネフィット症例別使用経験

から見えてきたこと．第50回日本医学放射線学会秋季臨

床大会，2014，（神戸），[座長]
034 佐藤洋造：造影剤を用いたがん治療効果判定．第28回Ｊ

ＣＲミッドウィンターセミナー，2015，（福岡），[講演]
035 長谷川貴章，佐藤洋造，村田慎一，川田紘資，加藤弥菜，

山浦秀和，稲葉吉隆：当院における肺ＲＦＡの治療成績．

第57回中部ＩＶＲ研究会，2015，（名古屋），[口演]
036 川田紘資，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，村田慎一，長

谷川貴章，稲葉吉隆：術後尿管合併症に対する内瘻術にお

けるRendezvous techniqueに関する検討．第57回中部Ｉ

ＶＲ研究会，2015，（名古屋），[口演]
037 山門亨一郎，宮山士朗，廣田省三，水沼仁孝，中村建治，

稲葉吉隆：TACEの予後予測因子の検討－ＴＡＥ研究会の

解析．第50回日本肝癌研究会，2014，（京都），[シンポジ

ウム]
038 稲葉吉隆，加藤弥菜，佐藤洋造，山浦秀和，荒井保明：

cTACEとビーズTACEのエビデンス．第50回日本肝癌研

究会，2014，（京都），[ワークショップ]

放射線治療部

001 Kodaira T, Tachibana H, Tomita N, Makita 
C, Shimizu A, Takehana K, Fuwa N：Clinical 
Efficacy Of Helical Tomotherapy For Nasopharyngeal 
C a n c e r  Tr e a t e d  Wi t h  D e f i n i t e  C o n c u r r e n t 
Chemoradiotherapy.56th Annual meeting of the 
American Society for Therapeutic Radiation And 
Oncology 2014,2014,(San Francisco),[ポスター ]

002 Shimizu A, Takehana K, Makita C, Tomita N, 
Tachibana H, Kodaira T：Late hypothyroidism and 
the correlation of dose-volume histogram of thyroid after 
intensity-modulated radiotherapy for head and neck 
cancer. 56th Annual meeting of the American Society 
for Therapeutic Radiation and Oncology 2014,2014,(San 
Francisco），[ポスター ]

003 Takehana K, Shimizu A, Makita C, Tomita 

N,  Tachibana H, Kodaira T：Retrospect ive 
Analysis of Clinical Efficacy of IMRT Using Helical 
Tomotherapy among Patients Treated with Definitive 
Chemoradiotherapy for Hypopharyngeal Cancer. 56th 
Annual meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology 2014, 2014,(San Francisco),[ポ
スター ]

004 Zenda S, Yamanaka T, Tahara M, Kiyota N, 
Akimoto T, Yokota T, Kodaira T, Okami K, Okano 
S, Fujii M：Ecrips：The phase II study of docetaxel, 
cisplatin and cetuximab (TPE) followed by cetuximab 
with concurrent radiotherapy in patients with local 
advanced squamous cell carcinoma of the head and 
neck(LA-SCCHN).2014 ASCO annual meeting Chicago, 
2014,(Chicago),[ポスター ]

005 Tanaka K, Oguri T, Yoshida T, Park J, Shimizu J, 
Horio Y, Hida T, Kodaira T, Yatabe Y, Takeshita J, 
Hata A, Kaji R, Fujita S, Katakami N, Takayama K, 
Kokubo M：The impact of EGFR mutation on definitive  
concurrent chemoradiation therapy for inoperable stage 
III lung adenocarcinoma. 2014 ASCO annual meeting 
Chicago,2014, (Chicago),[ポスター ]

006 Comparison of acute toxicity of both group 
Kodaira T, Shikama N, Kagami Y, Ishikura S, 
Hiraoka M, Nakamura K, Mizusawa J, Saito Y, 
Matsumoto Y, Nishiyama K, Itami J, Ito Y, Akimoto 
T, Nakata K, Oguchi M, Nishimura Y, Nakagawa 
K, Nagata Y, Nishimura T, Uno T, Kataoka 
M, Yorozu A：Accelerated versus Conventional 
Fractionated Radiotherapy for Glottic Cancer of T1-
2N0M0 (JCOG0701). 5th World Congress of IFHNOS 
and Annual Meeting of the AHNS,2014,(NewYork), [口
演]

007 Kodaira T, Yoshida M, Kimura K, Shimizu A, 
Takehana K, Makita C, Tomita N, Tachibana H：

Aichi Cancer Experience of Chemo-IMRT using Helical 
tomotherapy for nasopharyngeal carcinoma.The 2nd 
annual meeting Taiwan-Japan Conference on the high 
precision radiation therapy,2014,(Taipei),[口演]

008 Makita C, Tachibana H, Tomita N, Shimizu A, 
Takehana K, Yoshida M, Kimura K, Shimizu H, 
Kodaira T：Volumetric and dosimetric changes of 
parotid glands in 2 step IMRT for nasopharyngeal 
carc inoma.  The 2nd annual  meet ing  Taiwan-
Japan Conference on the high precision Radiation 
therapy,2014,(Taipei),[口演]

009 Kodaira  T：Presentat i on  sess ion  1  Head  & 
Neckcancer and brain tumor Tumor contouring session-
Nasopharyngeal cancer Presentation. The 2nd annual 
meeting Taiwan-Japan Conference on the high precision 
Radiation therapy,2014,(Taipei),[座長]

010 Makita C：Tumor Contouring- Hypopharyngeal 
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Cancer.The 2nd annual meeting Taiwan-Japan 
Conference  on  the  h igh  prec i s i on  Rad ia t i on 
therapy,2014,(Taipei),[座長]

011 竹花恵一，清水亜里紗，牧田智誉子，富田夏夫，立花弘之，

古平　毅：当院における下咽頭癌に対するIMRTの初期経

験.第73回日本医学放射線学会総会,2014,(横浜),[座長]
012 古平　毅：合同シンポジウム(日本頭頸部癌学会)喉頭・

下咽頭癌.機能温存への挑戦.第27回日本放射線腫瘍学

会,2014,(横浜),[座長]
013 古平　毅：若手医師による放射線治療ABC.第27回日本放

射線腫瘍学会，2014,(横浜),[座長]
014 古平　毅，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里

紗，竹花恵一，木村香菜，吉田舞子：IMRTを用いた上咽

頭癌の化学放射線療法の治療成績.第27回日本放射線腫瘍

学会,2014,(横浜),[口演]
015 富田夏夫，古平　毅，立花弘之，牧田智誉子，清水亜里紗，

竹花恵一，木村香菜，吉田舞子，曽我倫久人，小倉友二，

林　宣男：当院における前立腺癌に対する放射線治療の中

期成績.第27回日本放射線腫瘍学会, 2014,(横浜),[口演]
016 牧田智誉子，立花弘之，富田夏夫，清水亜里紗，竹花恵一，

木村香菜，吉田舞子，古平　毅，不破信和：Stage I/II舌
扁平上皮癌に対する小線源治療の検討.第27回日本放射線

腫瘍学会,2014,(横浜),[口演]
017 清水亜里紗，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：頭頸部癌IMRT症例にお

ける甲状腺機能低下症発生に関するDVH解析.第27回日本

放射線腫瘍学会,2014,(横浜),[口演]
018 竹花恵一，吉田舞子，木村香菜，清水亜里紗，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：当院における下咽頭癌に

対する化学放射線療法の治療成績.第27回日本放射線腫瘍

学会,2014,(横浜),[口演]
019 立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里紗，竹花恵

一，木村香菜，吉田舞子，古平　毅：頭頸部癌治療野に

おける放射線口腔粘膜炎重篤化予防に対する特性アミノ

酸配合物の有効性.日本医学放射線学会第156回中部地方

会,2014,(福井),[口演]
020 牧田智誉子，立花弘之，富田夏夫，清水亜里沙，竹花恵一，

木村香菜，吉田舞子，清水秀年，古平　毅：上咽頭癌に対

する2-step法でのIMRT施行症例におけるPTVおよび耳下

腺体積と線量変化の検討.日本医学放射線学会第156回中部

地方会,2014,(福井),[口演]
021 清水亜里紗，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：頭頸部癌IMRT実施症例

における晩期の甲状腺機能評価第2報　MIM-Maestroを用

いた後方視的な解析.日本医学放射線学会第156回中部地方

会,2014,(福井),[口演]
022 竹花恵一，吉田舞子，木村香菜，清水亜里紗，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：前立腺癌IMRTにおける

Helical TomotherapyとVMATの治療計画の検討.日本医学

放射線学会第156回中部地方会,2014, (福井),[口演]
023 古平　毅，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，清水亜里紗，

牧田智誉子，富田夏夫，立花弘之：IMRTを用いた上咽頭

癌の化学放射線療法の治療成績.日本医学放射線学会第157
回中部地方会,2015,(名古屋) ,[口演]

024 立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里紗，竹花恵一，

木村香菜，吉田舞子，古平　毅：化学放射線治療を受ける

頭頸部癌患者を対象とした口腔ケア･プログラム運用に関

する第II相臨床試験.日本医学放射線学会第157回中部地方

会,2015,(名古屋) ,[口演]
025 富田夏夫，牧田智誉子，立花弘之，清水亜里紗，竹花恵一，

木村香菜，吉田舞子，古平　毅：当院における前立腺癌放

射線治療後PSA再発例の予後に関する検討.日本医学放射

線学会第157回中部地方会,2015,(名古屋) ,[口演]
026 牧田智誉子，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，清水亜里紗，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：Stage I/II舌扁平上皮癌

に対する小線源治療の検討.日本医学放射線学会第157回中

部地方会,2015,(名古屋) ,[口演]
027 清水亜里紗，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：子宮頸癌に対してIMRT
を用いたboost照射を行った症例の検討.日本医学放射線学

会第157回中部地方会,2015,(名古屋) , [口演]
028 竹花恵一，吉田舞子，木村香菜，清水亜里紗，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：当院における下咽頭癌に

対する化学放射線療法の治療成績.日本医学放射線学会第

157回中部地方会,2015,(名古屋),[口演]
029 木村香菜，吉田舞子，竹花恵一，清水亜里紗，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：中咽頭癌に対するIMRT
による治療成績に関する後方視的研究.日本医学放射線学

会第157回中部地方会,2015,(名古屋),[口演]
030 齊藤吉弘，古平　毅，鹿間直人，石倉　聡，平岡真寛，

中村健一，水澤純基，松本康男，小西浩司，伊藤芳紀，

秋元哲夫，中田健生，利安隆史，西村恭昌，加賀美芳

和：T1-2N0M0声門癌の加速照射と標準分割照射の第III
相試験(JCOG0701):早期安全性データ.第52回癌治療学

会,2014,(横浜),[口演]
031 古平　毅，立花弘之，牧田智誉子，鈴木秀典，平川仁，小

澤泰次郎，花井信広，長谷川泰久：IMRTを用いた上咽

頭癌の化学放射線療法の治療成績.第38回日本頭頸部癌学

会,2014,(東京),[口演]
032	古平　毅：セッションBRT1. 第38回日本頭頸部癌学

会,2014,(東京),[座長]
033 古平　毅：SessionI　指定演題.第33回頭頸部腫瘍研究

会,2015,(名古屋),[座長]
034 木村香菜，吉田舞子，竹花恵一，清水亜里紗，牧田智誉子，

富田夏夫，立花弘之，古平　毅：中咽頭癌に対するIMRT
による治療成績に関する後方視的研究.第33回頭頸部腫瘍

研究会,2015,(名古屋),[口演]
035 野村基雄，安部哲也，古平　毅，宇良　敬，植村則久，川

合亮佑，丹羽康正，篠田雅幸，室　圭：切除可能食道癌に

対する手術療法と化学放射線療法の比較.第67回日本食道

学会,2014,(東京),[口演]　
036 古平　毅：ケースカンファレンスどう治療する？下咽頭癌

/喉頭癌.第66回日本気管食道科学会,2014,(高知),[パネリス

ト]
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037 古平　毅：Cetuximab併用放射線治療の実際と臨床上の

留意点.広島頭頸部がん治療セミナー ,2014,(広島),[口演]
038 古平　毅：Cetuximab 併用放射線療法の適応と臨床上の

留意点．Leaders Meeting 2014 H&N in Tokai-Hokuriku, 
2014,(名古屋),[基調講演]

039 古平　毅：Cetuximabと併用放射線療法の実際と臨床上

の留意点.京都頭頸部がん放射線治療セミナー ,2014,(京
都),[口演]

040 古平　毅：Cetuximab併用放射線療法の実践と留意点.北
陸頭頸部癌化学療法副作用セミナー ,2014,(金沢),[口演]

041 古平　毅：VMATを用いたIMRTの治療経験　－トモセ

ラピーとの対比－. 大阪オンコロジー meeting,2014,(大
阪),[口演]

042 古平　毅：基調講演. アービタックス H&N Summit 
2014,2014,(東京),[座長]

043 古平　毅：頭頸部癌の放射線治療－IMRを中心とした現

状と今後の展望－.第26回千葉頭頸部腫瘍研究会,2014,(千
葉),[口演]

044 古平　毅：頭頸部癌治療における強度変調放射線治療の役

割.頭頸部外科学教育セミナー ,2014,(大阪),[口演]
045 古平　毅：頭頸部癌放射線治療CRTとIMRTの実際/トモ

セラピーによる高精度放射線治療.札幌医大　放射線治療

セミナー ,2014,(札幌),[口演]
046 古平　毅：ここまできた最先端放射線治療 頭頸部癌に対

する放射線治療　多様化する治療と治療の個別化への展

望.名古屋大学がんプロフェッショナル特別講義,2014,(名
古屋),[特別講義]

047 古平　毅：アドバンスドコース講演4頭頸部癌の新たな治

療戦略IMRT. 耳鼻咽喉科専門医講習会,2014,(横浜),[講演]
048 古平　毅：高精度放射線治療の現状.第2回中部地区がん医

療連携学術講演会,2015,(名古屋),[講演]
049 古平　毅：咽頭癌の予防と治療/咽頭癌の放射線治療.中日

文化センター提携講座,2015,(名古屋),[講師]
050 立花弘之：Intraarterial Chemoradiation Therapy for 

Head and Neck Cancer.日本IVR学会総会ワークショッ

プ,2014,(奈良),[口演]
051 立花弘之：放射線治療の副作用対策〜皮膚炎・粘膜炎を中

心に〜.第11回医看薬薬連携研究会,2014,(名古屋),[口演]
052 立花弘之，中島貴子，加藤千晴，田端恭兵：頭頸部がん化

学放射線療法における経管栄養法の検討～胃瘻と経鼻胃

管による経管栄養法を比較して～ .日本放射線腫瘍学会総

会,2014,(横浜),[口演]
053 横田知哉，小西哲仁，全田貞幹，百合草健圭志，濱内　諭，

坂井謙介，西川雅也，長縄弥生，久保　知，妻木浩美，鈴

木美帆，岡野朋果，佐藤真帆，田栗正隆，森田智視，江口 

徹，久保田馨：化学放射線療法を受ける頭頸部癌患者を対

象とした口腔ケア・プログラム運用に関する第2相試験～

多職種チームによるケア・プログラムの試み～ .東海頭頸

部腫瘍研究会,2015,(名古屋),[口演]
054 岡野朋果，横田知哉，小西哲仁，立花弘之，百合草健圭志，

坂井謙介，西川雅也，長縄弥生，久保　知，妻木浩美，鈴

木美帆，森田智視，田栗正隆，佐藤真帆，江口　徹，全田

貞幹，久保田馨，齊藤真一郎：化学放射線療法を受ける頭

頸部癌患者を対象とした口腔ケア・プログラム運用に関す

る第2相試験.日本臨床腫瘍薬学会学術大会,2015,(京都),[口
演]

055 立花弘之：泌尿器科がん治療（主に前立腺がんに対する

治療戦略）について. 第6回愛知県がんセンター公開講

座,2015,(名古屋),[講演]

緩和ケア部

001 渡辺俊之，小森康永，宋　敏稿：読むことと書くことの心

理的治療実践.第31回日本家族研究・家族療法学会ワーク

ショップ,2014.7.19,（神戸），[ワークショップ]
002 下山理史：多職種アプローチによる難治性疼痛対策. 第７

回日本緩和医療薬学会年会, 2014,（松山），[シンポジウム]
003 下山理史：周術期管理をスムースに行うための疼痛管理法

に関する考察. 2014,(郡山），[要望演題]
004 下山理史：緩和ケア外来の果たす役割はどこまでだろう

か？ . 第19回日本緩和医療学会学術大会,2014,（神戸），[ポ
スター ]

005 下山理史：「頑張らなくていいですよ」という言葉につい

て考えさせられた一例. 第38回日本死の臨床研究会年次大

会, 2014,(別府），[ポスター ]

看護部　

[学会発表]
001 佐野雄三，下和田香，深水ひとみ，長岡祥子，依田佳恵，

加藤さやか，千種智之，奥田孝光，中山衣代，宇佐美秀子，

田近正洋，田中　努，石原　誠，丹羽康正，山雄健次：食

道ＥＳＤに伴い左頬部に皮膚障害を生じた症例の検討．第

72回日本消化器内視鏡技師学会，2014，（東京），[口演]
002 青山寿昭：ガラガラ含嗽の実態調査．日本摂食・嚥下障害

看護研究，2014，(福岡），[口演]
003 福嶋敬子，中山衣代，長岡祥子，佐野雄三，深水ひとみ，

依田佳恵，奥田孝光，松尾育未，服部寿史，岩政裕昭，佐

藤洋造，稲葉吉隆：PACSからのIVR看護記録連携．第43
回日本IVR学会総会，2014，（奈良），[口演]

004 岩田知子，宮武美智代，村上五月：終末期の血液疾患患者

の在宅移行への看護支援～患者とその家族の思いを支えた

一事例を「痛みの軌跡理論」を用いて振り返る～．第19
回日本緩和医療学会学術集会，2014，(神戸），[口演]

005 青山寿昭：ガラガラ含嗽の可能性．日本嚥下障害臨床研究

会，2014，(京都），[口演]
006 小川明伸，福間　勉，榎木理恵，丹羽孝治：災害発生時効

率的な業務遂行を目指してフローチャートの作成．第16
回災害看護学会，2014，（東京），[ポスター ]

007 山田知里，宇良　敬，西尾充代，戸崎加奈江，小原真紀子，

宮谷美智子，高畑知帆子：抗EGFR抗体製剤によるざ瘡

様皮疹悪化の危険因子．第52回日本癌治療学会学術集会，
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2014，（横浜），[口演]
008 小川倫世，水野暁人，南谷志野，佐々木照美：がん専門

病院ＩＣＵにおける褥瘡発生率低下に向けた対策の効果．

第45回日本看護学会ー急性期看護ー学術集会，2014，（横

浜），[口演]
009 小川倫世：がん専門病院ＩＣＵにおけるクリニカルパスに

関連したインシデント発生事例の検討と今後の課題．第

15回日本クリニカルパス学会，2014，（福井），[ポスター ]
010 中村直幹，南谷志野：電子カルテの効率的なシステム活用

による情報収集時間の短縮と負担感の軽減．第18回日本

看護管理学会学術集会，2014，(愛媛），[口演]
011 渡邉清永，宇良　敬：食道癌術前化学療法症例における化

学療法の有害事象出現予測に関する栄養スクリーニング法

の有用性．第52回日本癌治療学会学術集会，2014，（横浜），

[口演]
012 依田佳恵，宇佐美秀子，下和田香，長岡祥子，深水ひとみ，

奥田孝光，加藤さやか，千種智之，佐野雄三，中山衣代，

丹羽康正，田近正洋，他：上部消化管内視鏡の咽頭麻酔に

おけるキシロカインビスカスとスプレーの有用性と患者の

認用性の比較．第73回消化器内視鏡技師学会，2014，(大
阪），[口演]

013 村井一樹，福嶋敬子，山口真澄，佐藤　好，戸﨑加奈江，

清水淳市，佐藤洋造，岩田広治：電子パスにおける看護記

録の検討～中心静脈ポート留置術パスより～．第15回日

本クリニカルパス学会学術集会，2014，（福井），[ポスター ]
014 中島貴子，加藤千晴，田端恭平，立花弘之：頭頸部がん化

学放射線療法における経管栄養法の検討～胃瘻と経鼻胃管

による経管栄養法を比較して～．日本放射線腫瘍学会第

27回学術大会，2014，（神奈川），[口演]
015 吉川　惠，新貝夫弥子，大川明子，浅場　香：ホルモン療

法中の閉経前乳がん患者の更年期様症状と精神症状．第

28回日本がん看護学会学術集会，2014，（新潟），[口演]
016 岩井美世子：がん看護専門看護師によるがん看護外来の効

果ースピリチュアルペインを持つ在宅療養中の終末期がん

患者と家族への介入を通して．第19回日本緩和医療学会

学術集会，2014，(神戸），[ポスター ]
017 久保　知，西脇可織：骨盤領域に放射線療法を受けた女性

患者のセクシュアリティに関わる体験と対処行動．第29
回日本がん看護学会学術大会，2015，（横浜），[口演]

018 林真由美，吉川　惠，川瀬　静，小澤洋子：がん専門病院

の看護師が行っている終末期患者の退院支援に関する課

題．がん看護学会，2015，(横浜），[口演]
019 高木礼子，新貝夫弥子，瀬古志桜：乳がん患者の術式選択

における影響要因と術後の満足度．第22回日本乳癌学会

総会，2014，（大阪），[示説]
020 塩田亜由美，宇良　敬，戸崎加奈江，向井未年子：緩和ケ

ア病棟をもたないがん専門病院一般病棟における終末期医

療は病院経営的見地では許容されるか？．第29回日本が

ん看護学会学術集会，2015，（横浜），[ポスター ]
021 小島　瞳，紙川理恵，佐々木照美，榊原由美子，木下敬史，

木村賢哉，小森康司：一時的イレオストミー肛門側排泄孔

の高さが関連した皮膚障害で難渋した一例．日本ストー

マ・排泄リハビリテーション学会総会，2015，（千葉），[ポ
スター ]

022 矢澤あや子，佐々木照美，小島　瞳，榊原由美子，木下敬

史，木村賢哉，小森康司：永久ストーマを増設した全盲患

者のセルフケア自立に対する援助．日本ストーマ・排泄リ

ハビリテーション学会総会，2015，（千葉），[口演]
023 新貝扶弥子：乳房温存術および乳房全摘術を行なった乳が

ん患者の満足度と影響要因．第29回日本がん看護学会学

術集会，2015，（横浜），[口演]

[講演講師，学会座長，シンポジストなど]
001 高木仁美：看護管理「病院における認定看護師の役割」．

愛知県立大学認定看護師教育課程「がん化学療法看護」分

野・「がん性疼痛看護」分野，2014，（愛知），[講師]
002 高木仁美：看護管理学「リーダーシップ論」．椙山女学園

大学看護学部，2014，（愛知），[講師]
003 高木仁美：夜勤交代制勤務の負担軽減．神奈川県看護協会，

2014，（神奈川），[講師]
004 高木仁美：看護師の教育Ⅰ．第29回日本がん看護学会学

術集会，2015，（神奈川），[座長]
005 翠　邦治：看護管理．愛知県看護教員講習会，2014，（愛

知），[講師]
006 黒河瑞江：看護管理．愛知県立総合看護専門学校，2014，

(愛知），[講師]
007 濱口由美子：看護管理・医療安全．愛知県立総合看護専門

学校，2014，（愛知），[講師]
008 戸﨑加奈江：皮膚障害に対するセルフケア指導の実際．大

腸癌分子標的治療勉強会，2014，（愛知），[講演]
009 戸﨑加奈江：がん看護Ⅰ－化学療法と放射線療法の看護

－．愛知県看護協会，2014，（愛知），[講師]
010 戸﨑加奈江：診断・治療に伴う看護７．第29回日本がん

看護学会学術集会，2015，（神奈川），[座長]
011 戸﨑加奈江：ジオトリフの副作用マネージメント～当院で

の取り組み～．三重県ジオトリフ発売記念講演会，2014，
（三重），[講演]

012 戸﨑加奈江：ジオトリフの副作用マネージメント～当院

での取り組み～．GIOTRIF適正使用セミナー in京都，

2014，（京都），[講演]
013 戸﨑加奈江：がん化学療法を安全に行うための 副作用マ

ネジメントを目的とした 職種横断型チーム医療によるマ

ニュアル作成．第34回日本看護科学学会学術集会　シン

ポジウムⅡ「看護ケアプログラムのイノベーションに向け

た方略」，2014，（愛知），[シンポジスト]
014 小原真紀子：活動報告と認定更新審査について．愛知県

立大学看護実践センター認定看護師フォローアップセミ

ナー，2015，（愛知），[講師]
015 小原真紀子：がん化学療法における副作用マネジメント．

藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院がん化学療法勉強会，

2014，（愛知），[講師]
016 小原真紀子：皮膚症状に対するセルフケア指導の実際．三

重中勢大腸がんセミナー，2014，（三重），[講師]
017 小原真紀子：EGFR製剤投与での皮膚症状に対する取り組



― 112 ― ― 113 ―

み．岡崎がん化学療法セミナー，2014，（愛知），[講師]
018 小原真紀子：化学療法における皮膚障害対策．がん診療従

事者のためのがん化学療法勉強会，2014，（静岡），[講師]
019 小原真紀子：スキンケアの実際．医看薬薬連携研修会，

2014，（愛知），[座長]
020 小原真紀子：大腸癌化学療法副作用マネジメント．大腸癌

化学療法副作用マネジメント勉強会，2014，（愛知），[座長]
021 山崎祥子：がん看護概論．愛知県立大学看護実践センター，

2014，（愛知），[講師]
022 山崎祥子：がん性疼痛を有する患者のアセスメントと計画

立案．愛知県立大学看護実践センター，2014，（愛知），[講
師]

023 西尾充代：大腸がん化学療法の皮膚症状対策 ー看護のポ

イントー．第52回日本癌治療学会学術集会　ブースセミ

ナー，2014，（横浜），[講師]
024 青山寿昭：「口から食べる」をサポートする実態と課題．

日本摂食嚥下リハビリテーション学会，2014，（東京），[シ
ンポジスト]

025 青山寿昭：集まれご当地プロジェクト5．日本摂食嚥下リ

ハビリテーション学会，2014，（東京），[座長]
026 青山寿昭：覚醒の悪い患者への対応．症例から学ぶ摂食嚥

下障害の知識，2014，（大阪・東京），[講師]
027 青山寿昭：気管切開をされている患者の対応．症例から学

ぶ摂食嚥下障害の知識，2014，（大阪・東京），[講師]
028 青山寿昭：頭頸部癌嚥下障害への関わり．名古屋市立大学

学習会，2014，（愛知），[講師]
029 青山寿昭：食べる楽しみを支える看護．看護科学学会，

2014，（愛知），[講師]
030 青山寿昭：がん患者の在宅栄養を考える．キャンサーネッ

トワーク愛知，2015，（愛知），[講師]
031 青山寿昭：嚥下と摂食．名古屋市介護施設看護職員研修会，

2015，（愛知），[講師]
032 青山寿昭：摂食嚥下における看護の専門性．愛知県立大学

臨床講義，2014，（愛知），[講師]
033 青山寿昭：がん患者の栄養を考える．名古屋市相談情報サ

ロン・ピアネット市民公開講座，2015，（愛知），[講師]
034 笹川良子：Discover Tomorrow GVポート看護の新たな取

り組み．第39回リザーバー研究会，2014，(奈良），[シン

ポジスト]
035 土屋大樹，千種智之：病院内の感染防止策の基本．平成

26年度新人看護職員合同研修，2014，（愛知），[講師]
036 深堀慎一郎：一般演題（示説）第3群「その他１」．第10

回日本クリティカルケア看護学会学術集会，2014，（愛知），

[座長]
037 瀬古志桜：薬物療法を受ける術前・術後の乳がん患者の看

護．東海ブレストケアセミナー，2014，(愛知)，[講師]
038 山田健司：内視鏡手術看護セミナー．日本手術看護学会東

海地区，2014，（三重・岐阜），[講師]
039 山田健司：手術室新人交流会．日本手術看護学会東海地区，

2014，（愛知），[ファシリテーター ]
040 山田健司：手術室新人看護師フォローアップ研修．日本手

術看護学会東海地区，2014，（愛知），[ファシリテーター ]

041 山田健司：がん基礎研修「手術療法における看護につい

て」．小牧市民病院，2014，（愛知），[講師]
042 大島祐美：小児看護学方法論Ⅱ．県立愛知看護専門学校，

2014，（愛知），[講師]
043 中島貴子：がん放射線療法看護．第11回医看薬薬連携研

究会，2014，（愛知），[講師]　　　

044 永田智子：症状マネジメント．ELNEC-Jコアカリキュラ

ム看護師教育プログラム，2014，(愛知），[講師]
045 吉川　惠：臨床看護学講座 卒業論文発表会．名古屋大学

医学部保健学科看護学専攻，2014，（愛知），[座長]
046 福嶋敬子：次世代へ繋がるＩＮＥ教育．第4回インターベ

ンションエキスパートナース会，2014，(大阪），[座長]
047 久保　知：化学療法と放射線療法の看護．愛知県看護協会

がん看護Ⅰ，2014，（愛知），[講師]
048 久保　知：放射線治療に伴う副作用マネジメント．宮城看

護ケアセミナー，2014，（宮城），[講師]
049 久保　知：セツキシマブ併用放射線療法の実際と留意点．

北陸アービタックス臨床実地セミナー，2014，（石川），[講
師]

050 久保　知：放射線療法看護の実際．沖縄県看護協会がん看

護研修Ⅱ，2014，（沖縄），[講師]
051 久保　知：放射線療法における有害事象とその看護．小牧

市民病院がん基礎研修，2014，（愛知），[講師]
052 久保　知：がん性疼痛に対する治療と看護．愛知県立大学

認定看護師教育課程「がん性疼痛看護」分野，2014，（愛

知），[講師]
053 久保　知：前立腺癌でＩＭＲＴを受ける患者の看護．豊橋

Nurse Skill Up Seminar，2014，（愛知），[講師]
054 久保　知：放射線治療室における看護．日本放射線技術学

会中部部会　愛知県放射線治療研究会，2014，（愛知），[講
師]

055 高畑知帆子：外来化学療法における電話相談について当院

2013年度の分析より．第16回東海外来フォーラム，2014，
（愛知），[講師]

056 井上さよ子：看護専門相談　がん予防．愛知県看護協会看

護ふれあいフォーラム，2014，（愛知），[講師]
057 井上さよ子：訪問看護方法論（悪性腫瘍患者の看護）．愛

知県看護協会26年度訪問看護職員養成講習会，2014，（愛

知），[講師]
058 井上さよ子：在宅医療病態論．愛知県看護協会訪問看護認

定看護師教育課程，2014，（愛知），[講師]
059 井上さよ子：看護倫理研修．愛知県心身障害者コロニー

26年度看護職員研修，2014，（愛知），[講演]
060 岩井美世子：指導．愛知県立大学認定看護師教育課程「が

ん化学療法看護」分野・「がん性疼痛看護」分野，2014，（愛

知），[講師]
061 岩井美世子：がん看護（専門看護師）の役割と活動．愛知

医科大学看護学部，2014，（愛知），[講師]
062 岩井美世子：がんになっても働きたい～仕事と治療の両立

について考える～．市民公開講座，2014，（愛知），[パネ

リスト]
063 高木礼子：乳がん手術を受ける患者のケア．東海ブレスト
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ケアナースセミナー，2014，（愛知），[講師]
064 高木礼子：再発進行乳がんの症状コントロール（腹水・胸

水・呼吸困難）．eセミナー，2014，（愛知），[講師]
065 笹川良子：当院におけるCVポートの使用方法に関する院

内研修について．第39回リザーバー研究会，2015，（奈良），

[シンポジスト]
066 笹川良子：IVRの最近の話題．第4回インターベンション

エキスパートナース会，2015，（大阪），[座長]
067 新田都子：看護師と認定看護師の果たす役割．椙山女学園

大学看護学部看護学科早期体験実習，2014，（愛知），[講師]
068 新田都子：緩和ケア・疼痛看護外来．椙山女学園大学看護

学部看護学科入学前スクリーニング，2015，（愛知），[講師]
069 深谷恭子：がんの親を持つ子どものサポートプログラム

（CLIMBプログラム）．愛知県がんセンター公開講座第１

回「がん患者及びその家族への支援」，2014，（愛知），[講師]
070 深谷恭子：患者さんとともにご家族の力を引き出すがん患

者サロン．愛知県がんセンター公開講座第2回「がん患者

及びその家族への支援～緩和ケアと患者サロンについて」，

2014，（愛知），[講師]
071 中島貴子：がん放射線療法看護．第11回医看薬薬連携研

究会，2014，（愛知），[講師]　　　

072 藤下　礼：疼痛専攻．名古屋医専看護保健学科．2014，（愛

知），[講師]　
073 向井未年子：「コンサルテーション論」．日赤豊田看護大学

大学院，2014，(愛知），[講義]
074 向井未年子：「コンサルテーション論」．愛知県立大学大学

院，2015，(愛知），[講義]
075 向井未年子：ターミナルケアにおける倫理上のジレンマと

どう向き合うか．日本看護倫理学会第7回年次大会教育講

演，2014，（愛知），[講師]
076 向井未年子：新たな肺がん 看護・医療モデル～マクミラ

ン財団・マギーズセンターの事例から～．肺がんチーム医

療推進フォーラムin名古屋，2014，（愛知），[座長]
077 向井未年子：心と身体の痛みを和らげる緩和ケアについ

て．「がんなどの病気になっても心豊かに過ごせる社会を

目指して」講演会，2014，（愛知），[講師]
078 向井未年子：CNSと考える事例検討．第8回三重がん看護

フォーラム，2014，（三重），[座長]
079 向井未年子：がん患者指導管理におけるシステム構築と看

護師の役割．愛知県立大学看護実践センター認定看護師教

育課程フォローアップセミナー，2014，（愛知），[講師]
080 向井未年子：いろんな生活の心配はどうすればいいの？．

日本緩和医療学会イベント まちかど「がん相談室」in 大
阪，2015，（大阪），[講師]

081 向井未年子：緩和ケアセンタージェネラルマネージャーの

役割．平成26年度がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム

指導者研修，2015，（東京），[講師]
082 向井未年子：緩和ケアについて～がんと診断された時から

始まる緩和ケア～．名古屋市千種生涯学習センター愛知県

がんセンター共催講座，2015，（愛知），[講師]
083 宮谷美智子：スキンケアの実際～塗り方，巻き方，洗い方

～．医看薬薬連携研究会，2014，（愛知），[講演]

084 宮谷美智子：化学療法を受ける高齢がん患者さんへのピア

サポートを考える～在宅療養における留意点～．高齢がん

患者さんのためのピアサポート講習会，2014，（愛知），[講
演]

085 宮谷美智子：がん化学療法看護．愛知県看護協会訪問看護

認定看護師教育課程，2014，（愛知），[講義]
086 宮武美智代：がん化学療法を受ける患者への口腔ケア-看

護の視点から．近畿大学医学部附属病院第10回薬物療法

研修，2015，（大阪），[講師]
087 八重樫裕：摂食嚥下の基礎．七宝病院，2014，（愛知），[講

師]
088 八重樫裕：摂食嚥下リハビリテーションを考える．七宝病

院，2014，（愛知），[講師]
089 八重樫裕：食事介助とリスク管理．七宝病院，2014，（愛

知），[講師]
090 新貝扶弥子：看護理論．名古屋大学大学院がんCNSコー

ス， 2014，（愛知），[講師]
091 新貝扶弥子：「化学療法看護」「周術期の看護」．沖縄県立

大学大学院がんCNSコース， 2014，（沖縄），[講師]
092 新貝扶弥子：CNSの役割と課題．熊本県がんＣＮＳコー

ス，2015，（熊本），[講師]

薬剤部

001 前田章光，宇良　敬，近藤英作，斎藤　憲，水谷旭良：シ

スプラチン投与患者における各腎尿細管バイオマーカーの

有用性の検討. 日本臨床腫瘍薬学会学術大会2015,2015,(京
都),[口演]

002 前田章光，安藤　仁，宇良　敬，齋藤　憲，水谷旭良，藤

村昭夫：癌患者における新規急性腎障害バイオマーカー

vanin-1の有用性の検討. 第12回臨床腫瘍学会,2014, (福
岡),[ポスター ]

003 前田章光，高畑知帆子，小原真紀子，高橋新次，松崎雅英，

梶田正樹，水谷旭良：シクロホスファミド調製時における

シリンジの押し子を介した曝露の可能性. 第23回日本医療

薬学会, 2014,(名古屋),[口演]
004 高橋新次，前田章光，松崎雅英，水谷旭良：当院における

膵癌患者に対するFOLFIRINOX療法の有害反応の発現状

況. 第24回日本医療薬学会年会,2014,(名古屋),[ポスター ]
005 松崎雅英，佐内俊志，長谷川彩子，前田美恵子，橋本直弥，

水谷旭良，高畑知帆子，小原真紀子，室　圭：外来がん化

学療法におけるチーム医療の効果. 第24回日本医療薬学会

年会,2014,(名古屋),[ポスター ]
006 立松三千子，美濃屋亜矢子，尾崎千鶴，栗木玲子，秦　毅

司，松崎雅英，平島佳代，橋本直弥，前田美恵子，長谷川

彩子，新田都子，下山理史：フェンタニル口腔粘膜吸収製

剤における導入シートの有用性の検討. 第24回日本医療薬

学会年会,2014,(名古屋),[ポスター ]
007 立松三千子 ：医看薬薬連携～病院薬剤師の立場から～ . 第

47回日本薬剤師会学術大会, 2014,(山形),[シンポジウム]
008 立松三千子，伊藤誠二，小原真紀子，秋山理恵，佐藤由美，
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栗木玲子，秦　毅司，佐藤洋造，室　圭：医看薬薬連携に

よる外来がん患者サポートのアウトカム. 第52回日本癌治

療学会学術集会,2014,(横浜),[口演]
009 立松三千子，佐藤哲観，高橋美賀子：患者さんと家族のた

めのがんの痛み治療ガイドへの期待～薬剤師の立場から

～ . 第19回日本緩和医療学会学術大会,2014 ,(神戸),[シン

ポジウム]
010 平島佳代，井口幸子，橋本直弥，立松三千子，松崎雅

英，水谷旭良，新田都子，向井未年子，下山理史，小森

康永：神経障害性疼痛に対しメサドンにより良好な疼痛

コントロールを得た2症例. 第8回日本緩和医療薬学会年

会,2014,(松山),[ポスター ]
011 橋本直弥，平島佳代，立松三千子，水谷旭良：メサドン鎮

痛用量における鎮痛換算比に関する調査. 第8回日本緩和

医療薬学会年会,2014,(松山),[口演]
012 長谷川郁恵，山田知里，宇良　敬，吉田達哉，下村一景，

浅野知沙，前田章光，水谷旭良：シスプラチンを含む高度

催吐性化学療法による悪心・嘔吐に対する危険因子の検

討. 日本病院薬剤師会東海ブロック・日本薬学会東海支部

合同学術大会2014,2014,(静岡),[口頭発表]
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疫学・予防部

001 Ito H, Oze I, Hosono S, Watanabe M, Tanaka H, 
Matsuo K：Cumulative risks of gastric cancer by 
PSCA polymorphism, Helicobacter Pylori infection and 
smoking history in Japan. American Association for 
Cancer Research ANNUAL MEETING 2014, 2014, (SAN 
DIEGO), [ポスター ]

002 Ito H, Tanaka H：Descriptive epidemiology of cancer 
in the Japanese "oldest-old" population. International 
Association of Cancer Registries in Ottawa, Canada, 
2014, (Ottawa), [ポスター ]

003 Nakagawa H, Tamura T, Mitsuda Y, Goto Y, Kamiya 
Y, Kondo T, Tanaka H, Wakai K, Hamajima N：The 
association between serum ferritin levels and atrophic 
gastritis among Japanese adults. I n t e r n a t i o n a l 
Association of Cancer Registries in Ottawa, Canada, 
2014, (Ottawa), [ポスター ]

004 Hosono S：Polymorphisms in DNA repair genes are 
associated with endometrial cancer risk among Japanese 
women. 第19回日韓がんワークショップ, 2014, (韓国), [口
演]

005 Watanabe M：Trends in prevalence of Helicobacter 
pylori infection by serology by birth year in a Japanese 
population. 第25回日本疫学会学術総会, 2015, (名古屋), [口
演]

006 Ito H：Trends in pancreatic cancer survival in Japan 
1993-2006 (J-CANSIS). 第25回日本疫学会学術総会, 2015, 
(名古屋), [口演]

007 Oze I：Trends in lung cancer survival in Japan 1993-
2006 (J-CANSIS): small cell histologic subtype specific 
survival. 第25回日本疫学会学術総会, 2015, (名古屋),[口演]

008 Yoshimura A	Trends in breast cancer survival in 
Japan 1993-2006 (J-CANSIS)：From the viewpoint of 
the clinician. 第25回日本疫学会学術総会, 2015, (名古屋), 
[口演]

009 Hosono S：Trends in ovarian cancer survival in Japan 
1993-2006 (J-CANSIS): The impact of development of 
chemotherapy. 第25回日本疫学会学術総会, 2015, (名古

屋),[口演]
010 Nakagawa H：Trends in colorectal cancer incidence 

rate between 1993 and 2010 in Japan. 第25回日本疫学会

学術総会, 2015, (名古屋), [口演]
011 Oze I：Coffee and green tea consumption is associated 

with upper aerodigestive tract cancer in Japan. 第7回
NAGOYAグローバルリトリート, 2015, (名古屋), [ポス

ター ]
012 Nakagawa H： Trends in colorectal cancer incidence 

rate between 1993 and 2010 in Japan. 第7回NAGOYAグ

ローバルリトリート, 2015, (名古屋), [ポスター ]
013 田中英夫：肝炎ウイルスする肝がんの予防介入戦略. がん

予防学術大会2014東京, 2014, (東京), [シンポジウム]
014 伊藤秀美：ゲノム情報を用いたリスク予測. がん予防学術

大会2014東京, 2014, (東京), [シンポジウム]
015	細野覚代、伊藤秀美、井岡亜希子、西野儀一、服部昌和、

早田みどり、松田智大、伊藤ゆり：地域がん登録データを

用いた婦人科がんの生存解析：period法の適応. 第56回日

本婦人科腫瘍学会学術講演会, 2014, (栃木), [ポスター ]
016 田中英夫："消化器がんの個別化予防を目指したゲノムコ

ホート研究."第52回日本癌治療学会学術集会, 2014, (横浜), 
[シンポジウム]

017 細野覚代、松尾恵太郎、伊藤秀美、尾瀬功、渡邉美貴、田

島和雄、田中英夫：愛知県がんセンター大規模病院疫学研

究における非がん女性参加者の初経年齢推移に関する研究. 
第73回日本癌学会学術総会, 2014, (横浜), [ポスター ]

018 伊藤秀美、尾瀬功、細野覚代、渡邉美貴、田中英夫、松尾

恵太郎：飲酒、喫煙、ALDH2、ADH1B遺伝子多型による

食道がんリスク予測. 第73回日本癌学会学術総会, 2014, (横
浜), [口演]

019 田中英夫：日本多施設共同コーホート（J-MICC)研究の進

捗．バイオサイエンス名古屋2015, 2015, (名古屋), [口演]
020 田中英夫：個別化がん予防をめざした日本多施設共同コー

ホート研究. 平成26年度文部科学省新学術領域研究　が

ん研究分野の特性等を踏まえた支援活動市民公開講演会, 
2015, (東京), [口演]

021 森島泰雄：白血病HLA適合血縁者間移植においてGVHD
の発症は移植後白血病再発に影響を与えるか. 第37回日本

造血細胞移植学会総会, 2015,  (神戸), [口演]

腫瘍病理学部

001 齊藤卓也，山道啓吾，近藤英作，中西速夫：高度な遺伝子

増幅を伴わない日本人由来HER2陽性胃がん細胞株の樹立

とそのTrastuzumab感受性． 第103回日本病理学会総会，

2014，（広島），[口演]
002 近藤英作，斎藤　憲：腫瘍吸収性ペプチドを応用した生体

内腫瘍検知技術の基盤的研究． 第103回日本病理学会総会，

2014，（広島），[口演]
003 山下大祐，黒瀬　顕，斎藤　憲，近藤英作：各種ヒトがん

細胞と病理組織におけるpodocalyxin陽性細胞発現の解析． 
第103回日本病理学会総会，2014，（広島），[口演]

004 飯岡英和，斎藤　憲，山下大祐，森井英一，近藤英作：

細胞極性制御因子Crb3aの腫瘍形成における機能の解析． 
第103回日本病理学会総会，2014，（広島），[ポスター（示

説）]
005 中西速夫，遊佐亜希子，舎人　誠，伊藤誠二，近藤英作：

新しい血液中循環がん細胞（CTC）分離デバイスの開発

３.　学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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とその応用． 第103回日本病理学会総会，2014，（広島），[口
演]

006 斎藤　憲，近藤英作：胆道がんイメージツールとしての

細胞透過性ペプチドの探索．第103回日本病理学会総会，

2014，（広島），[口演]
007 近藤英作：p14ARF機能性ペプチドによる悪性腫瘍細胞

の増殖抑制．第18回日本がん分子標的治療学会学術集会，

2014，（仙台），[ワークショップ]

分子腫瘍学部

001 Hakiri S, Osada H, Ishiguro F, Murakami Y, Yokoi 
K, Sekido Y：Inactivating mutations of BAP1 gene 
in Japanese malignant mesothelioma patients. BAP1 
have an effect on DNA repair partly through stabilizing 
BRCA1 proteins. 第7回NAGOYAグローバルリトリー

ト,2015,(大府),[ポスター ]
002 関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子異常：分子標的治療法の

ターゲットは何か？第19回癌と遺伝子・大分外科フォー

ラム,2014,(大分),[招聘講演]
003 関戸好孝：悪性中皮腫におけるHippoシグナル伝達系異

常. 第18回日本がん分子標的治療学会,2014,(仙台),[ポス

ター ]
004 関戸好孝：中皮腫の分子生物学的な特徴. 兵庫医科大学主

催　医療セミナー「がん幹細胞と悪性中皮腫：最新のアプ

ローチ」,2014,(西宮),[口演]
005 松原大祐，伊東　剛，田中一大，森川鉄平，中島　淳，仁

木利郎，関戸好孝，村上善則：肺腺癌におけるYAP1の発

現パターンと病理組織学的形態，予後との関連性につい

て/Expression of YAP1,a Hippo signaling target, in lung 
adenocarcinoma; correlation with pathologic features 
and prognosis. 第73回 日 本 癌 学 会 学 術 総 会,2014,(横
浜),[ポスター ]

006 佐藤光夫，山下　良，各務智彦，長谷哲成，丸山英一，

関戸好孝，近藤征史，長谷川好規：非小細胞肺癌治療薬

としてのmiR-221とmiR-222の可能性/Potential of miR-
221 and miR-222 as therapeutics for non-small cell lung 
cancer. 第73回日本癌学会学術総会,2014,(横浜),[ポス

ター ]
007 関戸好孝：悪性中皮腫の分子病態 / Molecular pathogenesis 

of malignant mesothelioma. 第73回日本癌学会学術総

会,2014,(横浜),[モーニングレクチャー ]
008 長田啓隆，柳澤　聖，立松義朗，関戸好孝，高橋　隆：

CRISPR-Cas9による遺伝子ノックアウトを用いた転

移 関 連 遺 伝 子CLCP1機 能 解 析/CRISPR-Cas9-derived 
Knockout of CLCP1 gene revealed its functional role 
in lung cancer progression. 第73回日本癌学会学術総

会,2014,(横浜),[口演]
009 垣内辰雄，高原大志，吉田稚明，在田幸太郎，春日井由美子，

片山　幸，中西速夫，長田啓隆，関戸好孝，都築　忍，瀬

戸加大：Hippo経路の不活性化による中皮細胞の形質転換

への寄与/Inactivation of Hippo-pathway contributes to 
the transformation of mesothelial cells. 第73回日本癌学

会学術総会,2014,(横浜),[ポスター ]
010 関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子異常とシグナル伝達. 第21

回石綿・中皮腫研究会,2014,(名古屋),[特別講演]
011 長田啓隆，柳澤　聖，立松義朗，谷田部恭，小野健一郎，

関戸好孝，高橋　隆：Genome editingを用いた転移関

連遺伝子CLCP1の機能解析. 第37回日本分子生物学会年

会,2014,(横浜),[ポスター ]
012 村上(渡並)優子，関戸好孝，門松健治：SGO1はMYCNが

ん遺伝子増幅細胞においてDNA損傷応答を制御する. 第37
回日本分子生物学会年会,2014,(横浜),[ポスター ]

遺伝子医療研究部

001 Yoshida N, Karube K, Utsunomiya A, Tsukasaki 
K, Imaizumi Y, Taira N, Uike N, Nakamura S, 
Umino A, Suguro M, Tsuzuki S, Ohshima K, Seto 
M：Molecular Characterization of Chronic-Type Adult 
T-Cell Leukemia/Lymphoma：Discovery of Molecular 
Biomarkers for Acute Transformation. American Society 
of Hematology  Meeting on Lymphoma Biology, 2014, (コ
ロラドスプリングズ), [ポスター ]

002 Suguro M, Takahara T, Arita K, Yoshida N, 
Kakiuchi T, Kasugai Y, Hocking TD, Takeuchi 
I, Tsuzuki S, and Seto M：Common Progenitor 
Cells Give Rise to Diffuse Large B-Cell Lymphoma at 
Diagnosis and Relapse. American Society of Hematology 
Meeting on Lymphoma Biology, 2014, (コロラドスプリン

グズ), [ポスター ]
003 Arita K, Tsuzuki S, Ohshima K, Sugiyama T, 

Seto M：Synergy of Myc, cell cycle regulators and the 
Akt pathway in a mouse model of B-cell lymphoma. 
American Society of Hematology Meeting on Lymphoma 
Biology, 2014, (コロラドスプリングズ), [ポスター ]

004 Suguro M, Takahara T, Arita K, Yoshida N, 
Kakiuchi T, Kasugai Y, Tsuzuki S, Seto M：Common 
Progenitor Cells Give Rise to Diffuse Large B-cell 
Lymphoma at Diagnosis and Relapse.　第73回日本癌学

会学術総会,2014,(横浜), [口演(英語)] 
005 Yoshida N, Tsuzuki S, Karube K, Takahara 

T, Katayama M, Nishikori M, Shimoyama M, 
Tsukasaki K, Ohshima K, Seto M：Identification of 
STX11 as a tumor suppressor gene in peripheral T-cell 
lymphomas. 第73回日本癌学会学術総, 2014,(横浜), [口演

(英語)] 
006 吉田稚明，都築　忍，加留部謙之輔，高原大志，錦織桃子，

下山正徳，大島孝一，塚崎邦弘，瀬戸加大： STX11はT細
胞性腫瘍特異的ながん抑制遺伝子である. 第54回日本リン

パ網内系学会総会, 2014, (山形),[口演]
007 吉田稚明，都築　忍，加留部謙之輔，高原大志，錦織桃子，
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下山正徳，大島孝一，塚崎邦弘，瀬戸加大： STX11はT細
胞性腫瘍特異的ながん抑制遺伝子である. 第54回日本リン

パ網内系学会総会, 2014, (山形),[ポスター ]
008 在田幸太郎，都築　忍，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大：

レトロウイルスによる正常B細胞への遺伝子導入を用いた

成熟B細胞腫瘍マウスモデル. 第24回日本サイトメトリー

学会.学術総会, 2014,(枚方),[招聘講演]
009 高原大志，吉田稚明，在田幸太郎，垣内辰雄，片山　幸，

春日井由美子，都築　忍，瀬戸加大： マントル細胞リン

パ腫における，染色体1番短腕に存在する腫瘍抑制遺伝子

CDC14Aの同定.  第73回日本癌学会学術総, 2014, (横浜), 
[ポスター ]

010 都築　忍，在田幸太郎，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大：

Myc，細胞周期関連遺伝子，Aktパスウェイの協調による

マウスリンパ腫モデル.　第73回日本癌学会学術総, 2014, 
(横浜), [ポスター ]

011 垣内辰雄，都築　忍，高原大志，春日井由美子，吉田稚明，

在田幸太郎，加留部謙之輔，片山　幸，中西速夫，清野　

透，長田啓隆，関戸好孝，瀬戸加大： Hippo経路の不活化

による中皮細胞の形質転換への寄与 第73回日本癌学会学

術総会,2014,(横浜) [口演]
012 在田幸太郎，都築　忍，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大：

マウスB細胞リンパ腫モデルにおけるMyc，細胞周期関連

因子，Aktパスウェイの協調　第76回日本血液学会総会, 
2014,(大阪), [口演]

013 都築　忍：悪性リンパ腫の遺伝子異常. 第32回日本染色体

遺伝子検査学会,2014, (名古屋), [特別講演]

腫瘍免疫学部

001 Kuwahara K：The role of mammalian TREX2 
complex in sporadic breast cancers. The 3rd Bandung 
International Biomolecular Medicine Conference 
(BIBMC), 2014, (バンドン　インドネシア), [シンポジウ

ム]
002 Nicholas C, Fujiwara H, Okamoto S, Mineno J, 

Kuzushima K, Shiku H, Yasukawa M：Targeting 
aurora kinase A with an enriched TCR gene-transfer 
vector. 第18回日本がん免疫学会総会, 2014, (松山), [口演]

003 Ueda N, Uemura Y, Zhang R, Liu T, Tatsumi 
M, Yasui Y, Kuzushima K, Kaneko S：BCR-ABL 
reactive CD4 T lymphocytes by reprograming and 
redifferentiation. 第43回日本免疫学会, 2014, (京都), [ポ
スター ]

004 桑原一彦，阪口薫雄：BRCA2安定化因子DSS1の発現上

昇は非遺伝性散発性乳癌における予後不良因子である. 第
18回日本がん分子標的治療学会学術集会, 2014, (仙台), [口
演]

005 赤塚美樹，赤堀　泰，稲熊容子，西村泰治，岡村文子，葛

島清隆，恵美宣彦：異なった親和性を持つHLA-A2拘束性

マイナー抗原HA-1を認識するCAR-T細胞の機能解析. 第

18回日本がん免疫学会総会, 2014, (松山), [口演]
006 朝井洋晶，藤原　弘，越智俊元，岡本幸子，峰野純一，葛

島清隆，珠玖　洋，安川正貴：HLA class I拘束性WT1特
異的Th1及びTh17 CD4+T細胞作製の試み. 第18回日本が

ん免疫学会総会, 2014, (松山), [口演]
007 上田格弘，植村靖史，張　エイ， 劉　天懿，巽美奈子，安

井 裕，葛島清隆，清井　仁，金子　新：BCR-ABL特異

的ヘルパー T細胞のリプログラミングとCML治療への応

用. 第18回日本がん免疫学会総会, 2014, (松山), [口演]
008 岡村文子，葛島清隆：人工抗原提示細胞を用いたCTLの

誘導とがん特異的エピトープ生成過程について. 第18回日

本がん免疫学会総会, 2014, (松山), [シンポジウム]
009 赤塚美樹，赤堀　泰，稲熊容子，葛島清隆，恵美宣彦：親

和性の異なるHLA-A2拘束性HA-1H特異的CAR-T細胞の

機能解析. 第6回血液疾患免疫療法研究会学術集会, 2014, 
(京都), [口演]

010 朝井洋晶，藤原　弘，越智史博，越智俊元，岡本幸子，峰

野純一，葛島清隆，珠玖　洋，安川正貴：TCR遺伝子改

変HLAクラスI拘束性CD4陽性T細胞サブタイプ作製の試

み. 第73回日本癌学会総会, 2014, (横浜), [ポスター ]
011 上田格弘，植村靖史，張　エイ，劉　天懿，巽美奈子，安

井　裕，葛島清隆，清井　仁，金子　新：BCR-ABL特異

的ヘルパー T細胞のリプログラミングとCML治療への応

用. 第73回日本癌学会総会, 2014, (横浜), [ポスター ]
012 桑原一彦，岩瀬弘敬，葛島清隆，阪口薫雄：散発性乳がん

におけるDSS1高発現はBRCA2の発現変化とは無関係に

患者予後因子となる. 第73回日本癌学会総会, 2014, (横浜), 
[ポスター ]

013 岡本晃直，赤塚美樹，小島博嗣，稲熊容子，徳田倍将，柳

田正光，森島聡子，蟹江匡治，山本幸也，安部明弘，水田

秀一，岡本昌隆，恵美宣彦：慢性骨髄性白血病患者の治療

中に生じた最重症再生不良性貧血. 第76回日本血液学会学

術集会, 2014, (大阪), [ポスター ]
014 上田格弘，植村靖史，張　エイ，劉　天懿，巽美奈子，

安井　裕，葛島清隆，清井　仁，金子　新：BCR-ABL–
specific T helper cells facilitate propagation of antigen-
specific CTLs via DC maturation. 第76回日本血液学会学

術集会, 2014, (大阪), [口演]

感染腫瘍学部

001 Kanda T ：Regulation of cellular gene expression by 
EBV-encoded miRNAs in epithelial cells. 39th Annual 
International Herpesvirus Workshop,2014,(Kobe, 
Japan),[ポスター ]

002 Narita Y, Murata T, Kanda T, Kimura H, Tsurumi 
T ：A conserved motif in the Pre-N-terminal domain 
of Epstein-Barr virus DNA polymerase catalytic 
subunit is required for the de novo EBV genome 
synthesis. 39th Annual International Herpesvirus 
Workshop,2014,(Kobe, Japan),[ポスター ]
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003 神田　輝：EBウイルスマイクロRNA群による上皮細胞

特異的転移抑制因子の発現制御, 第73回日本癌学会学術総

会,2014,(横浜),[口演]
004 神田　輝：組換えウイルス作製によるEBウイルスがん遺

伝子LMP1のウイルス株間における機能的差異の解析, 第
62回日本ウイルス学会学術集会,2014,(横浜),[口演]

005 成田洋平，村田貴之，神田　輝，五島　典，木村　宏，鶴

見達也：EBウイルスDNAポリメラーゼのPre-NH2ドメイ

ンの機能解析, 第62回日本ウイルス学会学術集会,2014,(横
浜),[口演]

分子病態学部

001	Shimma S, Fujishita T, Aoki M, Soga T：In vivo 
metabolite visualization using standardized imaging 
mass spectrometry．Metabolomics 2014，2014，(鶴岡)，
[ポスター ]

002 青木正博，武藤　誠，藤下晃章：浸潤性大腸がん自然発症

マウスモデルに対するmTOR阻害薬の効果．第18回日本

がん分子標的治療学会学術集会，2014，(仙台)，[ポスター ]
003 青木正博，梶野リエ，武藤　誠，藤下晃章：MEK阻害薬

トラメチニブによる Apc 変異マウスの腸管ポリープ形成

抑制効果．第73回日本癌学会学術総会，2014，(横浜)，[口演]
004 藤下晃章，武藤　誠，青木正博：EGF受容体の活性化は

大腸がんモデルマウスの大腸がんに mTORキナーゼ阻害

薬に対する耐性をもたらす．第73回日本癌学会学術総会，

2014，(横浜)，[ポスター ]
005 佐久間圭一朗，青木正博：shRNA ライブラリーを用いた

大腸がん転移抑制遺伝子のゲノムワイドスクリーニング．

第73回日本癌学会学術総会，2014，(横浜)，[口演]
006 梶野リエ，藤下晃章，小島　康，武藤　誠，青木正博：腸

管腫瘍形成における JNK-mTORC1 経路活性化機序の解

析．第73回日本癌学会学術総会，2014，(横浜)，[ポスター ]
007 梶野リエ，藤下晃章，小島　康，武藤　誠，青木正博：

Apc+/Δ716マウスの腸管腫瘍におけるJNK-mTORC1
経路活性化機序の解析．第37回日本分子生物学会年会，

2014， (横浜)，[ポスター ]
008 青木正博，武藤　誠，藤下晃章：Simultaneous inhibition 

of mTOR and EGFR suppresses local invasion in 
intestinal adenocarcinoma in cis-ApcΔ716/Smad4 mice．
第37回日本分子生物学会年会，2014， (横浜)，[ポスター ]

腫瘍医化学部

001 Mohan R, Lei, L, Thompson A, Shaw C, Kasahara 
K , Inagaki M , Bargagna-Mohan P：Vimentin 
Phosphorylation Patterns Differentiate Corneal 
Fibroblasts  from Myofibroblasts  In Vitro  and 
Dur ing  F ibros i s .  Assoc ia t i on  in  Research  in 
Vi s i o n  a n d  O p h t h a l m o l o g y  ( A RV O )  m e e t i n g 

2015,2015,(Colorado),[ポスター ]
002 Inaba H：Ndel1-mediated inhibition of primary cilia 

assembly：the importance in kidney morphogenesis. 第
7回NAGOYAグローバルリトリート,2015,(大府),[招待講

演]
003 Inagaki M：Cancer research on the two noteworthy 

i s sues： te t rap lo idy  and  pr imary  c i l ia .  A i ch i 
Cancer Center 50th anniversary International 
Symposium,2015,(名古屋),[招待講演]

004 田中宏樹，後藤英仁，猪子誠人，井澤一郎，稲垣昌樹：

Defect of Vimentin Phosphorylation Cause Aging via 
Aneuploidy and Cellular Senescence. 第73回日本癌学会

総会, 2014,(横浜), [ワークショップ]
005 笠原広介，川上和孝，清野　透，米村重信，河村義史，

青木啓将，五島直樹，稲垣昌樹：Ubiquitin-proteasome 
machinery controls primary ciliogenesis at the initial 
step of axoneme extension. 第73回日本癌学会学術総

会,2014,(横浜),[ポスター ]
006 稲葉弘哲，後藤英仁，猪子誠人，何　東偉，五島直樹，

山野壮太郎，鰐淵英樹，熊本香奈子，広常真治，清野　

透，稲垣昌樹：Ndel1の欠損は一次線毛形成を引き起こ

し，細胞増殖を阻害する. 第66回日本細胞生物学会大会, 
2014,(奈良),[ポスター ]

007 掛布真愛，渡辺　崇，松沢建司，松井利憲，秋田弘樹，杉

山育子，石館文善，中野　敦，高島成二，後藤英仁，稲垣

昌樹，貝淵弘三：Plk1はCLIP-170リン酸化によりCLIP
の微小管結合を制御し，分裂期の染色体整列に寄与する. 
第66回日本細胞生物学会大会,2014,(奈良),[ポスター ]

008 後藤英仁，渡辺信元，猪子誠人，稲垣昌樹：がんの分子標

的としてのAurora Aキナーゼ. 第87回日本薬理学会年会, 
2014, (仙台), [ワークショップ]

009 猪子誠人，林　裕子，稲垣昌樹：Albatross蛋白質は中心

小体の複製に寄与する．第87回日本生化学会大会,2014,(京
都),[ワークショップ／ポスター ]

010 猪子誠人，林　裕子，稲垣昌樹：Albatross蛋白質は中

心小体の複製に寄与する．第37回日本分子生物学会年

会,2014,(横浜),[ワークショップ／ポスター ]
011 牧原弘幸，田中宏樹，後藤英仁，猪子誠人，榎本　篤，後

藤満雄，栗田賢一，井澤一郎，稲垣昌樹:ビメンチンリン

酸化不全変異マウスにおける染色体不安定性と老化. 第67
回日本細胞生物学会大会, 2015,(東京), [ワークショップ／

ポスター ]
012 太田　緑，秦　裕子，後藤英仁，稲垣昌樹，尾山大明，木村暁，

北川大樹:中心体の複製を１コピーに保障する分子機構. 第
67回日本細胞生物学会大会, 2015, (東京), [ワークショップ

／ポスター ]
013 稲葉弘哲，後藤英仁，笠原広介，猪子誠人，熊本香奈子，

米村重信，何　東偉，五島直樹，山野壮太郎，鰐淵英樹，

清野　透，広常真治，稲垣昌樹：Ndel1による一次線毛形

成抑制は腎臓の形態形成に重要である. 第67回日本細胞生

物学会大会, 2015, (東京), [ポスター ]
014 稲垣昌樹：１）増殖シグナルと細胞周期のクロストー
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ク　２）細胞増殖制御と一次線毛　３）Polyploidy/
Aneuploidy細胞の運命．三重大学医学部　第4回テニュア

トラックセミナー ,2015,(津), [招待講演]
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名誉総長

001 Nimura Y：Right  t r isec t ionectomy f or  h i lar 
cholangiocarcinoma. In: American College of Surgeons 
Multimedia Atlas of Surgery: Liver Surgery Volume. 
Eds. Horacio Asbun and David Geller, Chicago, USA, 
333-346, 2014.

002 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌

への外科の挑戦－いよいよ日本の登場－, 消化器外科, 37: 
505-517, 2014.

003 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－Aggressive Surgeryの到来とともに日本

が世界の仲間入りをした－, 消化器外科, 37: 1053-1065, 
2014.

004 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－1980年代に入って東西逆転の兆し－, 消化

器外科, 37: 1197-1211, 2014.
005 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－1980年代から1990年代に入って広がる東

西格差－, 消化器外科, 37: 1333-1348, 2014.
006 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－相次ぐ日本発のイノベーション－, 消化器

外科, 37: 1457-1471, 2014.
007 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－日本発のグローバリズム－, 消化器外科, 37: 
1591-1607, 2014.

008 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－門脈合併切除を伴う肝切除術－, 消化器外

科, 37: 1723-1733, 2014.
009 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－胆囊癌治療の東西較差－, 消化器外科, 37: 
1843-1855, 2014.

010 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－欧米に伝わる胆嚢癌の日本式拡大手術－, 
消化器外科, 37: 2001-2012, 2014.

011 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－胆嚢癌の根治手術；今世紀の動き－, 消化

器外科, 38: 93-110, 2015.
012 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－日本がリードする血管合併切除を伴う肝切

除－, 消化器外科, 38: 219-235, 2015.
013 二村雄次：総説　世界に誇る胆道癌の外科治療; 胆道癌へ

の外科の挑戦－今世紀に入ってからの日本のリーダーシッ

プ－, 消化器外科, 38: 362-378, 2015.

総長

001 Aizawa M, Nagatsuma A.K, Kitada K, Kuwata 
T, Fujii S, Kinoshita T, Ochiai A：Evaluation of 
HER2-based biology in 1,006 case of gastric cancer in a 
Japanese population. Gastric Cancer, 17:34-42, 2014.

002 Hosokawa Y, Konishi M, Sahara Y, Kinoshita T, 
Takahashi S, Gotohda N, Kato Y, Kinoshita T：

Limited subtotal gastrectomy for early remnant gastric 
cancer. Gastric Cancer, 17:332-336, 2014.

003 Hosokawa Y, Kinoshita T, Konishi M, Takahashi S, 
Gotohda N, Honda M, Kaito A, Daiko H, Kinoshita 
T : Recurrence Patterns of Esophagpgastric Junction 
Adenocarcinoma According to Siewert's Classification 
After Rasical Resection. Anticancer Research, 34:4391-
4398, 2014.

004 Kinoshita T, Kinoshita T, Saiura A, Esaki M, 
Sakamoto H, Yamanaka T : Multicentre analysis of 
long-term outcome after surgical resection for gastric 
cancer liver metastases. British Journal of Surgery, 
102:102-107, 2014. 

005 Hasegawa T, Yamao K, Hijioka S, Bhatia V, 
Mizuno M, Hara K, Imaoka H, Niwa Y, Tajika 
M, Kondo S, Tanaka T, Shimizu Y, Kinoshita T, 
Kohsaki T, Nishimori I, Iwasaki S, Saibara S, 
Hosoda W, Yatabe Y, : Evaluation of Ki-67 index in 
EUS-FNA specimens for the assessment of malignancy 
risk in pancreatic neuroendocrine tumors. Endoscopy, 
46:32-38, 2014.

006 金城和寿，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，二宮　豪，安部

哲也，小森康司，千田嘉毅，佐野　力，清水泰博，木下　

平：幽門周囲リンパ節転移から見た幽門保存胃切除術の適

応．日本臨床外科学会雑誌，75:2671-2678, 2014.
007 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平：癌の

補助療法アップデート　胃癌の術前化学療法　現在の適応

と今後の展望．臨床外科，69:668-672, 2014.
008 清水泰博，佐野　力，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，水野伸匡，山雄健次，木下　平：最新の消化器癌

術前術後化学療法　膵癌　術後補助化学療法の最近の動

向．消化器外科，37:471-477, 2014.

４．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（名誉総長・総長）
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病　院　長

001 Uemura N, Abe T, Kawai R, Ito S, Komori K, Senda 
Y, Misawa K, Ito Y, Shimizu Y, Shinoda M：Curative 
resection of esophageal cancer with a double aortic arch. 
General Thoracic and Cardiovascular Surgery (1863-
6705),63巻2号: 116-119,2014.

002 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，浅野智成，佐

藤洋造，稲葉吉隆，清水泰博，篠田雅幸：リピオドール

リンパ管造影および選択的胸膜癒着術が有効であった食

道癌サルベージ術後難治性乳糜胸の1例(原著論文/症例報

告). 日本消化器外科学会雑誌 (0386-9768), 47巻11号: 659-
667,2014.

消化器内科部

[原著] 
001 Hijioka S, Shimizu Y, Mizuno N, Hara K, Imaoka 

H, Mekky MA, Bhatia V, Nagashio Y, Hasegawa 
T, Shinagawa A, Sekine M, Tajika M, Tanaka 
T, Ishihara M, Niwa Y, Yamao K.：Can long-term 
follow-up strategies be determined using a nomogram-
based prediction model of malignancy among intraductal 
papillary mucinous neoplasms of the pancreas?. 
Pancreas,43(3):367-72,2014.

002 Imaoka H, Shimizu Y, Mizuno N, Hara K, Hijioka S, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Ogura T, Obayashi 
T, Shinagawa A, Sakaguchi M, Yamaura H, Kato 
M, Niwa Y, Yamao K Ring-enhancement pattern 
on contrast-enhanced CT predicts adenosquamous 
carcinoma of the pancreas：A matched case-control 
study. Pancreatology,14(3):221-226,2014.

003 Kobayashi G, Fujita N, Maguchi H, Tanno S, Mizuno 
N, Hanada K, Hatori T, Sadakari Y, Yamaguchi T, 
Tobita K, Doi R, Yanagisawa A, Tanaka M: Natural 
history of branch duct intraductal papillary mucinous 
neoplasm with mural nodules：a Japan pancreas 
society multicenter study. Pancreas,43(4):532-538,2014.

004 Bhatia V, Hijioka S, Hara K, Mizuno N, Imaoka 
H, Yamao K：Endoscopic ultrasound description 
of  l iver  segmentation and anatomy. Digestive 
Endoscopy,26(3):482-90,2014.

005 Tajika M, Matsuo K, Ito H, Chihara D, Bhatia V, 
Kondo S, Tanaka T, Mizuno N, Hara K, Hijioka 
S, Imaoka H, Matsumoto K, Nakamura T, Yatabe 
Y, Yamao K. Niwa Y：Risk of second malignancies 
in patients with gastric marginal zone lymphomas of 
mucosa associate lymphoid tissue (MALT).J Gastroenter

ol,49(5):843-52,2014.
006 Tanaka T, Niwa Y, Tajika M, Ishihara M, Imaoka 

H, Mizuno N, Hara K, Hijioka S, HirookaY, Goto 
H, Yamao K : Prospective Evaluation of a Transnasal 
Endoscopy Utilizing Flexible Spectral Imaging Color 
Enhancement (FICE) with the Valsalva Maneuver for 
Detecting Pharyngealand Esophageal Cancer. Hepato-
Gastroenterology,64(134):1627-34,2014.

007 Nagashio Y, Hijioka S, Mizuno N, Hara K, Imaoka 
H, Bhatia V, Niwa Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara 
M, Shimizu Y, Hosoda W, Yatabe Y, Yamao K：

Combination of cyst fluid CEA and CA 125 is an 
accurate diagnostic tool for differentiating mucinous 
cystic neoplasms from intraductal papillary mucinous 
neoplasms. Pancreatology,14(6):503-509,2014.

008 Matsuyama M, Ishii H, Furuse J, Ohkawa S, 
Maguchi H, Mizuno N, Yamaguchi T, Ioka T, Ajiki 
T, Ikeda M, Hakamada K, Yamamoto M, Yamaue 
H, Eguchi K, Ichikawa W, Miyazaki M, Ohashi 
Y, Sasaki Y：Phase II trial of combination therapy 
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